
平
安
初
期
に
お
け
る
密
教
経
典
の
訓
読
語

松

本

光

隆

ー
石
山
寺
蔵
金
剛
頂
稔
伽
経
仁
和
二
年
点
本
に
つ
い
て
|

は
じ
め
に

訓
点
資
料
が
伝
え
ら
れ
た
古
い
例
は
、
奈
良
時
代
か
ら
存
す
る
。
し
か
し
、

漢
文
訓
読
語
の
通
時
的
研
究
と
し
て
は
、
片
仮
名
の
加
点
資
料
が
多
く
遣
さ
れ

て
い
る
平
安
初
期
の
訓
点
資
料
よ
り
始
ま
る
研
究
が
、
そ
の
成
果
の
密
度
が
高

い
。
平
安
初
期
よ
り
年
代
を
降
り
つ
つ
資
料
を
配
し
て
、
時
代
時
代
の
言
語
事

象
の
記
述
を
行
い
、
訓
読
語
の
変
化
が
語
ら
れ
る
が
、
時
代
時
代
の
共
時
態
を

取
り
上
げ
れ
ば
、
そ
の
共
時
態
は
、
文
体
差
と
か
、
位
相
差
と
い
う
概
念
で
説

明
さ
れ
て
き
た
日
本
語
の
相
ま
た
は
層
を
内
包
す
る
。
通
時
的
記
述
の
結
果
に

詳
細
な
像
を
結
ぶ
べ
き
方
向
で
研
究
を
進
め
よ
う
と
目
論
む
場
合
、
前
の
時
代

の
言
語
事
象
が
、
前
の
時
代
の
共
時
態
の
ど
の
部
分
を
占
め
る
も
の
で
、
後
の

比

r
h町
ん
い

ι
山
パ
骨
骨
の
ど
の
部
分
に
対
応
し
て
変
化
す
る
の
か
と
言
っ
た
観
点
は
、

訓
読
語
の
変
化
の
実
態
を
、
立
体
的
に
描
い
て
行
く
た
め
に
基
本
的
に
重
要

E

つ
必
須
な
視
角
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
、
後
節
に
詳
述
す
る
が
、
石
山
寺
校
倉
第
十
二
函
第
三
号
と
し
て
所

蔵
さ
れ
て
い
る
金
剛
頂
一
切
知
来
真
実
摂
大
乗
現
証
大
教
王
経
(
以
下
、
金
剛

頂
職
伽
経
)
巻
第
二
二
ニ
の
二
巻
を
対
象
に
、
言
語
事
象
の
記
述
を
中
心
と
し

て
、
密
教
の
経
に
属
す
る
典
籍
の
訓
読
語
の
問
題
を
考
え
て
み
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
記
述
の
狙
い
は
、
次
の
二
点
に
あ
る
。
第
一
点
は
、
平
安
初
期
天

台
宗
関
係
と
目
さ
れ
る
密
教
経
典
の
、
従
来
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
再
読
字
や

不
読
字
の
訓
法
を
初
め
と
す
る
事
象
の
、
平
安
初
期
密
教
資
料
に
現
れ
る
言
語

事
象
の
実
態
記
述
で
あ
る
。
第
二
点
目
は
、
同
じ
資
料
に
加
点
さ
れ
て
い
る
天

台
宗
山
門
派
の
平
安
後
期
の
加
点
に
な
る
宝
瞳
院
点
の
訓
読
法
の
記
述
を
通
し

て
の
、
仁
和
二
年
の
訓
読
と
、
平
安
後
期
の
訓
読
と
の
通
時
的
な
問
題
、
訓
読

語
の
改
変
(
変
化
)
と
保
守
(
伝
承
)
の
問
題
に
触
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

-1-

一
、
石
山
寺
蔵
金
剛
頂
職
伽
経
巻
第
二
・
三
の
史
料
的
価
値
(
一
)

ー
平
安
初
期
の
密
教
経
相
経
典
の
加
点
資
料
|

本
稿
に
取
り
上
げ
る
石
山
寺
蔵
金
剛
頂
職
伽
経
は
、
巻
子
本
二
巻
で
、
巻
第

一
一
と
巻
第
三
と
を
伝
え
る
が
、
巻
第
二
に
は
、
平
安
初
期
仁
和
二
年
(
八
八
六
)

の
白
書
の
奥
書
、
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O
仁
和
二
年
九
月
二
日
間
己
於
元
慶
寺
園
大
師
御
本
/
口
口
口
命

が
存
す
る
。
本
文
に
は
、
こ
の
奥
書
き
に
対
す
る
白
点
(
第
一
群
点
)
が
加
点

さ
れ
て
お
り
、
経
関
係
の
密
教
経
典
の
平
安
初
期
の
加
点
資
料
で
あ
る
事
が
知

ら
れ
る
。
本
巻
第
二
に
は
、
こ
の
白
書
の
奥
書
と
は
別
に
、
別
筆
の
墨
書
で
、

O
治
承
四
季
(
一
一
八

O
)
四
月
二
日
於
石
山
寺
東
院
房
文
泉
房
侍
/
受

了

の
朗
寵
の
奥
書
が
あ
っ
て
、
本
文
に
は
こ
れ
に
対
応
す
る
墨
点
の
仮
名
の
加
点

が
あ
る
。
ま
た
、
当
該
巻
第
二
に
は
、
平
安
後
期
加
点
と
推
定
さ
れ
る
朱
の
宝

瞳
院
点
の
加
点
も
存
し
て
い
る
。

巻
第
三
に
は
、
白
点
の
加
点
は
な
く
、
薄
朱
に
よ
る
第
一
群
点
の
加
点
が
存

し
て
、
平
安
初
期
の
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
他
に
、
巻
第
二
と
同

じ
く
平
安
後
期
加
点
と
思
し
き
朱
の
宝
瞳
院
点
の
加
点
が
存
す
る
。
ま
た
、
多

く
は
な
い
が
巻
第
一
一
と
同
様
に
、
治
承
四
年
の
朗
寵
の
加
点
と
思
し
き
墨
の
仮

名
点
が
存
し
て
、

O
治
承
四
季
四
月
三
日
於
石
山
寺
東
院
房
以
/
経
蔵
之
本
文
泉
房
傍
受
了

依
未
濯
頂
々
々
/
事
者
空
引
之
了

の
奥
書
と
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

具
体
的
な
言
語
事
象
を
取
り
上
げ
て
後
節
に
説
く
が
、
当
該
資
料
に
は
、
仁

和
二
年
点
と
認
め
た
訓
点
中
に
、
平
安
初
期
の
語
法
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
巻

第
二
の
白
書
の
奥
書
は
、
転
写
で
は
な
く
、
仁
和
二
年
の
も
の
で
あ
る
と
判
断

し
た
。
ま
た
、
宝
瞳
院
点
は
、
天
台
宗
山
門
派
の
ヲ
コ
ト
点
法
で
、
平
安
後
期

に
は
、
同
派
で
の
使
用
例
が
あ
っ
て
、
十
了
二
世
紀
に
、
同
派
で
盛
ん
に
使

用
さ
れ
た
ヲ
コ
ト
点
法
で
あ
る
。

右
の
訓
点
の
内
、
巻
第
二
の
仁
和
二
年
の
白
点
は
、
ヲ
コ
ト
点
主
体
で
加
点

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
加
点
さ
れ
た
第
一
群
点
は
、
左
掲
の
如
く
帰
納
で
き
る

も
の
で
あ
る
。
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こ
の
帰
納
表
の
第
一
壷
の
星
点
の
体
系
は
、
西
墓
点
に
通
ず
る
。
四
辺
・
中
央

お
よ
び
、
右
辺
中
央
外
側
に
「
と
」
の
点
が
帰
納
さ
れ
、
西
墓
点
に
合
致
す
る
。

左
内
側
は
、
「
せ
」
と
「
よ
」
を
帰
納
し
た
。
点
図
集
に
登
載
の
西
墓
点
は
、

左
打
ち
側
の
上
が
、
「
せ
」
の
音
節
で
は
無
い
が
、
点
図
集
の
西
墓
点
に
は
壷

の
内
側
上
方
に
「
せ
」
が
あ
る
。
右
内
側
は
、
下
方
に
「
め
」
を
帰
納
し
た
。

こ
れ
が
、
点
図
集
登
載
の
西
墓
点
と
は
異
な
る
。
天
台
宗
系
の
第
一
群
点
の
ヲ

コ
ト
点
と
見
て
、
矛
盾
は
無
い
。
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一
方
、
巻
第
三
に
加
点
さ
れ
て
い
る
平
安
初
期
と
思
し
き
薄
朱
の
第
一
群
点

争
晶
、

一

p ... 

カ
ヲ

イト|己 '1、
・切
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| タ
l 陶7

I 1、
l ム

口コ口き

と
帰
納
さ
れ
る
も
の
で
、
巻
第
三
の
薄
朱
の
ヲ
コ
ト
点
の
体
系
が
、
巻
第
二
の

白
点
の
も
の
に
比
べ
て
単
純
で
は
あ
る
が
、
ヲ
コ
ト
点
の
符
号
が
担
う
音
節
に

矛
盾
が
な
く
、
同
種
の
も
の
と
認
め
て
良
い
よ
う
に
判
断
さ
れ
る
。
巻
第
二
は

白
書
訓
点
、
巻
第
三
は
薄
朱
の
訓
点
で
加
点
の
色
彩
が
不
同
で
あ
る
が
、
共
に

仁
和
二
年
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
様
に
判
断
さ
れ
る
。

本
資
料
の
出
自
伝
来
に
つ
い
て
は
、
治
承
四
年
に
は
、
石
山
寺
に
あ
っ
た
事

は
確
実
で
、
朗
寵
の
伝
授
に
供
さ
れ
て
い
る
。
巻
第
二
の
仁
和
二
年
の
奥
書
中

の
「
元
慶
寺
」
に
つ
い
て
は
、
既
に
先
学
の
指
摘
が
あ
る
が
、
「
元
慶
寺
」
は
、

.句

口
切削吋

テ
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現
京
都
市
山
科
区
に
存
す
る
天
台
宗
の
寺
院
で
、
僧
正
遍
昭
の
開
基
に
な
る
花

山
法
皇
(
九
六
八

i
一
O
O八
)
ゆ
か
り
の
寺
で
あ
る
。
本
資
料
自
体
が
、
石

山
寺
に
落
ち
着
く
ま
で
に
、
如
何
な
る
経
路
を
辿
っ
た
の
か
は
明
瞭
さ
を
欠
く

が
、
仁
和
二
年
に
行
わ
れ
た
「
元
慶
寺
」
で
の
講
説
の
席
に
あ
っ
た
人
物
の
関

係
し
た
資
料
で
、
天
台
宗
に
発
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら

の
事
は
既
に
築
島
裕
博
士
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
宝
瞳
院
点
の
加
点
か

ら
、
天
台
宗
も
山
門
派
に
伝
わ
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
と
認
め
ら
れ
る
。

本
資
料
は
、
ヲ
コ
ト
点
主
体
の
資
料
で
、
仮
名
点
の
加
点
が
決
し
て
多
く
は

な
い
。
後
に
も
述
べ
る
が
、
訓
点
資
料
の
質
と
し
て
は
、
一
般
に
は
、
重
要
性

が
薄
い
と
判
ぜ
ら
れ
る
類
の
加
点
量
、
加
点
密
度
の
資
料
で
あ
る
。
た
だ
、
本

資
料
が
注
目
さ
れ
る
の
は
、
密
教
経
典
で
あ
る
金
側
頂
瑞
伽
経
の
平
安
初
期
の

加
点
資
料
の
実
物
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

従
来
よ
り
、
あ
る
い
は
、
漢
文
訓
読
語
研
究
が
始
ま
っ
て
以
来
、
平
安
初
期

の
訓
点
資
料
は
、
そ
の
希
少
性
と
訓
点
書
記
の
草
創
期
の
資
料
と
し
て
珍
重
さ

れ
、
共
時
的
あ
る
い
は
通
時
的
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
て
い
る
。
た

だ
、
通
時
的
研
究
の
資
料
と
し
て
の
平
安
初
期
の
訓
点
資
料
は
、
現
存
の
資
料

的
制
約
に
依
っ
て
、
概
し
て
、
偏
っ
た
言
語
世
界
の
資
料
を
使
用
し
て
き
た
と

認
め
ら
れ
る
。
先
に
、
立
体
的
な
漢
文
訓
読
語
史
を
描
く
た
め
に
は
、
通
時
的

な
像
を
描
く
前
提
と
し
て
、
時
代
時
代
の
共
時
的
な
位
置
づ
け
の
必
要
性
を
説

い
た
が
、
漢
文
訓
読
語
研
究
史
上
か
ら
は
、
平
安
初
期
の
訓
点
資
料
研
究
は
、

研
究
に
使
用
さ
れ
て
き
た
資
料
が
時
代
の
共
時
態
の
全
体
を
覆
つ
て
の
均
等
な

分
布
で
は
な
い
。
即
ち
、
言
い
換
え
れ
ば
、
平
安
初
期
の
訓
点
資
料
は
、
多
〈

は
南
都
古
宗
の
系
統
を
引
く
、
顕
教
系
の
諸
資
料
に
偏
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と

-3-
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評
価
す
べ
き
で
あ
る
。

平
安
時
代
初
期
の
新
興
勢
力
で
あ
る
密
教
系
の
宗
派
、
天
台
宗
・
真
言
宗
に

関
し
て
、
密
教
系
の
典
籍
の
将
来
は
、
将
来
目
録
類
に
依
っ
て
確
認
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
し
、
密
教
経
典
の
訓
読
は
、
実
証
的
に
確
認
す
る
事
が
出
来
る
。

例
え
ば
、
真
言
宗
に
お
い
て
は
、
訓
点
資
料
そ
の
も
の
で
は
無
い
が
、
空
海
撰

と
さ
れ
る
一
宇
頂
輪
王
儀
軌
音
義
は
、
密
教
の
事
相
書
・
儀
軌
で
あ
る
一
宇
頂

輪
王
儀
軌
か
ら
字
句
を
抜
き
出
し
、
そ
れ
に
万
葉
仮
名
和
訓
な
ど
を
添
え
た
巻

音
義
で
、
儀
軌
の
訓
読
の
実
態
を
考
え
ね
ば
、
存
在
理
由
・
存
在
意
義
の
無
い

資
料
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
入
唐
僧
の
将
来
の
密
教
経
典
と
は
異
な
る
が
、

神
護
寺
蔵
の
沙
門
勝
道
歴
山
埜
玄
珠
碑
は
、
平
安
初
期
の
仮
名
点
資
料
で
、
空

海
の
撰
述
書
で
あ
る
。
大
枇
慮
遮
那
成
仏
経
疏
に
関
し
て
は
、
築
島
裕
博
士
に

よ
る
言
及
が
あ
っ
て
、
真
福
寺
宝
生
院
蔵
大
耽
慮
遮
郡
成
仏
経
疏
保
元
二
年

(
一
一
五
七
)
点
本
の
本
奥
書
中
に
、
承
和
十
三
年
(
八
四
六
)
四
月
二
十
五

日
か
ら
二
十
八
日
に
及
ぶ
講
説
の
記
事
の
あ
る
事
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
聴
衆

は
空
海
の
弟
子
達
で
、
訓
点
資
料
そ
の
も
の
が
残
さ
れ
た
の
か
否
か
の
実
証
的

な
確
証
は
無
い
が
、
大
耽
慮
遮
郡
成
仏
経
疏
の
本
文
の
訓
読
が
行
わ
れ
た
蓋
然

性
は
高
い
と
認
め
ね
ば
な
る
ま
い
。

平
安
初
期
天
台
宗
の
顕
教
関
係
書
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
平
安
初
期
の
加
点

資
料
が
残
さ
れ
て
い
て
、
著
名
な
華
厳
関
係
資
料
群
が
あ
る
。
年
代
の
明
確
な
、

著
名
な
加
点
資
料
と
し
て
、
延
暦
年
間
の
奥
書
の
存
す
る
資
料
類
で
、
奈
良
時

代
最
末
期
・
平
安
極
初
期
の
加
点
年
代
の
明
確
な
資
料
と
し
て
衆
知
さ
れ
た
も

の
が
あ
る
。
ま
た
、
平
安
初
期
貞
観
十
九
年
(
八
七
七
)
の
天
台
宗
僧
儀
遠
の

奥
書
が
存
す
る
華
厳
経
元
慶
三
年
(
八
七
九
)
点
も
知
ら
れ
て
い
る
。

日
本
宗
教
史
の
事
柄
と
し
て
、
最
澄
が
中
国
よ
り
伝
え
た
と
さ
れ
る
天
台
宗

は
、
密
教
に
お
い
て
十
分
で
は
な
か
っ
た
と
説
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
顕

教
系
の
書
の
訓
読
語
は
、
実
例
に
つ
い
て
論
じ
る
事
が
出
来
る
。
し
か
し
、
こ

の
訓
読
語
の
出
自
が
問
題
で
あ
っ
て
、
今
ま
で
に
先
学
に
依
っ
て
古
く
よ
り
触

れ
ら
れ
て
き
た
知
く
、
訓
読
語
の
成
立
の
背
景
に
は
、
南
都
と
の
関
係
を
念
頭

に
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

天
台
宗
の
密
教
系
の
経
典
類
に
つ
い
て
は
、
本
奥
書
に
訓
読
の
事
実
が
伝
え

ら
れ
た
例
が
あ
る
。
石
山
寺
蔵
金
剛
界
儀
軌
天
永
三
年
(
一
一
一
二
)
点
本
の

本
奥
書
に
は
、
「
良
勇
(
八
五
四

S
九
二
三
)
」
「
敬
一
(
八
六
七

1
九
四
九
)
」

の
名
が
見
え
て
、
そ
の
訓
説
を
伝
え
て
い
る
か
ら
、
密
教
の
事
相
書
で
あ
る
儀

軌
の
訓
読
が
な
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
実
例
と
し
て
の
加
点
資
料
は
、
平

安
初
期
も
最
末
期
で
あ
る
が
、
石
山
寺
蔵
金
剛
界
儀
軌
寛
平
元
年
(
八
八
九
)

点
、
京
都
大
学
蔵
蘇
悉
地
掲
羅
経
略
疏
寛
平
八
年
(
八
九
六
)
点
と
共
に
、
本

稿
に
取
り
上
げ
る
金
剛
頂
聡
伽
経
が
知
ら
れ
て
い
る
。

円
仁
や
円
珍
の
将
来
目
録
に
は
、
両
者
重
複
す
る
も
の
も
少
な
く
な
い
が
、

密
教
系
の
経
典
が
多
数
に
上
る
。
本
邦
に
お
け
る
密
教
系
の
末
書
が
撰
述
さ
れ

て
い
る
事
実
が
あ
る
の
で
、
密
教
系
経
典
が
読
解
さ
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

以
上
の
知
く
、
平
安
初
期
の
真
言
宗
に
せ
よ
、
天
台
宗
に
せ
よ
、
密
教
系
の

経
典
の
訓
読
が
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
実
例
と
し
て
の

密
教
経
典
の
実
際
の
加
点
資
料
は
、
多
く
伝
え
ら
れ
て
は
い
な
い
の
が
現
実
で

あ
る
。
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そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
本
稿
で
取
り
上
げ
て
言
語
事
象
の
記
述
を
試
み
よ

う
と
す
る
石
山
寺
蔵
金
剛
頂
聡
伽
経
仁
和
二
年
点
本
は
、
平
安
初
期
の
白
点
、
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薄
朱
点
(
第
一
群
点
)
の
加
点
資
料
の
実
物
で
あ
る
と
共
に
、
平
安
後
期
加
点

と
推
定
さ
れ
る
宝
瞳
院
点
の
加
点
が
存
し
て
、
時
代
を
隔
て
た
天
台
宗
の
訓
読

語
の
比
較
が
可
能
で
、
訓
読
語
の
歴
史
的
経
緯
の
解
明
が
可
能
な
貴
重
な
資
料

と
し
て
位
置
づ
け
る
事
が
出
来
る
。

二
、
石
山
寺
蔵
金
剛
頂
聡
伽
経
巻
第
二
・
三
の
史
料
的
価
値
(
二
)

ー
ヲ
コ
ト
点
中
心
の
資
料
の
資
料
性
|

右
に
検
討
し
た
知
く
、
石
山
寺
蔵
金
剛
頂
職
伽
経
仁
和
二
年
点
本
は
、
漢
文

訓
読
語
史
の
叙
述
に
と
っ
て
は
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
事
が
理
解
さ
れ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
訓
点
資
料
と
し
て
の
不
十
分
さ
も
明
確
に
自
覚
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。当
該
資
料
の
加
点
の
様
態
は
、
巻
第
二
の
第
一
群
点
の
白
点
も
、
ま
た
宝
瞳

院
点
の
朱
点
も
、
ヲ
コ
ト
点
主
体
の
加
点
で
あ
る
。
巻
第
三
の
薄
朱
点
も
、
ま

た
、
宝
瞳
院
点
も
同
様
に
、
ヲ
コ
ト
点
主
体
の
加
点
資
料
で
あ
る
。
朗
寵
に
よ

る
墨
の
仮
名
点
は
、
両
巻
を
合
わ
せ
て
も
数
条
に
過
ぎ
な
い
。
平
安
時
代
初
期

の
密
教
の
経
の
加
点
資
料
と
し
て
、
非
常
に
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
位
置
づ
け

ら
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
片
仮
名
の
加
点
の
用
例
が
多
〈
は
拾
え
な
い
。

ヲ
コ
ト
点
の
日
本
語
史
に
お
け
る
価
値
は
、
例
え
ば
、
訓
点
資
料
の
資
料
性

の
評
価
と
関
わ
る
部
分
に
お
い
て
存
す
る
事
が
知
ら
れ
て
い
る
。
奥
書
の
存
し

な
い
場
合
も
、
ヲ
コ
ト
点
の
種
類
に
よ
る
共
時
的
な
言
語
集
団
の
推
定
が
な
さ

れ
、
ま
た
、
通
時
的
な
ヲ
コ
ト
点
の
発
生
と
伝
承
が
描
か
れ
て
来
て
い
る
事
に

よ
っ
て
資
料
の
年
代
判
定
に
も
資
す
る
部
分
が
あ
る
。

し
か
し
、
か
か
る
有
益
な
面
が
あ
る
一
方
で
、
訓
点
資
料
の
具
体
的
な
訓
読

語
・
一
訓
読
語
形
を
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
時
、
資
料
的
価
値
に
心
許
な
さ
も
存

す
る
。
訓
点
資
料
に
使
わ
れ
る
文
字
・
符
号
の
内
、
仮
名
|
多
く
が
、
片
仮
名

に
よ
る
加
点
|
の
場
合
は
、
基
本
的
に
は
、
一
字
(
字
母
〔
万
葉
仮
名
〕
に
遡
っ

て
)
は
一
音
節
に
対
応
し
た
、
一
対
一
の
対
応
関
係
を
時
代
の
共
時
態
に
亙
っ

て
持
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
語
葉
論
や
音
韻
、
語
法
等
の
考
察
に
は
、
訓
読
語

の
語
形
の
決
定
に
関
わ
っ
て
、
重
要
な
拠
り
所
と
な
る
。
一
方
、
ヲ
コ
ト
点
の

場
合
は
、
そ
の
符
号
に
対
応
し
た
音
節
が
、
何
で
あ
っ
た
の
か
が
、
共
時
的
に

不
確
定
で
あ
る
こ
と
が
否
め
な
い
。
中
田
祝
夫
博
士
は
、
ヲ
コ
ト
点
を
八
群
に

分
か
た
れ
た
が
、
そ
の
八
群
の
ヲ
コ
ト
点
に
お
い
て
、
星
点
の
体
系
が
異
な
る
。

同
じ
時
代
で
も
共
時
的
な
言
語
集
団
の
違
い
に
よ
っ
て
、
壷
の
同
一
の
位
置
に

付
さ
れ
た
星
点
の
担
う
音
節
が
異
な
る
。
即
ち
、
星
点
の
壷
に
お
け
る
位
置
的

な
示
差
が
、
言
語
集
団
集
団
に
よ
っ
て
、
別
体
系
を
形
作
る
。
そ
の
体
系
は
、

研
究
の
現
状
に
お
い
て
は
、
先
ず
、
研
究
者
に
よ
っ
て
帰
納
さ
れ
、
一
資
料
に

お
け
る
ヲ
コ
ト
点
の
全
体
系
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
帰
納
さ
れ

た
ヲ
コ
ト
点
の
そ
れ
ぞ
れ
の
符
号
が
担
う
音
節
が
、
当
時
の
該
当
資
料
に
加
点

し
た
言
語
主
体
の
言
語
認
識
を
そ
の
ま
ま
正
確
に
表
し
た
物
で
あ
る
の
か
否
か

が
、
問
題
と
な
る
。
即
ち
、
加
点
者
の
ヲ
コ
ト
点
の
認
識
を
、
現
代
の
研
究
者

の
帰
納
が
、
明
確
に
指
し
示
し
た
物
で
あ
る
と
い
う
客
観
的
保
証
が
必
要
と
な

る
の
で
あ
る
。
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星
点
の
体
系
は
、
八
群
と
も
比
較
的
単
純
な
構
造
で
、
用
例
も
多
い
た
め
、

帰
納
さ
れ
て
充
て
ら
れ
る
音
節
の
蓋
然
性
は
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ

れ
で
も
、
一
星
点
に
二
音
節
以
上
に
該
当
す
る
ヲ
コ
ト
点
種
も
あ
る
。
線
点
や

鈎
点
、
あ
る
い
は
、
画
数
も
二
画
以
上
に
な
る
符
号
に
お
い
て
は
、
該
当
す
る
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音
節
(
語
形
)
の
認
定
が
容
易
で
は
な
い
。
こ
の
研
究
者
の
帰
納
を
、
当
時
の

言
語
実
態
と
し
て
よ
り
客
観
的
に
支
え
る
の
は
、
古
聖
教
に
残
さ
れ
た
点
図
や
、

各
種
の
ヲ
コ
ト
点
図
を
集
成
し
た
点
図
集
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
問
題
は
、
古
く

よ
り
意
識
さ
れ
て
い
て
、
古
点
図
集
の
研
究
、
点
図
集
の
対
校
や
校
訂
の
作
業

が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。

築
島
裕
博
士
は
、
中
田
祝
夫
博
士
の
八
分
類
を
更
に
進
め
ら
れ
て
、
未
発
見

で
あ
っ
た
ヲ
コ
ト
点
種
を
発
見
さ
れ
、
ま
た
、
特
殊
点
と
い
う
分
類
範
鴎
を
た

て
ら
れ
て
、
甲
類
と
乙
類
の
下
位
分
類
を
さ
れ
た
。
こ
こ
に
、
言
語
資
料
と
し

て
の
ヲ
コ
ト
点
が
問
題
と
な
る
の
は
、
築
島
博
士
が
、
訓
点
資
料
の
博
捜
を
基

に
、
多
く
の
点
図
集
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
ヲ
コ
ト
点
を
使
っ
た
資
料
を
見
出

さ
れ
た
こ
と
で
、
特
殊
点
は
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
が
、
八
群
|
実
際
に
は
内
、

六
群
|
の
ヲ
コ
ト
点
も
、
点
図
集
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
体
系
の
ヲ
コ
ト
点
は
、

少
な
か
ら
ず
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
資
料
が
問
題
と
な
る
。
即
ち
、

こ
れ
ら
の
ヲ
コ
ト
点
資
料
の
ヲ
コ
ト
点
は
、
現
状
と
し
て
は
、
研
究
者
の
帰
納

に
よ
る
し
か
無
く
、
調
わ
ば
、
現
代
研
究
者
の
主
観
性
や
解
釈
が
入
る
の
を
完

全
に
は
排
除
で
き
な
い
。
学
史
的
に
、
古
く
は
、
特
に
、
平
安
初
期
の
資
料
の

訓
読
文
に
つ
い
て
、
複
数
の
訓
読
文
が
公
に
さ
れ
て
、
各
者
各
様
に
異
同
が
存

し
、
所
謂
、
異
な
っ
た
訓
読
文
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
批
判
の
対
象
に
も
さ

れ
た
が
、
こ
の
批
判
は
、
極
め
て
後
ろ
向
き
な
研
究
態
度
と
し
か
言
い
よ
う
が

な
く
、
以
上
の
様
な
実
情
に
鑑
み
れ
ば
、
現
代
に
お
い
て
の
訓
読
文
聞
の
異
同

の
存
在
は
、
当
然
と
一
言
ヲ
へ
ば
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
て
、
か
か
る
学
問
的
認

識
を
持
っ
て
、
訓
読
文
と
言
う
形
で
公
に
さ
れ
た
日
本
語
資
料
と
接
す
べ
き
で

あ
る
。
即
ち
、
訓
読
文
作
成
の
立
脚
点
に
お
い
て
既
に
、
点
図
集
所
載
の
ヲ
コ

ト
点
類
と
は
、
そ
の
訓
読
文
の
基
礎
を
支
え
る
も
の
が
希
薄
な
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
事
を
殊
更
に
取
り
上
げ
て
、
論
難
す
べ
き
こ
と
で
も
な
い
こ
と
は
、
至
極

当
然
の
こ
と
と
し
て
認
識
し
、
そ
の
見
地
か
ら
、
日
本
語
資
料
と
し
て
使
用
す

れ
ば
良
い
だ
け
の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
更
に
、
賛
言
を
添
え
れ
ば
、
利
用

す
る
側
は
、
確
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
レ
ベ
ル
の
も
の
と
、
些
か
、
篇
賭

さ
れ
る
例
と
を
峻
別
し
て
、
利
用
す
れ
ば
よ
い
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

同
一
資
料
内
の
言
語
情
報
と
し
て
、
そ
の
価
値
は
、
仮
名
点
に
お
い
て
高
〈
、

こ
れ
に
比
較
す
れ
ば
、
ヲ
コ
ト
点
の
、
言
語
情
報
と
し
て
の
信
頼
性
は
低
い
と

論
断
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
に
取
り
上
げ
る
石
山
寺
蔵
金
剛
頂
聡
伽
経
仁
和

二
年
点
本
は
、
点
図
集
に
は
登
載
の
な
い
第
一
群
点
に
よ
る
ヲ
コ
ト
点
主
体
の

資
料
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
本
資
料
の
言
語
資
料
と
し
て
の
信
頼
性
に
つ
い
て
の

資
料
的
弱
点
が
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
第
一
節
に
も
述
べ
た
知
く
、
本
資
料
に

か
わ
る
平
安
初
期
の
、
し
か
も
、
加
点
年
代
の
明
確
な
密
教
経
関
係
の
資
料
は

他
に
な
く
γ

他
に
代
え
が
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
右
の
、
ヲ
コ
ト
点
と
い
う
符

号
の
言
語
資
料
と
し
て
の
信
頼
性
の
低
さ
を
、
念
頭
に
置
け
ば
、
本
稿
自
体
が
、

必
然
的
に
所
詮
、
極
め
て
脆
弱
な
基
盤
に
立
っ
た
論
で
あ
る
と
認
識
・
評
価
せ

ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
ま
ず
こ
こ
に
告
白
し
て
置
く
。
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三
、
石
山
寺
蔵
金
剛
頂
瑞
伽
経
仁
和
二
年
点
の
訓
読
語

ー
平
安
初
期
語
法
を
中
心
に
|

次
に
は
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
、
注
目
さ
れ
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
訓
読

語
の
内
、
仁
和
二
年
点
の
助
詞
、
読
添
語
を
中
心
に
記
述
を
行
っ
て
お
く
。

第
一
節
に
記
述
し
た
如
く
、
仁
和
二
年
点
に
は
、
星
点
・
左
中
央
に
「
い
」
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の
音
節
が
現
れ
る
。
こ
の
ヲ
コ
ト
点
「
い
」
は
、

ー
、
爾
(
の
)
時
(
に
)
耽
首
掲
磨
大
菩
薩
の
身
川
[
従
]
世
尊
の
心
よ
り

下
(
り
)
て
(
巻
第
二
・
仁
和
二
年
点
)

2
、
願
(
は
く
)
は
大
乗
を
現
謹
(
し
)
た
ま
へ
た
る
い
遍
し
て
大
理
趣
を

流
へ
た
る
に
。
我
等
汝
尊
を
請
(
し
)
た
て
ま
つ
る
。
(
巻
第
二
・
仁
和

二
年
点
)

3
、
金
剛
形
住
蔵
川
[
於
]
心
(
の
)
中
(
に
)
観
(
す
)
嘗
(
し
)
(
巻

第
三
・
仁
和
二
年
薄
朱
点
)

4
、
不
動
悌
い
地
(
に
)
鯛
(
せ
よ
)
(
巻
第
三
・
仁
和
二
年
薄
朱
点
)

な
ど
と
現
れ
る
。
こ
の
副
助
調
「
い
」
は
、
古
代
の
助
詞
と
も
称
さ
れ
る
も
の

で
、
平
安
中
期
以
降
に
は
、
特
定
の
訓
点
資
料
を
除
い
て
、
そ
の
使
用
は
衰
退

す
る
と
説
か
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
仁
和
二
年
点
に
は
そ
の
助
詞
「
い
」
が

出
現
す
る
。
第
一
節
に
帰
納
し
た
ヲ
コ
ト
点
の
星
点
の
配
列
は
、
外
周
と
中
央

は
、
西
墓
点
と
等
し
く
、
左
辺
中
央
の
星
点
は
、
副
助
調
「
い
」
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
。

平
安
初
期
に
は
、
一
般
に
、
「
者
」
字
を
、
事
物
の
用
字
と
人
物
の
用
字
と
で
、

「
モ
ノ
」
と
「
ヒ
ト
」
と
の
読
み
分
け
る
と
説
か
れ
る
。
当
該
仁
和
二
年
点
に
は
、

5
、
奇
(
き
)
哉
精
進
の
甲
、
我
固
(
き
)
に
は
堅
固
の
都
な
り

(
巻
第
二
・
仁
和
二
年
点
)

b
tレ
K

L

6
、
諸
の
縛
脱
た
る
者
を
有
情
の
利
の
故
に
縛
宣
せ
令
む
。

(
巻
第
二
・
仁
和
二
年
点
)

ヲ
コ
ト
点
に
従
っ
て
掲
げ
た
例
で
あ
る
が
、
例
6
に
は
、
こ
の
右
辺
中
央
の
「
人
」

の
ヲ
コ
ト
点
と
は
別
に
、
右
辺
裾
に
「
と
」
の
加
点
が
あ
っ
て
、
「
ヒ
ト
」
の

第
二
音
節
に
相
当
す
る
も
の
と
認
定
さ
れ
る
。
先
の
ヲ
コ
ト
点
の
帰
納
に
お
い

て
壷
右
辺
中
央
の
「
人
」
を
、
「
ひ
と
」
と
帰
納
し
た
が
、
更
に
こ
の
例
に
依
っ

て
、
「
者
」
字
に
「
ヒ
ト
」
訓
を
与
え
た
蓋
然
性
が
高
ま
ろ
う
。

以
上
の
例
は
、
従
来
、
平
安
初
期
の
訓
点
資
料
に
は
現
れ
る
例
で
あ
っ
て
、

平
安
時
代
も
後
半
期
に
な
る
と
用
例
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
「
者
」

な
ど
は
、
・
「
モ
ノ
」
訓
が
普
通
と
な
る
事
象
で
あ
っ
て
、
巻
第
二
の
白
点
、
巻

第
三
の
薄
朱
点
が
、
平
安
初
期
の
訓
点
で
あ
る
事
を
裏
付
け
る
。
ま
た
、
同
資

料
中
の
平
安
後
期
宝
瞳
院
点
の
訓
読
は
、
「
者
」
字
に
、
「
モ
ノ
」
訓
を
与
え
て

い
る
。金
剛
頂
聡
伽
経
仁
和
二
年
点
に
お
い
て
は
、
一
方
で
、
従
来
、
平
安
中
期
訓

点
資
料
に
な
っ
て
出
現
す
る
事
象
で
あ
る
と
説
か
れ
て
き
た
例
が
、
既
に
仁
和

二
年
点
に
出
現
す
る
例
が
あ
る
。

7
、
金
剛
眼
と
滞
と
静
は
元
量
書
の
輪
壇
に
せ
よ
。
(
巻
第
二
・
仁
和
二
年
点
)

孤
例
で
あ
る
が
、
当
該
資
料
に
は
多
く
な
い
片
仮
名
点
で
記
さ
れ
た
例
で
、
副

助
調
「
ラ
」
が
出
現
す
る
。
従
来
説
か
れ
て
来
た
の
は
、
京
都
大
学
図
書
館
蔵

蘇
悉
地
掲
羅
経
延
喜
九
年
(
九

O
九
)
点
が
最
古
の
例
で
、
こ
れ
よ
り
遡
っ
た

例
と
な
る
。
京
都
大
学
図
書
館
蔵
蘇
悉
地
掲
羅
経
に
は
、
延
喜
九
年
の
西
墓
点

の
加
点
が
あ
っ
て
、
当
該
資
料
と
同
系
統
の
資
料
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

次
節
以
降
に
は
、
仁
和
二
年
点
の
助
字
と
再
読
字
の
記
述
を
行
い
、
更
に
、

平
安
後
期
宝
瞳
院
点
の
訓
読
法
に
つ
い
て
も
記
述
す
る
こ
と
と
す
る
。
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ま
ず
、
当
該
資
料
中
に
現
れ
る
助
字
の
訓
読
法
に
つ
い
て
、
記
述
を
行
っ
て

み
る
。最
初
に
、
「
従
」
字
の
訓
読
法
に
焦
点
を
当
て
る
。
当
該
資
料
に
お
い
て
「
従
」

字
は
、
仁
和
二
年
点
、
平
安
後
期
点
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
訓
読
さ
れ
る
。

8
、
爾
(
の
)
時
(
に
)
耽
首
掲
磨
大
菩
薩
の
身
い
[
倒
]
世
尊
の
心
よ
り
下
(
り
)

て
一
切
知
来
の
前
の
月
輪
主
に
依
(
り
)
て
(
巻
第
二
・
仁
和
二
年
点
)

9
、
爾
(
の
)
時
(
に
)
耽
首
掲
磨
大
菩
薩
の
身
世
尊
の
心
剖
綱
引
可
下
(
り
)

て
一
切
知
来
の
前
の
月
輪
主
に
依
(
り
)
(
巻
第
二
・
平
安
後
期
点
〈
右

と
同
一
箇
所
〉
)

用
例
8
の
平
安
初
期
仁
和
二
年
点
で
は
、
「
従
」
字
は
不
読
と
さ
れ
、
格
助
調
「
ヨ

リ
」
は
、
漢
文
の
構
文
に
お
い
て
、
下
接
し
た
語
句
に
読
添
え
ら
れ
る
。
一
方
、

時
代
が
降
つ
て
の
平
安
後
期
点
で
は
、
例
9
の
よ
う
に
「
従
」
字
を
直
読
し
、
「
ヨ

リ
」
訓
を
与
え
て
訓
読
し
て
い
る
。
持
に
、
巻
第
二
に
お
い
て
「
従
」
字
は
、
屡
々

出
現
す
る
が
、
仁
和
二
年
点
で
は
、
下
接
語
句
に
「
ヨ
リ
」
訓
が
添
え
ら
れ
る

場
合
、
不
読
と
し
て
例
外
が
な
い
。
一
方
、
平
安
後
期
点
に
お
い
て
は
、
用
例

9
の
知
く
、
「
従
」
字
の
「
ヨ
リ
」
直
読
例
が
頻
出
す
る
。

仁
和
二
年
点
に
お
い
て
「
従
」
字
が
直
読
さ
れ
て
、
「
シ
タ
ガ
フ
」
訓
が
与

え
ら
れ
た
以
下
の
様
な
訓
読
法
も
確
認
さ
れ
る
。

印
、
一
切
知
来
心
室
に
倒
討
寸
て
纏
(
に
)
出
(
て
)
己
(
る
)
に
(
巻

第
二
・
仁
和
二
年
点
)

町
ド
1
1
1
1
1
1
1
1
1
E

日
、
彼
(
の
)
一
切
(
の
)
花
供
養
(
の
)
巌
飾
這
}
に
従
(
ひ
)
て
一
切

世
界
(
の
)
微
塵
等
の
如
来
の
身
重
を
出
し
て
(
巻
第
二
・
平
安
後
期
点
)

と
し
た
例
が
認
め
ら
れ
る
。
用
例
叩
の
仁
和
二
年
点
は
、
「
従
」
字
を
直
読
し
て
、

「
シ
タ
ガ
フ
」
訓
を
与
え
て
い
る
。
平
安
後
期
点
の
用
例
日
で
も
、
「
従
」
字
を

直
読
し
て
、
「
シ
タ
ガ
フ
」
訓
が
充
当
さ
れ
た
も
の
と
思
し
い
。

「
従
」
字
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
例
も
認
め
ら
れ
る
。

ロ
、
[
倒
]
彼
の
金
剛
甲
胃
(
の
)
形
判
別
一
切
世
界
の
微
塵
等
(
の
)
如

来
身
を
出
(
た
)
す
(
巻
第
二
・
仁
和
二
年
点
)

目
、
彼
(
の
)
金
剛
甲
胃
(
の
)
形
」
割
倒
」
引
寸
[
ィ
、
[
倒
]
彼
(
の
)

金
剛
甲
胃
(
の
)
形
を
]
一
切
世
界
の
微
塵
等
の
知
来
の
身
を
出
(
た
し
)

た
ま
ふ
。
(
巻
第
二
・
平
安
後
期
点
〈
右
と
同
一
箇
所
〉
)

用
例
ロ
の
仁
和
二
年
点
は
、
先
掲
例
8
と
同
様
、
不
読
の
訓
法
を
採
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
用
例
目
の
平
安
後
期
の
朱
宝
瞳
院
点
で
は
、
該
当
箇
所
に
異
読
が

併
存
す
る
例
と
認
め
ら
れ
て
、
漢
文
本
文
「
倒
彼
金
剛
甲
胃
矧
出
一
切
世
界
微

塵
等
知
来
身
」
の
「
形
」
字
に
は
、
ヲ
コ
ト
点
星
点
の
「
を
」
と
返
点
の
二
種

の
加
点
が
存
す
る
が
、
こ
の
二
点
を
矛
盾
無
〈
訓
読
す
る
に
は
、
異
訓
の
併
記

例
で
あ
る
と
解
釈
す
る
の
が
最
も
合
理
的
で
あ
る
。
即
ち
、
平
安
後
期
点
に
お

い
て
は
、
「
従
」
字
の
助
詞
「
ヨ
リ
」
の
直
読
例
と
、
「
従
」
字
の
不
読
例
と
が

併
存
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
後
者
の
場
合
は
、
「
従
」
字
を
不
読
字
と
し

た
訓
読
法
で
、
訓
読
の
状
況
は
全
同
で
は
な
い
が
、
平
安
初
期
の
仁
和
二
年
点

の
知
く
、
「
従
」
字
を
不
読
と
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
判
断
す
る
。

漢
文
の
構
文
で
下
接
語
句
に
「
ヨ
リ
」
が
読
添
え
ら
れ
る
「
従
」
字
の
訓
読

に
つ
い
て
整
理
す
れ
ば
、
平
安
初
期
の
仁
和
二
年
白
点
で
は
、
「
従
」
字
は
、

不
読
と
し
て
例
外
が
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
平
安
後
期
点
で
は
、
「
従
」
字
を
「
ヨ

リ
」
と
直
読
し
た
例
が
頻
出
す
る
の
で
、
平
安
初
期
不
読
↓
平
安
後
期
直
読
と

し
た
、
従
来
か
ら
説
か
れ
た
方
向
で
の
変
化
が
認
め
ら
れ
る
事
象
と
し
て
記
述
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す
る
こ
と
が
出
来
る
。

し
か
し
、
こ
の
纏
め
で
万
全
の
変
化
の
状
況
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
か
と

言
え
ば
、
不
十
分
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
よ
う
。
即
ち
、
平
安
後
期
訓
読
の
実
態

は
、
右
の
知
く
助
詞
「
ヨ
リ
」
を
直
読
し
た
例
が
確
か
に
圧
倒
的
で
は
あ
る
が
、

動
詞
「
シ
タ
ガ
フ
」
訓
を
充
当
し
た
も
の
、
ま
た
、
孤
例
で
は
あ
る
が
平
安
初

期
点
に
通
ず
る
「
従
」
字
不
読
の
例
が
存
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

H

大
き
な
視

点
か
ら
の
傾
向
と
し
て
の
歴
史
の
鳥
眼
的
把
握
l
日
本
語
の
歴
史
の
方
向
性
の

イ
メ
ー
ジ

l
H
と
言
う
大
義
か
ら
す
れ
ば
、
右
の
平
安
後
期
点
に
お
け
る
不
読

例
は
、
孤
例
で
用
例
数
寡
少
な
る
が
故
に
、
例
外
と
し
て
切
り
捨
て
ら
れ
か
ね

な
い
が
、
切
り
捨
て
て
し
ま
っ
て
良
い
ほ
ど
に
小
さ
な
問
題
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

烏
眼
的
と
も
言
う
べ
き
言
語
変
化
の
歴
史
の
大
括
り
な
概
括
で
は
、
「
平
安

初
期
の
訓
読
語
(
ま
た
は
、
訓
読
法
)
は
、
当
時
の
日
本
語
と
し
て
自
然
で
あ

る
語
法
・
表
現
等
を
採
用
す
る
。
例
え
ば
、
平
安
初
期
の
訓
読
法
は
、
文
末
に

お
い
て
の
表
現
が
多
様
・
多
彩
で
、
訓
読
語
表
現
と
し
て
の
表
現
性
が
、
平
安

中
期
以
降
の
訓
読
語
に
比
べ
て
高
い
」
と
か
、
「
平
安
初
期
の
訓
読
は
、
特
定

の
一
漢
字
に
対
し
て
の
対
応
和
訓
は
、
複
数
の
も
の
が
存
し
て
、
そ
れ
を
文
脈

に
よ
っ
て
使
い
分
け
、
日
本
語
と
し
て
自
然
な
表
現
を
採
る
べ
く
運
用
さ
れ
る

が
、
平
安
中
期
以
降
の
訓
読
語
に
お
い
て
は
、
特
定
の
一
漢
字
に
対
し
て
和
訓

が
限
定
さ
れ
固
定
し
て
、
平
安
初
期
の
表
現
性
に
比
べ
れ
ば
、
表
現
の
幅
が
狭

〈
な
り
、
画
一
化
し
て
い
く
」
な
ど
と
纏
め
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

確
か
に
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
こ
と
は
否
定
は
し
な
い
し
、
そ
れ
で
説

明
の
出
来
る
言
語
事
象
も
多
い
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
訓
読
語
の
全
て
を
か
か

る
歴
史
的
変
化
の
イ
メ
ー
ジ
で
包
括
的
に
捉
え
切
れ
る
か
と
言
え
ば
、
本
稿
に

掲
げ
た
よ
う
な
例
外
と
言
う
べ
き
事
象
が
、
存
在
す
る
可
能
性
を
認
め
ね
ば
な

ら
な
い
。
孤
例
で
あ
る
の
で
、
確
例
の
採
取
を
第
一
の
課
題
と
し
て
後
に
委
ね

ね
ば
な
ら
な
い
が
、
今
後
の
研
究
の
進
展
の
方
向
と
し
て
は
、
一
方
的
な
流
れ

の
み
で
は
な
く
、
右
の
概
括
的
な
把
握
に
相
矛
盾
す
る
、
例
外
と
し
て
切
り
捨

て
ら
れ
て
き
た
言
語
事
象
の
存
在
を
掬
い
上
げ
、
こ
れ
を
訓
読
語
の
歴
史
の
中

で
正
統
に
位
置
づ
け
、
立
体
的
な
訓
読
の
場
の
言
語
表
現
の
歴
史
を
再
度
組
立

て
直
す
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
か
か
る
視
点
か
ら
の

研
究
の
果
た
す
と
こ
ろ
は
、
言
語
生
活
史
の
叙
述
の
組
立
て
直
し
に
他
な
ら
な

B
V
 次
に
、
「
而
」
字
を
取
り
上
げ
て
み
る
。
仁
和
二
年
点
に
お
い
て
は
、
「
而
」
字
は
、

不
読
と
さ
れ
た
と
思
し
い
例
が
移
し
い
。

リ
円
、
世
尊
不
空
成
就
如
来
の
左
遁
の
月
輪
主
に
依
(
り
)
て
[
耐
]
住

し
て
此
の
温
陀
南
を
説
か
く
(
巻
第
二
・
仁
和
二
年
点
)

の
如
く
、
加
点
が
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
が
、

日
、
世
尊
金
剛
摩
尼
峯
棲
閣
の
金
剛
門
の
中
の
月
輪
主
に
依
(
り
)
て
耐

A
U吋

て
住
し
て
(
巻
第
二
・
仁
和
二
年
点
)

の
知
く
、
接
続
助
調
「
て
」
を
「
依
」
字
に
読
み
添
え
て
い
る
か
ら
、
「
而
」
字
は
、

接
続
詞
「
シ
カ
ウ
シ
テ
」
に
読
ん
だ
と
思
し
き
例
が
例
外
的
に
存
す
る
。
ま
た
、

1
w
r
 

m、
四
の
線
を
(
し
)
市
交
絡
し
縞
綜
と
量
と
花
巌
せ
よ
。
(
巻
第
二
・

仁
和
二
年
点
)

と
し
た
例
が
あ
っ
て
、
「
而
」
字
は
「
て
」
と
直
読
さ
れ
た
と
思
し
い
が
、
用

例
は
多
く
な
い
。
つ
ま
り
、
仁
和
二
年
点
に
お
い
て
は
、
「
而
」
字
は
不
読
が

主
で
、
績
に
接
続
詞
・
接
続
助
調
直
読
訓
が
認
め
ら
れ
る
。
一
方
、
平
安
後
期
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点
で
は
、
口
、
世
尊
金
剛
摩
尼
峯
棲
閣
の
閣
の
左
の
遣
の
月
輪
{
返
}
(
に
)
依
(
り
)
て
[
而
]

住
(
し
)
ぬ
。
(
巻
第
二
・
平
安
後
期
点
)

と
し
た
、
仁
和
二
年
点
と
同
様
の
不
読
例
が
認
め
ら
れ
る
。
巻
第
三
(
仁
和
二

年
と
推
定
し
た
薄
朱
の
訓
点
の
密
度
が
低
く
、
仁
和
二
年
の
用
例
と
し
て
の
確

例
が
、
多
く
は
拾
え
な
い
が
、
平
安
後
期
の
宝
瞳
院
点
は
、
ヲ
コ
ト
点
が
中
心

で
あ
る
が
全
巻
に
亙
っ
て
加
点
さ
れ
て
い
て
平
安
後
期
の
用
例
と
し
て
確
認
す

る
こ
と
が
出
来
る
)
に
も
、
不
読
例
が
散
見
さ
れ
る
。
仁
和
二
年
点
に
も
認
め

ら
れ
る
例
と
し
て
は
、

問
、
世
尊
不
動
如
来
の
憂
茶
羅
ノ
左
の
遁
の
月
輪
主
に
依
(
り
)
肺
住
す
。

(
巻
第
二
・
平
安
後
期
点
)

問
、
世
尊
金
剛
摩
尼
峯
棲
閣
の
費
眉
間
の
月
輪
憲
(
に
)
依
(
り
て
)
耐
l

u苅
[
ィ
、
耐
叫
]
住
し
て
(
巻
第
二
・
平
安
後
期
点
)

な
ど
、
接
続
助
詞
「
テ
」
や
接
続
調
「
シ
カ
ウ
シ
テ
」
の
用
例
も
確
認
さ
れ
る
。

仁
和
二
年
点
に
お
い
て
は
確
認
さ
れ
な
い
接
続
詞
「
シ
カ
モ
」
の
例
も
存
し
て
、

初
、
世
尊
不
空
成
就
如
来
の
左
遁
の
月
輪
車
(
に
)
依
(
り
て
)
耐
叫
住
(
し
)

ぬ
。
此
(
の
)
温
陀
南
(
を
)
説
(
か
く
)
。
(
巻
第
二
・
平
安
後
期
点
〈
用

例
7
と
同
一
箇
所
〉
)

用
例
印
の
異
読
例
な
ど
に
も
認
め
ら
れ
る
。

右
に
掲
げ
た
「
而
」
字
の
用
例
は
、
用
倒
防
を
除
い
て
皆
、
同
様
の
構
文
で

あ
る
が
、
「
而
」
字
の
訓
読
に
は
変
化
が
認
め
ら
れ
、
平
安
後
期
点
に
お
い
て

表
現
の
幅
が
増
す
。
仁
和
二
年
点
と
平
安
後
期
宝
瞳
院
点
の
訓
読
語
の
違
い
は
、

語
種
の
問
題
と
し
て
は
、
平
安
後
期
点
に
は
、
仁
和
二
年
点
に
現
れ
な
い
「
シ

カ
モ
」
訓
が
確
認
さ
れ
る
。
む
し
ろ
、
量
的
な
傾
向
と
し
て
、
仁
和
二
年
点

に
は
不
読
例
が
圧
倒
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
平
安
後
期
点
も
不
読
例
が
存
す

る
も
の
の
、
「
而
」
宇
に
加
点
さ
れ
た
例
が
大
半
を
占
め
る
の
で
あ
っ
て
、
こ

の
点
に
、
通
時
的
な
差
を
認
め
得
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
も
注
意
す
べ
き
は
、
平

安
初
期
の
訓
読
法
は
全
て
、
平
安
後
期
の
訓
読
法
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
含
ま

れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
平
安
後
期
に
お
い
て
の
方
が
、
用

法
は
豊
富
で
あ
る
。
か
か
る
変
化
は
、
時
代
の
流
れ
と
さ
れ
て
き
た
訓
読
語
の

画
一
化
、
単
純
化
で
は
、
説
明
し
き
れ
な
い
事
柄
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
語
や

文
の
接
続
関
係
を
明
示
す
る
機
能
を
持
っ
た
語
が
顕
現
し
て
い
る
事
と
捉
え
れ

ば
、
文
章
表
現
は
、
論
理
的
な
方
向
性
を
強
め
て
い
る
と
認
め
る
こ
と
が
可
能

で
あ
ろ
う
。

-10 -

「
而
」
字
の
訓
読
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
金
剛
頂
聡
伽
経
の
漢
文

脈
の
性
格
に
拠
っ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
が
、
逆
接
の
接
続
詞
は
出
現
し
て
い

な
い
。
こ
の
点
も
、
後
節
に
触
れ
る
が
、
訓
読
語
の
使
用
を
予
め
制
限
す
る
原

漢
文
の
あ
り
ょ
う
を
考
慮
し
て
記
述
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

以
下
、
助
字
に
関
す
る
記
述
を
更
に
重
ね
る
。
続
い
て
、
「
則
」
字
を
取
り

上
げ
て
み
る
。
当
該
資
料
に
お
い
て
、
「
則
」
字
は
、
以
下
の
よ
う
に
訓
読
さ

れ
る
。
ヲ
コ
ト
点
に
よ
っ
て
で
は
あ
る
が
、
以
下
の
確
例
が
拾
わ
れ
る
。
文
中

に
使
用
さ
れ
た
例
で
、

む
{
す
V

引
、
結
(
返
)
(
ふ
)
に
由
(
り
)
て
集
(
り
)
た
て
ま
つ
り
て
則
叫
喜
(
ひ
)

た
ま
ふ
。
(
巻
第
二
・
仁
和
二
年
点
)

と
あ
っ
て
、
ヲ
コ
ト
点
「
ち
」
の
加
点
が
存
す
る
。
こ
れ
以
外
は
、

辺
、
一
切
虚
空
界
主
に
量
遍
(
し
て
)
則
ベ
引
寸
一
切
知
来
の
掲
磨
界
(
の
)

な
お
、

雑誌掲載版



故
(
に
)
(
巻
第
二
・
仁
和
二
年
点
)

の
如
く
で
あ
っ
て
、
「
則
」
字
に
は
、
一
切
の
加
点
が
な
い
。
平
安
後
期
宝
瞳

院
点
も
、
一
切
加
点
が
存
し
な
い
。
文
中
例
、

お
、
一
切
虚
空
界
き
に
量
り
遍
(
く
)
し
て
則
ベ
引
寸
一
切
畑
来
の
掲
磨

界
の
故
に
(
巻
第
二
・
平
安
後
期
点
〈
右
と
同
一
箇
所
〉
)

文
頭
で
も
、

M
、
則
ベ
引
叶
一
切
知
来
金
問
(
の
)
名
(
を
)
以
て
金
剛
耽
首
霊
と
競
(
け
)

(
巻
第
二
・
仁
和
二
年
点
)

お
、
則
ベ
引
叶
一
切
知
来
金
剛
の
名
主
を
以
(
て
)
金
剛
耽
首
{
返
)
と
競
(
け
)

た
ま
ふ
。
(
巻
第
二
・
平
安
後
期
点
〈
右
と
同
一
箇
所
〉
)

と
訓
読
さ
れ
る
。
こ
の
「
則
」
字
は
、
仁
和
二
年
点
で
は
、
例
引
の
確
例
一
例

が
存
す
る
が
、
巻
第
二
・
巻
第
三
を
通
じ
て
、
平
安
後
期
点
に
は
、
一
切
の
付
訓
・

加
点
が
な
さ
れ
な
い
字
と
扱
わ
れ
て
例
外
が
な
い
。
こ
の
「
則
」
字
の
訓
読
法

を
、
結
論
的
に
は
「
ス
ナ
ハ
チ
」
の
直
読
例
と
措
定
し
た
。
但
し
、
当
該
資
料
は
、

既
に
説
い
た
よ
う
に
ヲ
コ
ト
点
主
体
の
資
料
で
あ
る
。
平
安
後
期
の
宝
瞳
院
点

も
、
こ
れ
に
対
応
す
る
片
仮
名
訓
点
は
、
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
則
」
字

に
つ
い
て
は
、
平
安
後
期
の
宝
瞳
院
点
も
、
ヲ
コ
ト
点
の
加
点
す
ら
な
い
状
況

で
あ
る
。
か
か
る
状
況
を
知
何
に
解
釈
す
る
か
に
は
、
数
通
り
の
解
釈
が
可
能

で
、
些
か
の
主
観
的
な
も
の
が
入
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
予
め
断
っ
て
お
く

が
、
資
料
全
体
を
通
じ
て
仁
和
二
年
点
に
孤
例
で
あ
る
、
ヲ
コ
ト
点
「
ち
」
の

加
点
が
あ
る
こ
と
を
以
て
、
「
則
」
字
直
読
と
し
て
扱
っ
た
。
以
下
は
賛
言
に

属
し
よ
う
が
、
積
極
的
に
不
読
で
あ
る
こ
と
を
示
す
記
号
・
符
号
類
は
一
切
存

し
な
い
。
こ
の
直
読
の
扱
い
に
、
孤
例
の
み
が
直
読
で
あ
っ
て
わ
ざ
わ
ざ
そ
の

事
を
示
す
た
め
の
唯
一
の
加
点
で
あ
る
と
か
等
そ
の
他
、
反
論
は
種
々
予
測
さ

れ
る
所
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
右
に
も
述
べ
た
如
〈
、

仁
和
二
年
点
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
平
安
後
期
点
に
お
い
て
も
、
加
点
上
の
扱

い
は
概
し
て
同
等
で
あ
る
と
言
う
事
実
で
あ
る
。
一
般
に
、
仏
書
に
お
け
る
「
則
」

字
の
直
読
例
は
、
平
安
後
期
の
他
資
料
に
は
、
普
通
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き

る
事
象
で
あ
る
。
消
極
的
に
で
は
あ
る
が
、
平
安
初
期
と
平
安
後
期
の
訓
読
法

が
同
一
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
判
断
す
る
。
因
み
に
、
「
即
」
字
は
、
両

点
と
も
加
点
の
確
例
が
な
い
。

さ
て
、
本
節
で
は
助
字
の
訓
読
法
を
中
心
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
例

え
ば
、
漢
文
に
お
け
る
文
末
の
助
字
は
、
漢
文
の
文
章
表
現
に
お
い
て
モ
ダ
リ

テ
ィ
を
支
配
す
る
場
合
が
多
い
。
そ
の
表
現
の
有
り
様
を
、
日
本
語
表
現
と
し

て
知
何
に
訓
読
す
る
か
と
言
う
課
題
に
対
応
し
て
、
訓
読
語
の
変
化
、
あ
る
い

は
、
幅
が
規
定
さ
れ
よ
う
。
原
漢
文
の
文
末
表
現
の
多
様
さ
に
対
応
し
て
、
訓

読
語
の
表
現
も
多
様
さ
を
見
せ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
金
剛
頂
職
伽
経

の
場
合
の
原
漢
文
に
は
、
出
現
を
見
な
い
文
末
助
字
が
存
し
て
、
他
と
比
較
で

き
な
い
場
合
が
存
す
る
。
例
え
ば
、
大
正
新
惰
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
(
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究
会
(
∞
〉
叶
)
、
宮
召
ミ
N
E
N
R
・
--z-

Z
Z
0・R
お
¥
凶
〉
弓
平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
六
日
現
在
検
索
)
の
「
金
剛

頂
一
切
如
来
員
賓
撮
大
乗
現
謹
大
教
王
経

3
8
m
-
不
空
語
)
」
に
つ
い
て
、

「
也
」
字
の
検
索
を
行
う
と
初
例
の
ヒ
ッ
ト
が
有
る
が
、
司
o
o
g
o
R
に
5
例、

残
り
の
日
例
は
、
い
ず
れ
も
陀
羅
尼
中
の
用
字
で
あ
っ
て
、
そ
も
そ
も
漢
文

本
文
に
は
出
現
し
な
い
。
「
駕
」
「
突
」
は
、
漢
字
自
体
が
存
し
な
い
。
「
乎
」

は
、
司
o
o
g
O
R
に
l
例
の
み
、
「
欺
」
も
出
現
が
な
い
。
「
之
」
は
、
口
例
の

-11ー
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連
体
の
助
字
と
し
て
7
例
、
反
切
の
用
字
と
し
て
I
例、

g
o
z
o
Z
に
I
例
、
文
末
助
字
「
之
」
と
し
て
は
、

2
例
の
ヒ
ッ
ト
が
あ
る
。

石
山
寺
蔵
金
剛
頂
聡
伽
経
巻
第
三
に
存
す
る
も
の
で
、
仁
和
二
年
薄
朱
点
で
は

訓
読
が
確
認
で
き
な
い
が
、
平
安
後
期
宝
瞳
院
点
で
は
、

初
、
係
(
返
}
を
加
(
へ
)
て
用
(
ゐ
)
、
刻
刻
呼
(
ふ
)
躍
し
。

平
安
後
期
点
)

幻
、
彼
(
の
)
所
柴
(
返
}
に
随
(
ひ
)

ヒ
ッ
ト
が
あ
る
が
、

(
巻
第
三
・

「耳」

て
刻
剖
説
(
く
)
臆
(
し
)
。

(
巻
第
三
・
平
安
後
期
点
)

も
文
末
に
は
現
れ
な
い
し
、
「
而
己
」

と
、
共
に
代
名
詞
訓
を
与
え
る
。

の
連
文
な
ど
も
出
現
し
な
い
。

一
般
に
、
顕
教
系
の
資
料
を
中
心
と
し
て
形
作
ら
れ
て
き
た
平
安
初
期
訓
点

資
料
の
文
末
表
現
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
後
世
画
一
化
す
る
文
末
に
対
し
て
、
読
添

語
も
豊
富
で
、
多
彩
で
あ
る
と
説
か
れ
て
き
て
い
る
が
、
本
稿
で
対
象
と
す
る

金
剛
頂
聡
伽
経
で
は
、
そ
も
そ
も
、
右
に
例
示
し
た
知
〈
、
原
漢
文
の
文
末
表

現
が
単
純
で
、
こ
れ
と
対
応
す
る
か
の
如
く
、
平
安
初
期
訓
点
資
料
に
特
徴
的

と
言
わ
れ
る
文
末
表
現
の
豊
か
さ
が
追
認
で
き
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
仁
和

二
年
点
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
時
代
を
隔
て
た
平
安
後
期
点
に
お
い
て
も
、
訓

読
の
質
に
さ
ほ
ど
の
変
化
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

即
ち
、
原
漢
文
の
訓
読
語
表
現
に
対
す
る
支
配
と
い
う
視
点
で
の
検
討
が
、

今
後
必
要
と
さ
れ
よ
う
。

五
、
金
剛
頂
職
伽
経
仁
和
二
年
点
本
の
再
読
字

石
山
寺
蔵
金
剛
頂
職
伽
経
仁
和
二
年
点
本
は
、
巻
第
二
と
第
三
の
二
巻
が
伝

え
ら
れ
て
い
る
が
、
金
剛
頂
聡
伽
経
の
原
漢
文
自
体
が
、
事
相
に
関
す
る
記
事

が
中
心
で
、
方
書
的
で
、
曲
折
の
多
い
文
章
で
は
な
い
こ
と
の
一
端
は
前
節
に

触
れ
た
。
以
下
、
代
表
的
な
、
所
謂
、
再
読
字
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
み
る
。

前
節
に
も
使
っ
た
大
正
新
情
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
「
金
剛
頂
一

切
知
来
員
買
揖
大
乗
現
謹
大
教
王
経

3
8
m
-
不
空
語
)
」
に
つ
い
て
、
所
調
、

代
表
的
な
再
読
字
を
検
索
し
て
み
る
と
、
「
宜
」
字
は
、
検
索
数
は
O
で
あ
る
。

「
将
」
は
、
検
索
数
I
例
で
あ
る
が
、

g
o
g
o
B
に
現
れ
る
。
「
須
」
は
、
検

索
数
2
で
あ
る
が
、
「
須
捕
直
頂
金
剛
摩
尼
買
峯
棲
閣
」
と
「
利
那
擁
噌
須
央
頃
」

と
現
れ
て
、
訓
読
語
の
副
詞
と
か
助
動
詞
が
当
た
る
用
字
で
は
な
い
。
「
且
」
は
、

検
索
数
I
で
、
「
次
官
団
先
以
四
檀
。
」
と
現
れ
る
。
「
未
」
は
二
例
。
「
未
曾
有
」

と
「
未
知
」
と
し
て
現
れ
る
。
「
猶
」
は
、
検
索
数
5
で
あ
る
が
、

2
0
5
0
Z

に
二
例
、
「
銅
如
胡
麻
」
(
一
一
例
)
と
「
倒
如
遍
修
功
用
」
と
あ
っ
て
、
本
文
中

三
例
が
連
文
「
猶
知
」
と
し
て
出
現
す
る
。

「
世
田
」
字
は
、
お
例
が
ヒ
ッ
ト
す
る
。
こ
の
内
の
一
例
は
、
司
o
o
g
o胃
に
現

れ
る
。
訓
読
語
で
は
、
実
動
詞
と
し
て
ニ
格
を
取
る
と
思
わ
れ
る
例
、
「
即
前

金
剛
合
掌
笛
心
以
頂
著
地
」
や
「
先
賞
金
剛
縛
擢
拍
自
心
諦
心
員
言
日
」
の
知

く
の
動
調
と
し
て
の
用
字
が
四
例
が
あ
る
。
「
臆
」
は
、
検
索
数
訂
が
現
れ
る
。

二
例
が
司
。
。
言
。
宮
に
出
現
す
る
。

右
の
検
索
結
果
は
、
不
空
訳
の
「
金
剛
頂
一
切
知
来
員
貫
撮
大
乗
現
誼
大
教

王
経
」
の
用
字
を
視
点
と
し
て
み
る
と
、
漢
文
の
文
体
の
有
り
様
に
関
す
る
問

題
が
存
す
る
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
。
原
漢
文
を
基
に
訓
読
さ
れ
る
訳
で
あ
る
か

ら
、
訓
読
語
の
基
底
的
な
前
提
と
し
て
の
制
約
と
し
て
、
ま
ず
、
漢
文
が
あ
る
。

こ
の
漢
文
の
文
体
(
用
字
)
が
問
題
で
、
「
金
剛
頂
一
切
如
来
員
賞
撮
大
乗
現

っ“'i
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謹
大
教
王
経
」
に
は
、
「
嘗
」
「
臆
」
両
字
は
、
右
に
掲
げ
た
用
例
数
が
使
用
さ

れ
て
い
る
が
、
一
方
、
「
宜
」
「
将
」
「
須
」
「

E
」
「
未
」
「
猶
(
当
該
字
の
再
読

訓
法
の
成
立
は
時
代
が
降
る
と
説
か
れ
て
い
る
)
」
字
に
関
し
て
は
、
殆
ど
出

現
し
な
い
。
こ
れ
ら
出
現
の
多
寡
は
、
再
読
字
の
成
立
事
情
と
し
て
考
え
ら
れ

る
状
況
に
、
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
再
読
字
の
成
立
は
、
平

安
中
期
(
十
世
紀
)
か
ら
で
あ
る
と
説
か
れ
て
き
た
。
そ
も
そ
も
再
読
字
の
成

立
は
、
平
安
初
期
に
お
け
る
「
嘗
」
「
臆
」
や
、
「
将
」
「
未
」
な
ど
が
、
副
詞

訓
か
ま
た
は
、
サ
変
動
調
、
助
動
調
訓
を
与
え
ら
れ
て
、
文
中
で
単
読
さ
れ
て

い
た
も
の
が
、
副
詞
と
文
末
と
の
呼
応
関
係
が
定
型
化
し
た
た
め
、
一
宇
に
対

し
て
の
二
度
読
み
が
定
着
し
た
と
し
た
過
程
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
定
型

化
す
る
た
め
に
は
、
多
出
し
て
、
し
か
も
、
時
間
と
共
に
文
末
の
表
現
が
狭
め

ら
れ
、
形
式
が
単
純
に
成
っ
て
い
く
過
程
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
再
読
字
の
成
立

は
、
本
質
的
に
は
一
字
に
対
し
て
の
加
点
上
の
表
記
の
問
題
|
読
み
下
し
文
を

読
み
上
げ
ら
れ
る
場
合
は
、
再
読
か
否
か
は
、
講
説
な
ど
耳
で
聞
い
て
い
て
は

確
定
で
き
な
い
|
と
、
文
章
と
し
て
の
漢
文
訓
読
表
現
の
文
末
の
単
純
化
の
問

題
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
が
、
再
読
字
に
相
当
す
る
用
字
の
用
例
が
乏
し
い

原
漢
文
に
対
す
る
訓
読
と
言
う
言
語
環
境
下
で
は
、
再
読
は
生
じ
難
い
こ
と
に

な
る
。
即
ち
、
定
型
化
す
る
だ
け
の
使
用
実
例
の
量
が
必
要
と
な
る
事
柄
で
、

「
嘗
」
や
「
謄
」
字
を
措
い
て
、
他
の
宇
に
関
し
て
は
、
不
空
訳
の
「
金
剛
頂

一
切
知
来
員
貫
撮
大
乗
現
誼
大
教
王
経
」
の
知
き
漢
文
体
を
有
す
る
資
料
を
母

体
と
し
て
は
、
再
読
の
訓
読
法
は
生
じ
に
く
い
こ
と
と
な
ろ
う
。

以
下
、
同
様
の
分
析
を
、
二
三
の
密
教
関
係
書
を
取
り
上
げ
て
行
っ
て
み
る
。

同
じ
く
不
空
の
訳
に
か
か
る
事
相
書
で
あ
る
儀
軌
を
取
り
上
げ
て
み
る
。
「
金

剛
頂
蓮
華
部
心
念
諦
儀
軌
」
(
。
∞
斗
ω
・
不
空
語
)
で
は
、
「
首
」
字
は
引
例
存
す
る
。

「
臆
」
は
臼
例
が
ヒ
ッ
ト
す
る
。
一
方
で
、
「
宜
」
は
O
例
、
「
将
」
も
O
例
、
「
且
」

も
O
例
、
「
猶
」
も
用
例
が
ヒ
ッ
ト
し
な
い
。
「
須
」
で
は
、

l
例
の
ヒ
ッ
ト
が

あ
る
が
、
「
次
想
須
嬬
虚
」
と
あ
る
用
例
で
、
副
詞
や
助
動
調
訓
に
当
た
る
も

の
で
は
な
い
。
「
未
」
は

3
例
が
出
現
し
て
、
副
詞
訓
、
あ
る
い
は
、
助
動
詞

訓
の
該
当
用
字
で
あ
る
。

同
じ
く
不
空
の
訳
で
あ
る
「
金
剛
手
光
明
潅
頂
経
最
勝
立
印
聖
無
動
尊
大
威

怒
王
念
諦
儀
軌
」
(
ニ

c
p
不
空
語
)
で
は
、
「
嘗
」
が

5
例
、
「
臆
」
が
8
例
の

ヒ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
「
宜
」
は
O
例
、
「
且
」
も
O
例
、
「
猶
」
に
は
5
例
の
ヒ
ッ

ト
が
あ
る
が
、
内
1
例
は

2
0
5
0
Z
で
、
他
4
例
は
「
水
火
倶
散
開
剰
刺
蓮

華
葉
」
の
如
く
、
「
猶
如
」
と
し
て
現
れ
る
。
「
将
」
は

I
例
が
ヒ
ッ
ト
す
る
が
、
「
亦

皆
能
将
来
」
と
あ
っ
て
、
訓
読
語
で
は
複
合
動
調
訓
が
充
当
さ
れ
る
と
も
理
解

さ
れ
る
。
「
須
」
は
3
例
が
ヒ
ッ
ト
す
る
。

l
例
は
「
便
即
須
割
取
執
之
」
と
あ
っ

て
動
詞
に
前
置
さ
れ
る
が
、
そ
の
他
の
2
例
は
、
「
若
所
須
宮
観
皆
悉
能
成
塀
」

な
ど
と
あ
っ
て
、
動
詞
訓
が
充
当
さ
れ
る
と
思
し
き
用
字
で
あ
る
。
「
未
」
は
、

2
例
の
ヒ
ッ
ト
が
あ
っ
て
、
動
調
に
前
置
さ
れ
る
構
文
で
現
れ
る
。
出
現
す
る

用
例
の
全
体
が
数
量
的
に
多
く
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
「
嘗
」
「
臆
」
字
に
は
、

用
例
が
あ
る
も
の
の
、
「
須
」
「
未
」
に
、
動
詞
に
前
置
し
た
副
調
訓
ま
た
は
助

動
詞
訓
充
当
例
が
績
に
確
認
さ
れ
る
以
外
は
、
漢
文
本
文
に
現
れ
な
い
。

法
全
の
手
に
な
る
「
大
耽
慮
遮
那
成
悌
神
嬰
加
持
経
蓮
華
胎
蔵
悲
生
霊
茶
羅

贋
大
成
就
儀
軌
供
養
方
便
曾
」
(
。
∞
印
N
・
法
全
撰
)
で
は
、
「
首
」
字
は
、
動
調

も
含
む
が
日
例
ヒ
ッ
ト
す
る
。
「
臆
」
も
辺
倒
を
数
え
る
。
ま
た
、
「
未
」
字
は
、

ロ
例
が
出
現
す
る
。
「
猶
」
は
、
お
例
ヒ
ッ
ト
す
る
が
、
内
、
「
猶
如
」
「
猶
若
」

-13 -

雑誌掲載版



と
司
o
o
g
o
Z
を
除
け
ば
、
日
例
存
在
す
る
。
一
方
、
「
宜
」
は
3
例
の
ヒ
ッ
ト

が
あ
る
が
、

I
例
は
、
司
0
0
5
0
5
で
、
の
こ
り
2
例
は
陀
羅
尼
中
の
反
切
上

字
と
し
て
現
れ
る
。
「
将
」
は

2
例
が
ヒ
ッ
ト
す
る
が
、
い
ず
れ
も
「
金
剛
将

菩
陸
」
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
「
須
」
は

2
例
有
っ
て
共
に
「
目
連
創
菩
提
迦

葉
合
利
弗
」
と
し
た
固
有
名
調
中
で
使
わ
れ
る
。
同
じ
く
儀
軌
で
あ
っ
て
も
、

不
空
訳
の
儀
軌
類
と
出
現
状
況
に
差
が
あ
る
が
、
「
宜
」
以
下
の
字
に
つ
い
て
は
、

再
読
構
文
で
の
使
用
が
な
い
。

「
大
耽
慮
遮
那
成
悌
神
嬰
加
持
経
」
(
。
∞
お
・
善
無
畏
一
行
語
)
は
、
善
無

為
、
一
行
訳
の
書
で
あ
る
が
、
こ
の
書
で
は
、
「
嘗
」
が
郷
例
、
「
臆
」
は

m例

ヒ
ッ
ト
す
る
。
「
未
」
字
は
、
辺
倒
の
ヒ
ッ
ト
が
確
認
さ
れ
る
。
「
猶
」
は
臼
例

の
ヒ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
「
猶
如
」
の
出
現
も
少
な
く
な
い
。
「
宜
」
は
全
5
例
が

ヒ
ッ
ト
す
る
が
、

I
例
は
明
。
。
E
o
Z
に
現
れ
、

I
例
は
「
知
是
等
好
相
園
周

諦
分
別
」
の
よ
う
に
「
宜
臆
」
の
文
字
列
で
出
現
す
る
。

l
例
は
、

2
0
5
0
Z

に
対
応
す
る
箇
所
で
「
非
是
所
劃
」
と
あ
る
が
、
連
用
修
飾
を
果
た
し
て
い
る

用
字
で
は
な
い
。
更
に
l
例
は
、
陀
羅
尼
中
に
あ
っ
て
、
割
書
で
反
切
を
表
記

し
た
「
宜
以
反
」
と
現
れ
る
。
残
り
の
3
例
中
2
例
は
「
善
観
時
副
所
賞
作
」

と
あ
り
、

l
例
は
「
依
於
地
分
所
割
慮
」
と
あ
っ
て
、
同
様
で
あ
る
。
即
ち
、

「
宜
」
の
再
読
に
該
当
す
る
用
字
は
な
い
。
「
将
」
は
O
例
、
「
須
」
は
3
例
の
ヒ
ッ

ト
中
2
例
は
「
須
覇
」
、

l
例
は
「
次
説
漫
茶
羅
所
須
次
第
」
と
あ
っ
て
、
動

詞
の
用
字
で
る
と
み
と
め
ら
れ
、
再
読
さ
れ
る
用
字
で
の
使
用
が
な
い
。
「

E
」

は
O
例
で
あ
る
。

同
じ
く
密
教
経
典
で
あ
る
輸
波
迦
羅
訳
の
「
蘇
悉
地
掲
曜
経
」

(gg・
輸
波

迦
羅
語
)
を
例
に
取
れ
ば
、
以
下
の
知
く
で
あ
る
。
「
首
」
字
は
問
例
が
ヒ
ツ

Q
U
 

ト
す
る
。
「
臆
」
宇
は
、
お
例
の
ヒ
ッ
ト
が
あ
る
。
「
将
」
字
は
、
お
例
が
存
し

て
い
る
。
「
須
」
は
淑
例
汁
「
未
」
字
は
引
例
、
「
猶
」
は
巴
例
が
ヒ
ッ
ト
し

て
、
連
用
修
飾
に
立
つ
用
例
が
拾
え
る
。
一
方
、
副
調
訓
が
与
え
ら
れ
る
条
件

に
な
い
、
あ
る
い
は
、
連
用
修
飾
に
立
つ
構
文
が
極
め
て
少
な
い
の
は
、
次
の

二
字
で
あ
る
。
「
宜
」
字
は
凶
例
ヒ
ッ
ト
す
る
が
、
司
8
5
0
Z
に
2
例
、
「
宣
告
田
」

の
連
文
が
3
例
、
反
切
注
の
用
字
が
3
例
で
あ
り
、
残
り
の
用
例
は
、
連
用
修

飾
に
立
つ
例
で
は
な
く
、
述
語
に
相
当
し
て
い
る
と
思
し
い
。
「
且
」
は

4
例

の
ヒ
ッ
ト
中
、

3
例
が
「
国
如
諸
天
之
中
亦
有
貧
者
」
の
用
例
で
、

I
例
の
み

が
「
初
E
諦
其
員
一
言
」
と
あ
っ
て
、
連
用
修
飾
に
立
つ
。

一
行
の
筆
記
に
な
る
「
大
枇
慮
遮
那
成
悌
経
疏
」
(
-
叶
C
0
・
一
行
記
)
の
場
合

Q
d
 

Q
U
 

は
、
「
世
田
」
は
必
例
で
、
「
臆
」
は
O
例
存
す
る
。
こ
の
二
字
に
比
べ
れ
ば
、
用

τ
A

円

t

例
数
は
少
な
い
も
の
の
、
「
宜
」
は
必
例
の
ヒ
ッ
ト
が
あ
り
、
「
将
」
は
鉛
例
、
「
須
」

nu 

は
7
例
、
「
且
」
は
臼
例
、
「
未
」
は
7
例
、
「
猶
」
は
旧
例
の
ヒ
ッ
ト
が
あ
る
。

ー‘

q

u

t

白

右
に
は
、
金
側
頂
聡
伽
経
を
中
心
に
、
数
点
の
密
教
経
典
に
お
け
る
、
所
謂
、

再
読
宇
の
出
現
、
用
字
を
確
認
し
て
き
た
が
、
諸
書
に
お
い
て
の
状
況
は
様
々

で
あ
る
と
結
論
で
き
よ
う
。
傾
向
的
に
は
、
事
相
書
で
あ
る
方
書
の
儀
軌
類
は
、

「
首
」
「
臆
」
字
の
出
現
が
確
認
さ
れ
る
も
の
の
、
取
り
上
げ
た
「
宜
」
「
将
」
「
須
」

「
E
」
「
未
」
「
猶
」
の
出
現
は
稀
で
あ
る
。
や
は
り
方
書
的
側
面
を
持
つ
金
剛

頂
聡
伽
経
、
大
日
経
も
、
通
ず
る
傾
向
が
見
て
取
れ
る
が
、
方
書
的
文
章
を
含

む
蘇
悉
地
渇
羅
経
は
、
こ
れ
と
は
異
な
っ
た
様
相
を
示
し
て
い
る
。

大
日
経
疏
に
お
い
て
は
、
右
に
取
り
上
げ
た
各
字
の
用
例
の
多
寡
は
あ
る
も

の
の
、
連
用
修
飾
の
用
字
が
纏
ま
っ
て
確
認
さ
れ
る
。

以
上
の
記
述
を
通
じ
て
、
密
教
経
典
と
い
う
範
鴎
で
、

4
 

'
i
 

再
読
宇
の
問
題
を
対
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象
に
検
討
を
加
え
よ
う
と
す
る
場
合
、
諸
種
の
問
題
が
浮
か
び
上
が
っ
た
も
の

と
判
断
す
る
。
再
読
字
の
出
現
の
状
況
は
、
ま
ず
、
記
載
さ
れ
た
内
容
に
よ
っ

て
左
右
さ
れ
る
点
が
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
方
書
(
供
養
の
作
法
書
)
で
あ
る

儀
軌
に
は
、
処
方
の
た
め
の
義
務
や
命
令
の
必
然
性
を
指
示
・
表
現
す
る
用
字

と
認
め
ら
れ
る
「
嘗
」
「
臆
」
な
ど
が
多
用
さ
れ
る
の
に
は
、
必
然
性
が
有
る

よ
う
に
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
右
に
加
え
て
、
原
漢
文
の
、
漢
訳
者
の
文
体
的
な
個
性
の
問
題
も
絡

ん
で
こ
よ
う
。
従
来
は
、
こ
う
し
た
原
漢
文
の
用
字
の
問
題
を
措
い
て
論
じ
て

き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
資
料
を
一
つ
の
言
語
事
象
の
完
結
体
と
見
れ
ば
、

資
料
間
に
お
け
る
差
異
を
念
頭
に
置
い
て
言
語
事
象
の
処
理
を
考
え
ね
ば
な
ら

な
い
。
即
ち
、
儀
軌
類
を
取
り
上
げ
て
再
読
字
の
問
題
を
論
じ
よ
う
と
す
る
場

合
、
「
嘗
」
や
「
臆
」
に
つ
い
て
の
用
例
は
、
求
め
や
す
い
故
に
、
論
述
の
対

象
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
一
方
で
、
右
に
取
り
上
げ
た
「
宜
」

以
下
の
諸
字
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
用
例
そ
の
も
の
が
求
め
が
た
い
、
あ
る

い
は
、
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
再
読
の
訓
読
法
が
存
し
た
か
否
か
は
、

不
明
と
し
て
保
留
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
理
屈
と
な
る
。

再
読
字
に
つ
い
て
は
、
反
論
も
あ
る
が
、
平
安
中
期
初
頭
以
降
の
資
料
に
色

濃
く
出
現
す
る
と
認
め
ら
札
引
「
従
来
の
論
述
が
、
平
安
初
期
を
一
共
時
態
と

し
て
扱
い
、
平
安
中
期
も
一
共
時
態
と
扱
っ
て
通
時
的
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、

平
安
初
期
(
ま
た
平
安
中
期
)
の
共
時
的
状
況
、
即
ち
、
位
相
と
し
て
複
数
の

言
語
集
団
が
併
存
し
た
と
見
る
所
か
ら
出
発
す
れ
ば
、
時
代
の
共
時
態
の
如
何

な
る
部
分
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
、
・
極
論
す
れ
ば
誰
か
ら
発
生
し
た
の
か
と
言

う
課
題
が
設
定
で
き
る
。
再
読
訓
法
の
成
立
母
体
を
、
い
か
な
る
共
時
的
言
語

集
団
で
あ
る
と
考
え
る
か
の
糸
口
は
、
あ
る
い
は
、
日
常
的
に
事
例
と
し
て
多

く
の
、
所
調
、
再
読
字
構
文
に
接
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
求
め
る
こ
と
が
出
来
る

と
す
れ
ば
、
原
漢
文
の
分
析
は
、
推
論
を
立
て
る
一
つ
の
方
法
と
な
り
う
る
か

も
知
れ
な
い
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
措
く
こ
と
と
す
る
。

右
の
検
索
結
果
は
、
不
空
訳
の
「
金
剛
頂
一
切
如
来
員
賞
撮
大
乗
現
語
大
教

王
経
」
の
用
字
を
視
点
と
し
て
み
る
と
、
漢
文
自
体
の
漢
文
体
の
有
り
様
に
関

す
る
問
題
が
存
す
る
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
。
原
漢
文
を
基
に
訓
読
さ
れ
る
訳
で

あ
る
か
ら
、
訓
読
語
の
基
底
的
な
前
提
と
し
て
の
制
約
と
し
て
、
ま
ず
、
原
漢

文
が
あ
る
。
こ
の
漢
文
の
文
章
体
(
用
字
)
が
問
題
で
、
「
金
剛
頂
一
切
如
来

異
質
撮
大
乗
現
誼
大
教
王
経
」
に
は
、
「
嘗
」
「
臆
」
両
字
は
、
右
に
掲
げ
た
用

例
数
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
、
「
宜
」
「
将
」
「
須
」
「

E
」
「
未
」
「
猶
」

字
に
関
し
て
は
、
殆
ど
出
現
し
な
い
。
こ
れ
ら
出
現
の
多
寡
は
、
再
読
字
の
成

立
事
情
と
し
て
考
え
ら
れ
る
状
況
に
、
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。

再
読
字
の
成
立
は
、
平
安
中
期
(
十
世
紀
)
か
ら
で
あ
る
と
説
か
れ
て
き
た
。

そ
も
そ
も
再
読
字
の
成
立
は
、
平
安
初
期
に
お
け
る
「
嘗
」
「
臆
」
や
、
「
将
」

「
未
」
な
ど
が
、
副
詞
訓
か
ま
た
は
、
サ
変
動
調
、
助
動
詞
訓
を
与
え
ら
れ
て
、

文
中
で
単
読
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
副
調
と
文
末
と
の
呼
応
関
係
が
定
型
化
し
、

一
字
に
対
し
て
の
二
度
読
み
が
定
着
し
た
と
し
た
過
程
を
考
え
る
こ
と
が
出
来

る
。
定
型
化
す
る
た
め
に
は
、
多
出
し
て
、
し
か
も
、
時
間
と
共
に
文
末
の
表

現
が
狭
め
ら
れ
、
形
式
が
単
純
に
成
っ
て
い
く
過
程
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
再
読

字
の
成
立
は
、
本
質
的
に
は
一
字
に
対
し
て
の
加
点
上
の
表
記
の
問
題

l
読
み

下
し
文
を
読
み
上
げ
ら
れ
る
場
合
は
、
再
読
か
否
か
は
、
講
説
な
ど
耳
で
聞
い

て
い
て
は
確
定
で
き
な
い
!
と
、
文
章
と
し
て
の
漢
文
訓
読
表
現
の
文
末
の
単

F
h
u
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純
化
の
問
題
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
再
読
宇
の
用
字
が
乏
し

い
原
漢
文
に
対
す
る
訓
読
と
言
う
言
語
環
境
下
で
は
、
再
読
は
生
じ
難
い
こ
と

に
な
る
。
論
述
が
前
後
す
る
が
、
増
し
て
、
次
節
に
記
述
し
た
如
く
、
当
該
資

料
で
あ
る
金
剛
頂
聡
伽
経
仁
和
二
年
点
に
お
い
て
は
、
用
例
の
存
す
る
「
麿
」

字
は
、
助
動
詞
「
ベ
シ
」
の
単
読
と
見
て
例
外
が
な
い
し
、
「
首
」
字
は
、
単

字
の
場
合
は
助
動
詞
「
ベ
シ
」
訓
で
例
外
が
な
く
、
(
平
安
後
期
点
の
状
況
か

ら
は
「
臆
首
」
「
首
臆
」
の
共
起
の
例
に
お
い
て
は
副
詞
訓
「
マ
サ
ニ
」
を
採
っ

て
例
外
が
な
く
)
整
然
と
読
ま
れ
て
混
乱
が
な
い
。

言
語
変
化
の
恒
で
あ
る
が
、
変
化
の
原
拠
が
、
一
言
語
表
現
の
混
乱
に
有
る
場

合
が
あ
る
。
用
例
の
多
出
と
共
に
、
漢
文
脈
上
の
同
一
の
「
笛
」
「
臆
」
字
が
、

時
に
は
助
動
詞
訓
を
採
り
、
時
に
は
副
詞
訓
を
採
っ
て
混
乱
が
存
す
る
故
に
再

読
が
定
着
し
た
と
言
っ
た
経
緯
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
平
安
初
期
に
お
い
て
同
一

漢
文
に
複
数
の
訓
読
が
併
記
さ
れ
る
と
か
、
幼
少
時
の
訓
読
語
の
学
習
、
習
得

時
の
混
乱
で
あ
る
と
か
を
想
定
す
れ
ば
事
態
の
成
立
が
理
解
さ
れ
安
い
で
あ
ろ

う
。
稿
者
の
耳
底
に
は
、
か
か
る
想
定
は
、
空
想
で
し
か
な
い
と
の
批
判
が
聞

、、、

こ
え
て
く
る
が
、
要
す
る
に
即
ち
、
定
型
化
す
る
だ
け
の
用
例
の
量
が
必
要
と

な
る
事
柄
で
、
漢
字
一
宇
に
、
二
度
の
読
み
が
定
着
す
る
に
は
、
そ
れ
だ
け
の

言
語
変
化
を
起
こ
す
べ
き
、
量
的
な
力
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
金
剛
頂
磁
伽
経
仁

和
二
年
点
の
知
き
、
用
例
自
体
が
少
量
で
あ
る
と
か
、
ま
た
、
整
然
と
し
た
訓

読
法
が
実
行
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
共
時
的
な
言
語
集
団
、
言
語
資
料
に
お
い
て

は
再
読
字
の
成
立
へ
の
力
学
は
存
在
し
な
い
と
断
じ
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
更

に
、
付
け
加
え
て
誤
解
の
無
い
よ
う
に
と
考
え
る
が
、
以
上
の
論
述
は
、
平
安

初
期
の
天
台
宗
と
い
う
共
時
態
に
お
い
て
の
再
読
宇
の
成
立
を
否
定
す
る
訳
で

は
無
い
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。
即
ち
、
平
安
初
期
天
台
宗
に
お
い
て
、
諸
種
の

言
語
集
団
が
措
定
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
当
然
、
華
厳
経
や
法
華
経
を
中
心
と

す
る
顕
経
系
の
集
団
も
、
密
教
系
の
集
団
も
、
浄
土
系
や
天
台
禅
系
の
集
団
も
、

あ
る
い
は
修
験
道
関
係
も
存
し
た
訳
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
点
に
意
を
注
い
で

お
く
必
要
が
あ
る
。

六
、
石
山
寺
蔵
金
剛
頂
聡
伽
経
仁
和
二
年
点
本
の
再
読
字
の
訓
読

以
下
に
は
、
前
節
の
検
討
か
ら
、
石
山
寺
蔵
金
剛
頂
聡
伽
経
仁
和
二
年
点
本

の
、
所
調
、
再
読
字
に
つ
い
て
、
仁
和
二
年
点
の
状
況
を
、
「
首
」
「
臆
」
宇
を

取
り
上
げ
て
記
述
・
検
討
す
る
。

石
山
寺
蔵
金
剛
頂
瑞
伽
経
仁
和
二
年
点
の
巻
第
二
の
白
点
、
巻
第
三
薄
朱
点

は
、
本
文
の
私
読
を
基
に
、
第
一
節
に
お
い
て
帰
納
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
仮

名
点
の
加
点
は
、
ご
く
稀
で
あ
る
。
ヲ
コ
ト
点
を
中
心
と
し
て
の
記
述
と
な
る

の
は
助
字
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
再
読
字
「
嘗
」
は
、
仁
和
二
年
点
の
訓
読

に
お
い
て
、
以
下
の
通
り
に
現
れ
る
。

お
、
次
に
我
れ
遍
く
説
く
創

U

(巻
第
二
・
仁
和
二
年
点
)

泊
、
次
(
に

)
E
(く
)
先
(
つ
)
四
礼
を
以
て
一
切
知
来
を
礼
(
す
)
割

し
(
巻
第
三
・
仁
和
二
年
薄
朱
点
)

右
の
ご
と
く
「
嘗
」
字
が
単
独
で
あ
る
場
合
、
助
動
詞
「
ベ
シ
」
に
単
読
さ
れ

て
例
外
が
な
い
。
平
安
後
期
宝
瞳
院
点
に
お
い
て
も
同
様
で
、

初
、
印
章
に
住
し
て
則
(
ち
)
起
し
て
[
於
]
諸
l

方
を
顧
l

視
す
割

U
。
(
巻

第
二
・
平
安
後
期
点
)

別
、
観
(
し
)
己
(
り
)
て
[
於
]
地
{
返
)
に
住
し
て
則
(
ち
)

広
U
唱
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(
る
)
割

U
。
(
巻
第
三
・
平
安
後
期
点
)

と
あ
っ
て
、
助
動
詞
「
ベ
シ
」
の
単
読
で
あ
る
。
平
安
後
期
点
に
お
い
て
の
訓

読
法
は
、
平
安
初
期
仁
和
二
年
点
と
等
し
い
。
仁
和
二
年
点
で
は
確
認
さ
れ
な

い
が
、
平
安
後
期
点
で
、
「
桂
昌
」
字
に
、
副
詞
訓
「
マ
サ
ニ
」
が
出
現
す
る
の
は
、

「
臆
」
字
と
共
起
す
る
場
合
で
、
巻
第
三
に
は
、

認
、
創
叫
自
身
と
観
(
す
)
閥

U
。
〈
臆
嘗
観
自
身
〉
(
巻
第
三
・
平
安
後
期
点
)

お
、
汝
常
に
割
叫
而
(
し
)
て
受
持
す
周

U
。
〈
汝
臆
等
而
受
持
〉

(
巻
第
三
・
平
安
後
期
点
)

と
あ
っ
て
、
「
嘗
」
字
は
、
副
調
訓
単
読
で
読
ま
れ
て
い
る
。

「
臆
」
字
は
、
再
読
訓
法
の
成
立
が
、
「
嘗
」
な
ど
よ
り
は
、
遅
れ
る
と
説
か

れ
る
再
読
字
で
あ
る
が
、
こ
の
「
臆
」
字
も
、
平
安
初
期
仁
和
二
年
点
に
お
い

て
も
、
ま
た
、
平
安
後
期
宝
瞳
院
点
に
お
い
て
も
単
読
で
、
助
動
詞
「
ベ
シ
」

訓
が
与
え
ら
れ
て
例
外
が
な
い
。
仁
和
二
年
点
で
は
、

泊
、
教
室
の
如
く
[
於
]
蔓
茶
羅
の
中
に
安
坐
す
劇

U
。
(
巻
第
二
・
仁

和
二
年
点
)

お
、
此
(
の
)
金
剛
界
大
量
茶
羅
(
に
)
入

(
る
)
臆
し

(
巻
第
三
・
仁
和
二
年
薄
朱
点
)

の
知
〈
出
現
し
、
平
安
後
期
宝
瞳
院
点
に
お
い
て
も
、
右
の
例
と
同
一
箇
所
で
、

単
読
で
「
ベ
シ
」
訓
が
与
え
ら
れ
、
ま
た
、

初
、
思
惟
し
て
加
持
す
閥

U
。
(
巻
第
二
・
平
安
後
期
点
)

幻
、
善
く
思
惟
を
作
し
て
大
印
を
し
て
成
就
(
せ
)
令
む
謄
し
。

(
巻
第
三
・
平
安
後
期
点
)

と
あ
っ
て
、
仁
和
二
年
点
と
同
一
で
あ
る
こ
と
に
矛
盾
が
な
い
。

こ
こ
に
、
平
安
初
期
の
訓
読
法
と
平
安
後
期
の
訓
読
法
が
同
一
で
あ
る
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
。
か
か
る
状
況
が
、
平
安
後
期
の
天
台
宗
山
門
派
に
お
い
て
厳

然
と
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
明
確
に
意
識
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
平
安
後

期
天
台
宗
山
門
派
の
訓
読
語
に
は
、
事
象
と
し
て
、
一
般
に
認
め
ら
れ
る
平
安

後
期
的
な
訓
読
法
を
採
ら
ず
、
平
安
初
期
と
同
様
の
訓
読
法
を
保
守
し
た
言
語

活
動
が
厳
然
と
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
、
明
確
に
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

七
、
本
稿
の
検
討
に
見
え
る
漢
文
訓
読
語
史
の
問
題
点

本
稿
に
お
い
て
は
、
石
山
寺
蔵
金
剛
頂
職
伽
経
仁
和
二
年
点
本
に
存
す
る
、

平
安
初
期
仁
和
二
年
加
点
と
認
め
ら
れ
る
天
台
宗
関
係
の
第
一
群
点
と
平
安
後

半
期
(
平
安
後
期
)
に
加
点
さ
れ
た
宝
瞳
院
点
の
訓
読
法
の
比
較
を
行
っ
て
来

た
。
そ
の
結
果
、
以
下
の
事
が
認
め
ら
れ
た
。

一
、
副
助
調
「
イ
」
や
「
者
」
字
の
訓
に
関
し
て
、
金
剛
頂
聡
伽
経
仁
和
二

年
点
に
は
、
平
安
初
期
語
法
が
確
認
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
事
象
に
つ
い
て
は
、

平
安
後
期
点
に
お
い
て
、
平
安
後
半
期
的
な
訓
読
事
象
に
変
化
し
た
例
が

認
め
ら
れ
る
。

一
、
平
安
中
期
以
降
、
漢
文
訓
読
語
に
出
現
す
る
と
さ
れ
る
副
助
調
「
ら
」
が
、

平
安
初
期
の
他
資
料
に
先
行
し
て
仁
和
二
年
点
に
出
現
し
て
い
る
。

一
、
助
字
の
訓
法
を
検
討
す
る
と
、
平
安
初
期
仁
和
二
年
点
に
お
い
て
不
読

傾
向
に
あ
っ
た
「
従
」
字
の
訓
読
は
、
平
安
後
期
点
に
お
い
て
直
読
さ
れ

る
こ
と
が
殆
ど
で
あ
る
よ
う
に
変
化
す
る
が
、
不
読
用
法
も
残
し
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
。

一
、
「
則
」
字
の
訓
読
は
、

円

t
唱

i

仁
和
二
年
点
と
平
安
後
期
点
に
お
い
て
同
一
の
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扱
い
を
さ
れ
て
直
読
さ
れ
て
い
る
。

一
、
「
而
」
字
の
訓
読
は
、
仁
和
二
年
点
に
お
い
て
不
読
の
用
例
が
目
立
つ
が
、

平
安
後
期
点
に
お
い
て
は
直
読
例
が
多
〈
な
り
、
与
え
ら
れ
た
訓
も
平
安

後
期
点
に
お
い
て
語
種
が
多
い
。

一
、
所
謂
、
再
読
字
の
訓
読
法
は
、
「
首
」
「
臆
」
字
に
つ
い
て
、
平
安
初
期

仁
和
二
年
点
は
単
独
、
平
安
後
期
点
も
単
独
と
同
一
で
再
読
し
な
い
。

さ
て
、
右
の
記
述
の
評
価
を
、
日
本
語
史
の
観
点
か
ら
与
え
る
と
す
る
と
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

日
本
語
史
(
国
語
史
)
の
研
究
は
、
第
一
義
的
に
は
、
特
定
の
あ
る
言
語
事

象
が
、
い
つ
、
ど
う
い
う
共
時
的
言
語
環
境
下
(
ど
う
い
う
言
語
集
団
、
あ
る

い
は
、
個
人
に
お
い
て
)
で
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
の
記
述
研
究
を
出

発
点
と
す
る
。
更
に
、
帰
納
的
方
法
を
用
い
て
行
っ
た
記
述
研
究
が
明
ら
か
に

し
た
|
飽
く
ま
で
、
思
索
の
出
発
点
で
あ
る
|
事
柄
を
、
法
則
と
し
て
の
言
語

変
化
と
捉
え
て
、
そ
の
法
則
性
の
実
態
を
解
明
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
以
上
の

、、、、、

基
礎
学
と
し
て
の
研
究
か
ら
の
進
展
は
、
変
化
の
力
学
へ
の
抽
象
化
、
即
ち
、

知
何
な
る
言
語
的
な
力
、
あ
る
い
は
、
言
語
外
的
な
力
に
依
っ
て
日
本
語
が
変

化
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
か
の
解
明
に
進
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
人
間

、
学
と
し
て
の
日
本
語
史
の
学
問
の
深
化
の
方
向
を
模
索
す
れ
ば
、
そ
こ
に
過
去

の
人
間
の
思
考
活
動
の
実
質
を
描
き
出
し
て
、
「
人
間
存
在
の
本
質
と
は
何
か
」

と
言
う
哲
学
的
課
題
へ
の
答
え
に
繋
が
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
愚
考
す
る
。

日
本
語
史
研
究
の
潮
流
の
一
つ
と
し
て
、
記
述
的
研
究
に
重
き
を
置
く
、
あ

る
い
は
、
右
に
掲
げ
た
言
語
変
化
の
力
学
へ
の
言
及
以
下
の
事
柄
は
、
「
帰
納

的
実
証
性
」
に
希
薄
な
、
謂
わ
ば
、
観
念
論
|
実
証
性
の
な
い
解
釈
ー
で
あ
っ

、、

て
、
こ
れ
に
踏
み
込
む
事
は
、
人
文
科
学
と
し
て
は
、
不
適
当
な
も
の
、
科
学

か
ら
は
逸
脱
す
る
も
の
だ
と
の
厳
評
を
下
す
研
究
者
の
流
れ
が
あ
る
。
こ
う
し

た
学
問
的
価
値
観
を
否
定
す
る
つ
も
り
は
毛
頭
な
い
。
日
本
語
史
研
究
が
、
こ

の
厳
密
な
る
態
度
に
よ
る
記
述
研
究
よ
り
発
す
べ
き
事
は
、
右
に
説
い
た
だ
け

で
十
分
の
理
解
が
得
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

た
だ
、
こ
う
し
た
厳
密
な
る
帰
納
的
記
述
主
義
の
狙
う
と
こ
ろ
は
、
《
言
語

、、
変
化
》
で
あ
る
。
即
ち
、
変
化
し
た
こ
と
へ
の
み
の
関
心
と
な
り
か
ね
な
い
。

同
じ
視
点
、
方
法
に
よ
る
日
本
語
の
歴
史
の
帰
納
的
記
述
主
義
に
お
い
て
、
従

来
説
か
れ
て
き
た
実
態
的
な
歴
史
的
イ
メ
ー
ジ
を
否
定
し
、
先
行
研
究
を
乗
り

越
え
た
新
し
い
研
究
を
展
開
を
目
指
そ
う
と
す
れ
ば
、
帰
納
的
記
述
主
義
の
枠

内
で
の
研
究
に
お
い
て
は
、
第
一
に
は
、
日
本
語
史
料
の
密
度
を
増
す
事
で
あ

ろ
う
。
あ
る
共
時
態
の
日
本
語
史
料
を
博
捜
し
て
、
従
来
説
か
れ
て
い
た
変
化

の
時
代
を
引
き
上
げ
る
と
か
の
方
向
で
あ
る
。
こ
う
し
た
研
究
の
方
向
で
の
新

説
は
、
そ
の
構
築
が
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
|
以
下
は
感
想
に
過
ぎ
な
い
が
|
ど

れ
だ
け
の
日
本
語
史
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
書
き
換
え
ら
れ
る
か
は
、
心
許
な
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
帰
納
的
記
述
絶
対
の
硬
直
し
た
見
方
が
、
「
日
本
語
史
研

究
は
、
従
来
の
研
究
に
加
え
て
、
今
後
や
る
べ
き
事
が
、
果
た
し
て
ま
だ
、
残
っ

て
い
る
の
か
」
と
し
た
、
不
当
な
発
言
に
繋
が
る
。

右
の
第
一
点
目
の
批
判
か
ら
、
同
じ
方
法
に
立
ち
、
論
説
の
立
脚
点
の
点
検

無
し
に
、
方
法
論
の
開
拓
に
心
を
注
が
ぬ
ま
ま
で
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
研
究
を

目
指
そ
う
と
す
れ
ば
、
新
し
い
日
本
語
史
料
群
の
発
掘
と
言
う
方
向
に
必
然
的

に
向
か
う
事
と
な
る
。

右
の
二
つ
の
視
角
は
、

。。
唱
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帰
納
的
実
証
法
を
金
科
玉
条
に
し
て
、

そ
れ
か
ら
の
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方
法
論
的
な
進
展
深
化
を
考
慮
し
な
い
、
あ
る
い
は
、

H

無
批
判
な
切
り
捨
て

思
考
“
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
か
か
る
研
究
者
の
思
考
は
、
水
平
的
に
拡
張

す
る
方
向
し
か
持
た
な
い
。
つ
ま
り
、
資
料
を
悉
皆
調
査
す
る
と
言
う
、
非
現

実
的
な
理
想
を
求
め
る
教
条
主
義
で
あ
る
と
断
ぜ
ら
れ
る
。
研
究
の
現
状
を
鑑

み
れ
ば
、
平
安
時
代
の
一
期
、
例
え
ば
、
平
安
後
期
、
ほ
ぽ
十
一
世
紀
の
百
年

間
で
も
よ
い
が
、
現
存
す
る
日
本
語
資
料
を
|
訓
点
資
料
と
言
う
資
料
分
野
だ

け
で
も
良
い
|
個
人
の
学
問
的
良
心
と
責
任
に
お
い
て
生
存
中
に
調
査
し
尽
く

す
事
は
、
ま
ず
、
不
可
能
で
あ
る
。

も
う
少
し
、
研
究
の
本
質
的
な
問
題
と
し
て
考
え
て
み
よ
う
。
右
の
知
く
の

帰
納
的
記
述
研
究
の
み
に
、
日
本
語
史
の
学
問
の
真
の
存
在
を
認
め
て
、
究
極

の
研
究
目
的
が
言
語
事
象
の
変
化
の
年
代
の
解
明
だ
け
を
目
的
と
す
る
が
如
き

、、

は
、
な
ぜ
人
文
科
学
l
即
、
人
間
学
|
の
枠
組
み
に
お
い
て
行
わ
ね
ば
な
ら
ぬ

の
で
あ
ろ
う
か
。
稿
者
の
調
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
か
か
る
帰
納
的
記
述
研

究
は
、
事
象
事
実
の
解
明
と
し
て
日
本
語
史
研
究
に
は
、
出
発
点
と
し
て
必
須

の
要
素
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
の
み
に
収
束
す
る
も
の
で
は
な
く
、
人
間
学
と
し

て
の
日
本
語
史
学
の
達
成
に
、
研
究
者
は
、
垂
直
的
深
化
思
考
を
も
っ
て
臨
み
、

更
に
、
人
間
探
究
に
進
む
べ
き
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
か
か
る
深
化
の

方
向
性
の
意
識
を
持
た
ぬ
研
究
は
、
「
謂
わ
ば
、
即
物
的
な
研
究
で
あ
る
と
か
、

人
間
学
と
し
て
は
不
十
分
な
る
研
究
で
あ
る
」
と
の
批
判
に
応
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
は
、
日
本
語
史
の
法
則
性
を
求
め
る
研
究
に
つ
い
て
で
あ
る
。
右
の
意

識
に
比
べ
れ
ば
、
遥
か
に
抽
象
度
の
高
い
研
究
で
あ
ろ
う
。
右
の
記
述
研
究
を

元
と
し
て
、
変
化
の
シ
ス
テ
ム
を
解
明
す
る
知
き
の
研
究
で
あ
る
。
こ
こ
に
説

く
ま
で
も
な
い
が
、
「
唇
音
退
化
」
の
法
則
は
、
本
質
的
部
分
で
の
人
間
の
性

向
な
ど
の
理
解
が
描
き
出
さ
れ
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
向
き
が
あ
る
。
ま

た
、
例
え
ば
、
動
調
活
用
の
研
究
は
、
江
戸
時
代
に
ほ
ぼ
完
成
を
見
た
非
常
に

シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
研
究
と
し
て
、
学
史
上
評
価
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

近
代
以
降
に
は
、
こ
の
動
調
活
用
の
歴
史
的
変
化
・
変
遺
が
問
題
と
さ
れ
て
き

た
。
シ
ス
テ
ム
と
し
て
如
何
に
変
化
を
し
て
き
た
か
の
問
題
は
、
長
じ
た
人
間

の
無
意
識
に
存
す
る
文
法
シ
ス
テ
ム
の
解
明
で
あ
っ
て
、
言
語
活
動
の
前
提
と

な
る
事
象
の
解
明
で
あ
る
。
ま
た
、
五
十
音
図
な
ど
も
、
一
般
に
は
、
日
本
語

の
清
音
音
節
に
お
け
る
|
音
韻
あ
る
い
は
|
文
字
の
体
系
表
で
、
こ
れ
も
シ
ス

テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
日
本
語
を
理
解
す
る
無
意
識
で
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
研
究
は
、
人
間
の
認
識
の
問
題
を
射
程
と
し
た
も
の
で
、
遥
か
に
人

間
存
在
に
寄
り
添
っ
た
研
究
と
し
て
評
価
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

語
意
論
や
意
味
論
研
究
な
ど
は
、
も
っ
と
直
接
的
に
、
人
間
認
識
、
例
え
ば
、

外
界
の
分
節
に
関
す
る
解
明
で
あ
る
と
か
、
直
接
、
人
間
存
在
に
関
す
る
研
究

に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
。

先
に
批
判
し
た
帰
納
的
記
述
研
究
だ
け
の
段
階
を
研
究
の
全
て
と
し
て
、
こ

れ
よ
り
出
る
事
を
許
さ
な
い
日
本
語
史
の
旧
態
然
と
し
た
学
問
観
に
お
い
て
、

、、、、

学
問
の
至
上
命
題
で
あ
る
、
「
複
雑
な
る
実
態
を
整
理
し
て
、
よ
り
単
純
な
る、、

像
(
イ
メ
ー
が
)
で
把
握
し
よ
う
」
と
指
向
す
れ
ば
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
日
本

、、、、

語
の
変
化
だ
け
に
目
が
向
き
が
ち
と
な
る
。
つ
ま
り
、
あ
る
事
象
が
、
い
つ
変

化
し
た
か
、
い
つ
生
ま
れ
た
か
の
、
所
謂
、
変
化
の
事
実
だ
と
解
釈
し
、
思
い

込
ん
で
い
る
事
柄
の
記
述
で
あ
る
。
資
料
の
博
捜
に
依
っ
て
得
ら
れ
た
事
象
の

記
述
研
究
は
、
研
究
者
の
認
知
す
る
限
り
に
お
い
て
の
最
古
例
で
あ
っ
て
、
即
、

Q
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言
語
変
化
の
事
実
と
ス
ラ
イ
ド
し
て
簡
単
に
認
め
ら
れ
る
事
柄
で
は
な
く
、
研

究
上
操
作
に
依
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
実
証
の
限
り
で
あ
る
と
い
う
反
省
を
持
た

ね
ば
な
ら
な
い
。
が
、
も
っ
と
大
き
な
問
題
は
、
今
も
、
ま
た
過
去
も
、
人
間

の
営
為
と
し
て
の
言
語
の
変
化
は
、
従
来
の
研
究
の
成
果
聞
、
何
年
何
月
の
某

資
料
に
、
新
し
い
変
化
語
形
が
現
れ
る
と
か
の
事
実
的
記
述
に
基
づ
い
て
、
さ

ら
に
発
展
し
た
と
こ
ろ
で
、
文
化
史
的
言
語
生
活
史
の
視
点
に
よ
る
聞
分
け
が

必
要
で
あ
り
、
そ
う
し
た
方
向
に
踏
み
出
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
日
本
語

の
変
化
は
、
現
在
も
過
去
も
、
新
た
な
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
表
現
へ
の
移
行
に

働
く
力
と
、
保
守
的
と
も
言
え
る
言
語
規
範
を
守
ろ
う
と
す
る
力
と
の
綱
引
き

拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
人
間
の
営
為
と
し
て
の
日
本
語
史
を
描
こ
う
と
す

れ
ば
、
こ
の
両
方
の
力
関
係
を
、
当
時
の
言
語
生
活
に
即
し
て
、
具
体
的
に
位

置
づ
け
、
評
価
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

右
に
記
述
し
て
き
た
石
山
寺
蔵
金
剛
頂
聡
伽
経
仁
和
二
年
点
本
に
お
け
る
二

種
の
訓
点
の
訓
読
法
の
比
較
は
、
平
安
後
期
加
点
と
思
し
き
訓
読
法
に
お
い
て
、

変
化
形
と
認
め
ら
れ
る
事
象
も
、
確
か
に
存
在
し
て
、
通
時
的
変
化
が
跡
付
け

ら
れ
る
事
象
が
あ
る
の
も
確
か
で
あ
る
。
副
助
調
「
イ
」
、
「
者
」
字
の
「
ヒ
ト
」
訓
、

「
従
」
字
の
不
読
、
直
読
の
用
例
量
の
変
化
の
問
題
は
、
正
に
、
変
化
を
知
実

に
示
し
た
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
則
」
字
、
「
笛
」
字
、
「
臆
」
字
に
つ
い
て
は
、

訓
読
法
の
変
化
が
確
定
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
、
変
化
し
て
い
な
い
事
象
で
あ

る
。
即
ち
、
か
か
る
言
語
事
象
は
、
平
安
初
期
仁
和
二
年
点
と
、
平
安
後
期
宝

瞳
院
点
の
訓
読
法
は
、
変
化
が
な
い
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
一
般
に
、
所
調
再

読
字
の
再
読
訓
、
再
読
表
記
の
事
象
は
、
平
安
中
期
に
変
化
が
起
こ
り
、
以
下
、

一
般
的
に
な
る
と
認
め
ら
れ
て
き
た
言
語
事
象
で
あ
る
。
当
該
資
料
は
、
天
台

宗
関
係
の
平
安
後
期
の
資
料
に
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
集
団
の
中
に
、
平
安
初
期

の
訓
読
と
変
わ
り
な
い
訓
読
が
、
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
事
実
と
し
て
存
在
し

た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
、
変
化
し
た
新
し
い
訓
読
法
を
用
い
な

い
密
教
関
係
資
料
群
が
、
平
安
後
期
の
天
台
宗
内
に
厳
然
と
存
在
し
て
い
る
事

実
に
目
を
向
け
る
べ
き
で
あ
る
し
、
更
に
は
、
か
か
る
実
態
の
持
つ
日
本
語
史

的
な
意
義
を
、
言
語
生
活
史
の
中
で
説
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
抽
象
化
し
た
歴
史
的
記
述
に
お
い
て
掛
か
る
実
態
を
考
慮
し
な
い
と

す
れ
ば
、
例
え
ば
、
当
該
資
料
の
平
安
後
期
点
の
現
象
が
、
例
外
的
な
も
の
で

あ
る
と
の
解
釈
が
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
場
合
、
伺
故
例
外
と
し
て

切
り
捨
て
る
の
か
と
言
う
事
の
説
明
を
、
実
証
的
方
法
で
行
う
必
要
が
あ
る
。

平
安
初
期
の
事
象
を
、
平
安
後
半
期
に
天
台
宗
で
行
っ
て
い
る
の
は
事
実
で

あ
っ
て
、
こ
の
事
実
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
、
問
題
と
さ
れ
て
き
吋
記
平
安
初
期
の

訓
読
の
移
点
の
問
題
と
も
関
係
し
よ
う
。
平
安
後
期
に
理
解
言
語
の
レ
ベ
ル
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
実
際
に
、
平
安
初
期
の
言
語
事
象
が
出
現
し
て
い
る
の
は
、

紛
れ
も
無
い
事
で
あ
っ
て
、
や
は
り
、
共
時
的
に
平
安
後
期
に
並
存
し
た
と
み

る
べ
き
で
あ
る
。

当
該
資
料
の
知
き
場
合
は
、
平
安
後
半
期
の
天
台
宗
山
門
派
と
言
う
共
時
的

言
語
集
団
に
お
い
て
、
所
謂
、
古
い
訓
読
法
が
並
存
し
た
例
で
あ
っ
て
、
天
台

宗
山
門
派
も
、
更
に
、
小
さ
な
共
時
的
言
語
集
団
を
設
定
し
て
肪
分
け
す
る
な

、
、
、
、
、
、
、

ど
の
方
向
で
、
か
か
る
資
料
の
言
語
実
態
を
抱
え
込
ん
で
の
立
体
的
言
語
生
活

を
描
き
直
す
必
要
が
あ
る
。
即
ち
、
平
安
後
半
期
の
天
台
宗
山
門
派
に
は
、
所

謂
、
新
旧
の
言
語
事
象
が
並
存
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
事
実
を
言
語
生

活
史
の
一
部
と
し
て
、
文
化
史
、
あ
る
い
は
、
宗
教
史
の
視
点
を
加
味
し
な
が

-20-
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ら
、
当
時
の
天
台
宗
山
門
派
に
お
け
る
言
語
意
識
史
の
問
題
と
し
て
捉
え
直
す

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
研
究
者
に
は
、
こ
れ
ら
の
視
点

か
ら
、
新
旧
の
言
語
事
象
の
並
存
|
変
わ
ろ
う
と
す
る
言
語
の
力
学
と
引
き
と

ど
め
よ
う
と
す
る
規
範
的
意
識
の
相
克
ー
を
叙
述
せ
ね
ば
な
ら
な
い
義
務
が
生

じ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

そ
の
問
題
は
、
共
時
態
を
細
分
化
し
て
、
宗
教
史
学
等
と
の
融
合
的
発
想
に

依
っ
て
説
明
さ
れ
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
し
、
更
に
、
究
極
的
に
は
、
言
語
主

体
と
し
て
の
個
体
の
文
体
の
問
題
に
帰
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
特
に
、
言
語
の

個
体
史
|
一
言
語
主
体
の
個
体
と
し
て
の
言
語
の
歴
史
|
の
観
点
は
、
い
ま
ま

で
、
希
薄
で
あ
っ
た
と
評
価
せ
ざ
る
を
得
な
い
視
角
で
あ
っ
て
、
今
後
の
大
き

な
課
題
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
大
局
的
な
言
語
変
化
に
つ
い
て
は
、
日
本
語
史
と

し
て
描
か
れ
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
歴
史
の
中
に
、
言
語
を
実
際
に
担
い
、
運

用
し
た
個
人
が
あ
っ
て
、
そ
の
個
人
に
も
習
得
(
漢
文
訓
読
の
教
育
の
場
)
か

ら
運
用
(
言
語
の
表
現
活
動
の
場
)
に
至
る
日
本
語
の
遍
歴
が
あ
る
わ
け
で
あ

る
か
ら
、
両
視
点
を
取
り
入
れ
た
上
で
の
、
立
体
的
歴
史
を
描
く
必
要
が
あ
る

訳
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
石
山
寺
蔵
金
剛
頂
聡
伽
経

仁
和
二
年
点
本
に
お
け
る
平
安
後
期
宝
瞳
院
点
の
言
語
事
象
が
、
平
安
初
期
の

も
の
に
通
ず
る
と
言
う
事
実
は
、
蔑
ろ
に
さ
れ
る
べ
き
様
な
小
さ
な
問
題
で
は

な
い
こ
と
が
明
白
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

柳
か
理
の
勝
っ
た
論
行
と
な
っ
た
反
省
は
あ
る
も
の
の
、
現
在
の
史
料
発
掘

状
況
か
ら
は
非
常
に
稀
少
で
あ
る
平
安
初
期
の
密
教
経
典
の
加
点
を
軸
に
考
え

て
き
た
。
右
に
取
り
上
げ
記
述
し
た
事
象
の
重
要
性
は
、
十
二
分
に
理
解
さ
れ

た
も
の
と
判
断
す
る
。
今
後
の
研
究
の
進
む
べ
き
方
向
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ

た
も
の
で
あ
る
が
、
十
二
分
に
論
じ
尽
く
し
て
い
る
と
は
到
底
思
え
な
い
し
、

抽
象
的
で
あ
る
と
い
う
誹
り
も
あ
ろ
う
。
実
践
を
行
い
つ
つ
、
本
稿
に
説
い
た

方
向
性
の
修
正
を
目
指
し
た
く
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。

な
お
、
本
稿
は
試
論
の
域
を
出
た
も
の
で
は
無
い
と
の
自
覚
が
あ
る
と
こ
ろ

で
、
特
に
、
新
進
の
研
究
者
諸
兄
の
批
判
を
切
に
願
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
多

く
の
反
論
を
、
期
待
を
込
め
て
念
じ
て
い
る
。

注

l
、
築
島
裕
『
平
安
時
代
訓
貼
本
論
考

一
部
第
二
章
。

同
『
平
安
時
代
訓
点
本
論
考
h
w
h
科
目
時
間
』
(
岡
和
六
十
一
年
十
月
、
汲
古
書
院
)
の

五
三
八
・
五
三
九
頁
に
、
本
稿
に
取
り
上
げ
た
金
側
頂
漁
伽
経
仁
和
二
年
点
所
用
の

片
仮
名
字
体
表
と
ヲ
コ
ト
点
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
築
島
裕
博
士
は
、
『
石

山
寺
の
研
究
一
切
経
篇
』
(
昭
和
五
十
三
年
三
月
、
法
蔵
館
)
に
お
け
る
研
究
篇
「
石

山
寺
経
蔵
の
古
訓
点
本
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
当
該
資
料
の
略
説
と
ヲ
コ
ト
点
図
を

掲
げ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
本
稿
に
お
い
て
、
稿
者
が
帰
納
し
た
ヲ
コ
ト
点
図
と
は
、

出
入
り
が
存
す
る
。

2
、
築
島
裕
『
平
安
時
代
訓
貼
本
論
考
研
究
篇
』
(
平
成
八
年
五
月
、
汲
古
書
院
)
、
第

三
部
第
五
章
。

3
、
築
島
裕
『
平
安
時
代
語
新
論
』
(
昭
和
四
十
四
年
六
月
、
東
京
大
学
出
版
会
)
第
二

編
第
一
章
。

4
、
石
山
寺
蔵
金
剛
界
儀
軌
寛
平
元
年
点
に
し
て
も
、
石
山
寺
蔵
金
側
界
儀
軌
天
永
三
年

点
本
に
し
て
も
、
平
安
初
期
の
訓
読
を
伝
え
る
加
点
箇
所
は
、
陀
羅
尼
部
分
に
偏
つ
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究
篇
』
(
平
成
八
年
五
月
、
汲
古
書
院
}
第
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て
い
る
。
金
剛
界
儀
軌
の
漢
文
部
分
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、

考
を
要
す
る
所
で
あ
る
。

5
、
中
田
祝
夫
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
総
論
篇
』
(
昭
和
二
十
九
年
五
月
、
大
日

本
雄
弁
会
講
談
社
)
。

注
2
文
献
。

6
、
中
田
祝
夫
・
注
5
文
献
。

同
編
『
古
本
点
図
集
二
種
』
(
私
家
版
)

築
島
裕
編
『
点
図
集
(
稿
本
)
』
(
昭
和
四
十
四
年
六
月
、
私
家
版
)

注
2
文
献
。

7
、
注
2
文
献
。

8
、
例
え
ば
、
箕
面
学
園
蔵
の
妙
法
蓮
華
経
方
便
口
問
天
長
五
年
(
八
二
八
)
頃
点
は
、

築
島
裕
・
小
林
芳
規
「
故
山
田
嘉
造
氏
蔵
妙
法
蓮
華
経
方
便
品
釈
文
」
(
『
訓
点
語
と

訓
点
資
料
』
第
七
輯
、
昭
和
三
十
一
年
八
月
)

大
坪
併
治
「
唱
妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二
試
読
」
(
同
右
)

同
一
輯
の
学
術
雑
誌
掲
へ
の
載
例
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

9
、
訓
読
文
の
異
同
は
、
訓
点
の
帰
納
結
果
の
異
同
の
み
な
ら
ず
、
該
当
資
料
の
訓
点
自

体
の
判
読
、
即
ち
、
仮
名
符
号
の
存
在
そ
の
も
の
の
認
知
、
認
識
の
問
題
が
あ
る
。

こ
の
客
観
物
と
し
て
の
訓
点
の
認
知
、
認
識
は
、
現
在
の
学
問
水
準
と
し
て
は
、
研

究
者
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
が
実
状
で
あ
る
が
、
そ
の
仮
名
や
ヲ
コ
ト
点
な

ど
の
符
号
類
の
物
理
的
な
分
析
は
、
今
後
、
理
化
学
的
手
法
に
委
ね
て
客
観
性
を
増

す
べ
き
事
柄
で
あ
っ
て
、
研
究
者
の
解
釈
を
基
底
と
す
る
ヲ
コ
ト
点
の
体
系
の
帰
納

の
問
題
と
は
、
レ
ベ
ル
を
異
に
す
る
即
物
的
な
分
析
研
究
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

叩
、
平
安
初
期
の
密
教
教
典
の
加
点
資
料
は
、
大
耽
慮
遮
那
成
仏
経
平
安
初
期
点
(
高

野
山
大
学
蔵
、
特
殊
点
甲
類
)
、
大
耽
虚
遮
那
成
仏
経
平
安
初
期
点
(
高
野
山
大

学
、
第
二
群
点
)
、
が
知
ら
れ
る
が
、
奥
書
が
無
く
、
稿
者
未
調
査
で
あ
る
。

日
、
小
林
芳
規
「
訓
点
語
法
史
に
お
け
る
副
助
調
『
ら
』
」
(
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和

三
十
年
十
一
月
号
)
。

日
、
小
林
芳
規

J
h
-
h
f
叫
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
(
昭
和
四
十
二
年
三
月
、
東
京

大
学
出
版
会
)
序
章
第
三
節
に
は
、
「
則
」
字
の
訓
読
法
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
記
述

さ
れ
て
い
る
が
、
「
「
[
則
]
(
不
読
)
」
「
ト
[
及
]
ト
」
「
不
」
「
者
」
は
何
れ
も
古
い

ス

ナ

ハ

チ

オ

ヨ

ピ

ザ

ル

モ

ノ

訓
法
で
あ
る
。
此
に
対
し
て
「
則
」
「
及
」
「
不
」
「
者
(
人
物
)
」
は
後
出
の
新
訓
法

で
あ
る
。
」
(
一
二
二
頁
)
と
記
し
て
お
ら
れ
る
。
「
則
」
字
に
は
、
本
稿
に
取
り
上

げ
た
金
剛
頂
漁
伽
経
仁
和
二
年
点
に
直
読
の
確
例
が
あ
る
の
は
本
文
中
に
示
し
た
。

「
者
」
字
に
つ
い
て
は
、
第
二
節
に
触
れ
て
い
る
。
「
及
」
字
は
、
訓
点
の
厚
い
巻
第

二
に
は
存
在
せ
ず
、
巻
第
三
に
は
出
現
す
る
が
、
仁
和
二
年
点
の
訓
読
法
が
確
定
で

き
な
い
。
「
不
」
字
は
、
巻
第
二
に
日
例
山
出
現
し
、
助
動
調
連
体
形
と
思
し
き
例
は

な
く
、
終
止
形
l
例
で
あ
る
。
巻
第
三
に
は
、
「
不
」
字
は
、
日
例
出
現
す
る
が
、

仁
和
二
年
薄
朱
点
の
語
形
は
確
定
で
き
な
い
。

日
、
小
林
芳
規
「
漢
文
訓
読
史
上
の
一
問
題

l
再
読
字
の
成
立
に
つ
い
て
|
」
(
『
国
語

学
』
第
十
六
輯
、
回
和
三
十
八
年
十
二
月
}
。

は
、
大
坪
併
治
「
平
安
初
期
の
仏
典
に
お
け
る
再
読
字
の
成
立
に
つ
い
て
」
(
『
訓
点
語
と

訓
点
資
料
』
第
一
二

O
輯
、
平
成
二
十
年
三
月
)
。

目
、
注
目
文
献
。

目
、
注
目
文
献
。

口
、
中
田
祝
夫
・
注
5
文
献
。

注
2
文
献
、
第
三
部
第
二
章
。

例
え
ば
、
立
本
寺
本
妙
法
蓮
華
経
に
お
け
る
明
詮
の
訓
点
の
識
別
は
、
奥
書
と
移
点

に
使
用
さ
れ
た
色
彩
に
よ
っ
て
区
別
で
き
る
も
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
資
料
の
複
数

の
訓
点
が
更
に
一
筆
で
移
点
さ
れ
る
如
き
事
態
を
想
定
す
れ
ば
、
平
安
後
期
に
お
い

て
平
安
初
期
的
言
語
事
象
が
識
別
さ
れ
ず
に
埋
没
し
た
資
料
と
な
る
。
ま
た
、
平
安

後
期
に
お
い
て
、
平
安
初
期
の
明
詮
の
訓
点
が
言
語
行
為
に
お
い
て
生
き
て
い
た
こ

と
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。

ワ臼n
L
 

[
付
記
]
本
稿
に
取
り
上
げ
た
金
剛
頂
稔
伽
経
仁
和
二
年
点
本
の
調
査
閲
覧
に
つ
い
て
は
、

石
山
寺
御
当
局
な
ら
び
に
石
山
寺
文
化
財
綜
合
調
査
団
各
位
の
ご
高
配
、
ご
温
情
に

与
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。
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平
安
初
期
に
お
け
る
密
教
経
典
の
訓
読
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
本
　
光
　
隆

　
　
　
　
　—
石
山
寺
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
経
仁
和
二
年
点
本
に
つ
い
て—

　
　
　

は
じ
め
に

　

訓
点
資
料
が
伝
え
ら
れ
た
古
い
例
は
、
奈
良
時
代
か
ら
存
す
る
。
し
か
し
、

漢
文
訓
読
語
の
通
時
的
研
究
と
し
て
は
、
片
仮
名
の
加
点
資
料
が
多
く
遺
さ
れ

て
い
る
平
安
初
期
の
訓
点
資
料
よ
り
始
ま
る
研
究
が
、
そ
の
成
果
の
密
度
が
高

い
。
平
安
初
期
よ
り
年
代
を
降
り
つ
つ
資
料
を
配
し
て
、
時
代
時
代
の
言
語
事

象
の
記
述
を
行
い
、
訓
読
語
の
変
化
が
語
ら
れ
る
が
、
時
代
時
代
の
共
時
態
を

取
り
上
げ
れ
ば
、
そ
の
共
時
態
は
、
文
体
差
と
か
、
位
相
差
と
い
う
概
念
で
説

明
さ
れ
て
き
た
日
本
語
の
相
ま
た
は
層
を
内
包
す
る
。
通
時
的
記
述
の
結
果
に

詳
細
な
像
を
結
ぶ
べ
き
方
向
で
研
究
を
進
め
よ
う
と
目
論
む
場
合
、
前
の
時
代

の
言
語
事
象
が
、
前
の
時
代
の
共
時
態

0

0

0

0

0

0

の
ど
の
部
分
を
占
め
る
も
の
で
、
後
の

時
代
の
共
時
態

0

0

0

0

0

0

の
ど
の
部
分
に
対
応
し
て
変
化
す
る
の
か
と
言
っ
た
観
点
は
、

訓
読
語
の
変
化
の
実
態
を
、
立
体
的
に
描
い
て
行
く
た
め
に
基
本
的
に
重
要
且

つ
必
須
な
視
角
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
は
、
後
節
に
詳
述
す
る
が
、
石
山
寺
校
倉
第
十
二
函
第
三
号
と
し
て
所

蔵
さ
れ
て
い
る
金
剛
頂
一
切
如
来
真
実
摂
大
乗
現
証
大
教
王
経
（
以
下
、
金
剛

頂
瑜
伽
経
）
巻
第
二
・
三
の
二
巻
を
対
象
に
、
言
語
事
象
の
記
述
を
中
心
と
し

て
、
密
教
の
経
に
属
す
る
典
籍
の
訓
読
語
の
問
題
を
考
え
て
み
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
記
述
の
狙
い
は
、
次
の
二
点
に
あ
る
。
第
一
点
は
、
平
安
初
期
天

台
宗
関
係
と
目
さ
れ
る
密
教
経
典

0

0

0

0

の
、
従
来
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
再
読
字
や

不
読
字
の
訓
法
を
初
め
と
す
る
事
象
の
、
平
安
初
期
密
教
資
料
に
現
れ
る
言
語

事
象
の
実
態
記
述
で
あ
る
。
第
二
点
目
は
、
同
じ
資
料
に
加
点
さ
れ
て
い
る
天

台
宗
山
門
派
の
平
安
後
期
の
加
点
に
な
る
宝
幢
院
点
の
訓
読
法
の
記
述
を
通
し

て
の
、
仁
和
二
年
の
訓
読
と
、
平
安
後
期
の
訓
読
と
の
通
時
的
な
問
題
、
訓
読

語
の
改
変（
変
化
）と
保
守（
伝
承
）の
問
題
に
触
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

一
、
石
山
寺
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
経
巻
第
二
・
三
の
史
料
的
価
値
（
一
）

　
　
　
　
　
　

—

平
安
初
期
の
密
教
経
相
経
典
の
加
点
資
料—

　

本
稿
に
取
り
上
げ
る
石
山
寺
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
経
は
、
巻
子
本
二
巻
で
、
巻
第

二
と
巻
第
三
と
を
伝
え
る
が
、
巻
第
二
に
は
、
平
安
初
期
仁
和
二
年
（
八
八
六
）

の
白
書
の
奥
書
、

― 1 ―
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○
仁
和
二
年
九
月
二
日
聞
已
於
元
慶
寺
圓
大
師
御
本
／
□
□
□
命

が
存
す
る
。
本
文
に
は
、
こ
の
奥
書
き
に
対
す
る
白
点
（
第
一
群
点
）
が
加
点

さ
れ
て
お
り
、
経
関
係
の
密
教
経
典
の
平
安
初
期
の
加
点
資
料
で
あ
る
事
が
知

ら
れ
る
。
本
巻
第
二
に
は
、
こ
の
白
書
の
奥
書
と
は
別
に
、
別
筆
の
墨
書
で
、

　
　

○
治
承
四
秊
（
一
一
八
〇
）
四
月
二
日
於
石
山
寺
東
院
房
文
泉
房
傳
／
受

　
　
　

了

の
朗
寵
の
奥
書
が
あ
っ
て
、
本
文
に
は
こ
れ
に
対
応
す
る
墨
点
の
仮
名
の
加
点

が
あ
る
。
ま
た
、
当
該
巻
第
二
に
は
、
平
安
後
期
加
点
と
推
定
さ
れ
る
朱
の
宝

幢
院
点
の
加
点
も
存
し
て
い
る
。

　

巻
第
三
に
は
、
白
点
の
加
点
は
な
く
、
薄
朱
に
よ
る
第
一
群
点
の
加
点
が
存

し
て
、
平
安
初
期
の
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
他
に
、
巻
第
二
と
同

じ
く
平
安
後
期
加
点
と
思
し
き
朱
の
宝
幢
院
点
の
加
点
が
存
す
る
。
ま
た
、
多

く
は
な
い
が
巻
第
二
と
同
様
に
、
治
承
四
年
の
朗
寵
の
加
点
と
思
し
き
墨
の
仮

名
点
が
存
し
て
、

　
　

○
治
承
四
秊
四
月
三
日
於
石
山
寺
東
院
房
以
／
經
藏
之
本
文
泉
房
傳
受
了

　
　
　

依
未
灌
頂
々
々
／
事
者
空
引
之
了

の
奥
書
と
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

　

具
体
的
な
言
語
事
象
を
取
り
上
げ
て
後
節
に
説
く
が
、
当
該
資
料
に
は
、
仁

和
二
年
点
と
認
め
た
訓
点
中
に
、
平
安
初
期
の
語
法
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
巻

第
二
の
白
書
の
奥
書
は
、
転
写
で
は
な
く
、
仁
和
二
年
の
も
の
で
あ
る
と
判
断

し
た
。
ま
た
、
宝
幢
院
点
は
、
天
台
宗
山
門
派
の
ヲ
コ
ト
点
法
で
、
平
安
後
期

に
は
、
同
派
で
の
使
用
例
が
あ
っ
て
、
十
一
・
二
世
紀
に
、
同
派
で
盛
ん
に
使

用
さ
れ
た
ヲ
コ
ト
点
法
で
あ
る
。

　

右
の
訓
点
の
内
、
巻
第
二
の
仁
和
二
年
の
白
点
は
、
ヲ
コ
ト
点
主
体
で
加
点

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
加
点
さ
れ
た
第
一
群
点
は
、
左
掲
の
如
く
帰
納
で
き
る

も
の
で
あ
る
。

­­­

こ
の
帰
納
表
の
第
一
壺
の
星
点
の
体
系
は
、
西
墓
点
に
通
ず
る
。
四
辺
・
中
央

お
よ
び
、
右
辺
中
央
外
側
に
「
と
」
の
点
が
帰
納
さ
れ
、
西
墓
点
に
合
致
す
る
。

左
内
側
は
、「
せ
」
と
「
よ
」
を
帰
納
し
た
。
点
図
集
に
登
載
の
西
墓
点
は
、

左
内
側
の
上
が
、「
せ
」
の
音
節
で
は
無
い
が
、
点
図
集
の
西
墓
点
に
は
壺
の

内
側
上
方
に
「
せ
」
が
あ
る
。
右
内
側
は
、
下
方
に
「
め
」
を
帰
納
し
た
。
こ

れ
が
、
点
図
集
登
載
の
西
墓
点
と
は
異
な
る
。
天
台
宗
系
の
第
一
群
点
の
ヲ
コ

ト
点
と
見
て
、
矛
盾
は
無
い
。
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一
方
、
巻
第
三
に
加
点
さ
れ
て
い
る
平
安
初
期
と
思
し
き
薄
朱
の
第
一
群
点

は
、

­­­

と
帰
納
さ
れ
る
も
の
で
、
巻
第
三
の
薄
朱
の
ヲ
コ
ト
点
の
体
系
が
、
巻
第
二
の

白
点
の
も
の
に
比
べ
て
単
純
で
は
あ
る
が
、
ヲ
コ
ト
点
の
符
号
が
担
う
音
節
に

矛
盾
が
な
く
、
同
種
の
も
の
と
認
め
て
良
い
よ
う
に
判
断
さ
れ
る
。
巻
第
二
は

白
書
訓
点
、
巻
第
三
は
薄
朱
の
訓
点
で
加
点
の
色
彩
が
不
同
で
あ
る
が
、
共
に

仁
和
二
年
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
様
に
判
断
さ
れ
る
。

　

本
資
料
の
出
自
伝
来
に
つ
い
て
は
、
治
承
四
年
に
は
、
石
山
寺
に
あ
っ
た
事

は
確
実
で
、
朗
寵
の
伝
授
に
供
さ
れ
て
い
る
。
巻
第
二
の
仁
和
二
年
の
奥
書
中

の
「
元
慶
寺
」
に
つ
い
て
は
、
既
に
先
学
の
指
摘
が
あ
る（

１
）が
、「
元
慶
寺
」
は
、

現
京
都
市
山
科
区
に
存
す
る
天
台
宗
の
寺
院
で
、
僧
正
遍
昭
の
開
基
に
な
る
花

山
法
皇
（
九
六
八
〜
一
〇
〇
八
）
ゆ
か
り
の
寺
で
あ
る
。
本
資
料
自
体
が
、
石

山
寺
に
落
ち
着
く
ま
で
に
、
如
何
な
る
経
路
を
辿
っ
た
の
か
は
明
瞭
さ
を
欠
く

が
、
仁
和
二
年
に
行
わ
れ
た
「
元
慶
寺
」
で
の
講
説
の
席
に
あ
っ
た
人
物
の
関

係
し
た
資
料
で
、
天
台
宗
に
発
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら

の
事
は
既
に
築
島
裕
博
士
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
宝
幢
院
点
の
加
点
か

ら
、
天
台
宗
も
山
門
派
に
伝
わ
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
と
認
め
ら
れ
る
。

　

本
資
料
は
、
ヲ
コ
ト
点
主
体
の
資
料
で
、
仮
名
点
の
加
点
が
決
し
て
多
く
は

な
い
。
後
に
も
述
べ
る
が
、
訓
点
資
料
の
質
と
し
て
は
、
一
般
に
は
、
重
要
性

が
薄
い
と
判
ぜ
ら
れ
る
類
の
加
点
量
、
加
点
密
度
の
資
料
で
あ
る
。
た
だ
、
本

資
料
が
注
目
さ
れ
る
の
は
、
密
教
経
典
で
あ
る
金
剛
頂
瑜
伽
経
の
平
安
初
期
の

加
点
資
料
の
実
物
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

　

従
来
よ
り
、
あ
る
い
は
、
漢
文
訓
読
語
研
究
が
始
ま
っ
て
以
来
、
平
安
初
期

の
訓
点
資
料
は
、
そ
の
希
少
性
と
訓
点
書
記
の
草
創
期
の
資
料
と
し
て
珍
重
さ

れ
、
共
時
的
あ
る
い
は
通
時
的
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
て
い
る
。
た

だ
、
通
時
的
研
究
の
資
料
と
し
て
の
平
安
初
期
の
訓
点
資
料
は
、
現
存
の
資
料

的
制
約
に
依
っ
て
、
概
し
て
、
偏
っ
た
言
語
世
界
の
資
料
を
使
用
し
て
き
た
と

認
め
ら
れ
る
。
先
に
、
立
体
的
な
漢
文
訓
読
語
史
を
描
く
た
め
に
は
、
通
時
的

な
像
を
描
く
前
提
と
し
て
、
時
代
時
代
の
共
時
的
な
位
置
づ
け
の
必
要
性
を
説

い
た
が
、
漢
文
訓
読
語
研
究
史
上
か
ら
は
、
平
安
初
期
の
訓
点
資
料
研
究
は
、

研
究
に
使
用
さ
れ
て
き
た
資
料
が
時
代
の
共
時
態
の
全
体
を
覆
っ
て
の
均
等
な

分
布
で
は
な
い
。
即
ち
、
言
い
換
え
れ
ば
、
平
安
初
期
の
訓
点
資
料
は
、
多
く

は
南
都
古
宗
の
系
統
を
引
く
、
顕
教
系
の
諸
資
料
に
偏
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
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評
価
す
べ
き
で
あ
る
。

　

平
安
時
代
初
期
の
新
興
勢
力
で
あ
る
密
教
系
の
宗
派
、
天
台
宗
・
真
言
宗
に

関
し
て
、
密
教
系
の
典
籍
の
将
来
は
、
将
来
目
録
類
に
依
っ
て
確
認
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
し
、
密
教
経
典
の
訓
読
は
、
実
証
的
に
確
認
す
る
事
が
出
来
る
。

例
え
ば
、
真
言
宗
に
お
い
て
は
、
訓
点
資
料
そ
の
も
の
で
は
無
い
が
、
空
海
撰

と
さ
れ
る
一
字
頂
輪
王
儀
軌
音
義
は
、
密
教
の
事
相
書
・
儀
軌
で
あ
る
一
字
頂

輪
王
儀
軌
か
ら
字
句
を
抜
き
出
し
、
そ
れ
に
万
葉
仮
名
和
訓
な
ど
を
添
え
た
巻

音
義
で
、
儀
軌
の
訓
読
の
実
態
を
考
え
ね
ば
、
存
在
理
由
・
存
在
意
義
の
無
い

資
料
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
入
唐
僧
の
将
来
の
密
教
経
典
と
は
異
な
る
が
、

神
護
寺
蔵
の
沙
門
勝
道
歴
山
瑩
玄
珠
碑
は
、
平
安
初
期
の
仮
名
点
資
料
で
、
空

海
の
撰
述
書
で
あ
る
。
大
毗
盧
遮
那
成
仏
経
疏
に
関
し
て
は
、
築
島
裕
博
士
に

よ
る
言
及
が
あ
っ
て（

２
）、

真
福
寺
宝
生
院
蔵
大
毗
盧
遮
那
成
仏
経
疏
保
元
二
年

（
一
一
五
七
）
点
本
の
本
奥
書
中
に
、
承
和
十
三
年
（
八
四
六
）
四
月
二
十
五

日
か
ら
二
十
八
日
に
及
ぶ
講
説
の
記
事
の
あ
る
事
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
聴
衆

は
空
海
の
弟
子
達
で
、
訓
点
資
料
そ
の
も
の
が
残
さ
れ
た
の
か
否
か
の
実
証
的

な
確
証
は
無
い
が
、
大
毗
盧
遮
那
成
仏
経
疏
の
本
文
の
訓
読
が
行
わ
れ
た
蓋
然

性
は
高
い
と
認
め
ね
ば
な
る
ま
い
。

　

平
安
初
期
天
台
宗
の
顕
教
関
係
書
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
平
安
初
期
の
加
点

資
料
が
残
さ
れ
て
い
て
、著
名
な
華
厳
関
係
資
料
群
が
あ
る
。
年
代
の
明
確
な
、

著
名
な
加
点
資
料
と
し
て
、
延
暦
年
間
の
奥
書
の
存
す
る
資
料
類
で
、
奈
良
時

代
最
末
期
・
平
安
極
初
期
の
加
点
年
代
の
明
確
な
資
料
と
し
て
衆
知
さ
れ
た
も

の
が
あ
る
。
ま
た
、
平
安
初
期
貞
観
十
九
年
（
八
七
七
）
の
天
台
宗
僧
儀
遠
の

奥
書
が
存
す
る
華
厳
経
元
慶
三
年
（
八
七
九
）
点
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

日
本
宗
教
史
の
事
柄
と
し
て
、
最
澄
が
中
国
よ
り
伝
え
た
と
さ
れ
る
天
台
宗

は
、
密
教
に
お
い
て
十
分
で
は
な
か
っ
た
と
説
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
顕

教
系
の
書
の
訓
読
語
は
、
実
例
に
つ
い
て
論
じ
る
事
が
出
来
る
。
し
か
し
、
こ

の
訓
読
語
の
出
自
が
問
題
で
あ
っ
て
、
今
ま
で
に
先
学
に
依
っ
て
古
く
よ
り
触

れ
ら
れ
て
き
た
如
く（
３
）、

訓
読
語
の
成
立
の
背
景
に
は
、
南
都
と
の
関
係
を
念
頭

に
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

天
台
宗
の
密
教
系
の
経
典
類
に
つ
い
て
は
、
本
奥
書
に
訓
読
の
事
実
が
伝
え

ら
れ
た
例
が
あ
る
。
石
山
寺
蔵
金
剛
界
儀
軌
天
永
三
年
（
一
一
一
二
）
点
本
の

本
奥
書
に
は
、「
良
勇
（
八
五
四
〜
九
二
三
）」「
敬
一
（
八
六
七
〜
九
四
九
）」

の
名
が
見
え
て
、
そ
の
訓
説
を
伝
え
て
い
る
か
ら
、
密
教
の
事
相
書
で
あ
る
儀

軌
の
訓
読
が
な
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
実
例
と
し
て
の
加
点
資
料
は
、
平

安
初
期
も
最
末
期
で
あ
る
が
、
石
山
寺
蔵
金
剛
界
儀
軌
寛
平
元
年
（
八
八
九
）

点（
４
）、
京
都
大
学
蔵
蘇
悉
地
羯
羅
経
略
疏
寛
平
八
年
（
八
九
六
）
点
と
共
に
、
本

稿
に
取
り
上
げ
る
金
剛
頂
瑜
伽
経
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

円
仁
や
円
珍
の
将
来
目
録
に
は
、
両
者
重
複
す
る
も
の
も
少
な
く
な
い
が
、

密
教
系
の
経
典
が
多
数
に
上
る
。
本
邦
に
お
け
る
密
教
系
の
末
書
が
撰
述
さ
れ

て
い
る
事
実
が
あ
る
の
で
、密
教
系
経
典
が
読
解
さ
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　

以
上
の
如
く
、
平
安
初
期
の
真
言
宗
に
せ
よ
、
天
台
宗
に
せ
よ
、
密
教
系
の

経
典
の
訓
読
が
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
実
例
と
し
て
の

密
教
経
典
の
実
際
の
加
点
資
料
は
、
多
く
伝
え
ら
れ
て
は
い
な
い
の
が
現
実
で

あ
る
。

　

そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
本
稿
で
取
り
上
げ
て
言
語
事
象
の
記
述
を
試
み
よ

う
と
す
る
石
山
寺
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
経
仁
和
二
年
点
本
は
、
平
安
初
期
の
白
点
、
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薄
朱
点
（
第
一
群
点
）
の
加
点
資
料
の
実
物
で
あ
る
と
共
に
、
平
安
後
期
加
点

と
推
定
さ
れ
る
宝
幢
院
点
の
加
点
が
存
し
て
、
時
代
を
隔
て
た
天
台
宗
の
訓
読

語
の
比
較
が
可
能
で
、
訓
読
語
の
歴
史
的
経
緯
の
解
明
が
可
能
な
貴
重
な
資
料

と
し
て
位
置
づ
け
る
事
が
出
来
る
。

　
　
　

二
、
石
山
寺
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
経
巻
第
二
・
三
の
史
料
的
価
値
（
二
）

　
　
　
　
　
　
　

—

ヲ
コ
ト
点
中
心
の
資
料
の
資
料
性—

　

右
に
検
討
し
た
如
く
、
石
山
寺
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
経
仁
和
二
年
点
本
は
、
漢
文

訓
読
語
史
の
叙
述
に
と
っ
て
は
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
事
が
理
解
さ
れ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
訓
点
資
料
と
し
て
の
不
十
分
さ
も
明
確
に
自
覚
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。

　

当
該
資
料
の
加
点
の
様
態
は
、
巻
第
二
の
第
一
群
点
の
白
点
も
、
ま
た
宝
幢

院
点
の
朱
点
も
、
ヲ
コ
ト
点
主
体
の
加
点
で
あ
る
。
巻
第
三
の
薄
朱
点
も
、
ま

た
、
宝
幢
院
点
も
同
様
に
、
ヲ
コ
ト
点
主
体
の
加
点
資
料
で
あ
る
。
朗
寵
に
よ

る
墨
の
仮
名
点
は
、
両
巻
を
合
わ
せ
て
も
数
条
に
過
ぎ
な
い
。
平
安
時
代
初
期

の
密
教
の
経
の
加
点
資
料
と
し
て
、
非
常
に
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
位
置
づ
け

ら
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
片
仮
名
の
加
点
の
用
例
が
多
く
は
拾
え
な
い
。

　

ヲ
コ
ト
点
の
日
本
語
史
に
お
け
る
価
値
は
、
例
え
ば
、
訓
点
資
料
の
資
料
性

の
評
価
と
関
わ
る
部
分
に
お
い
て
存
す
る
事
が
知
ら
れ
て
い
る
。
奥
書
の
存
し

な
い
場
合
も
、
ヲ
コ
ト
点
の
種
類
に
よ
る
共
時
的
な
言
語
集
団
の
推
定
が
な
さ

れ
、
ま
た
、
通
時
的
な
ヲ
コ
ト
点
の
発
生
と
伝
承
が
描
か
れ
て
来
て
い
る
事
に

よ
っ
て
資
料
の
年
代
判
定
に
も
資
す
る
部
分
が
あ
る（

５
）。

　

し
か
し
、
か
か
る
有
益
な
面
が
あ
る
一
方
で
、
訓
点
資
料
の
具
体
的
な
訓
読

語
・
訓
読
語
形
を
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
時
、
資
料
的
価
値
に
心
許
な
さ
も
存

す
る
。
訓
点
資
料
に
使
わ
れ
る
文
字
・
符
号
の
内
、
仮
名—

多
く
が
、
片
仮
名

に
よ
る
加
点—

の
場
合
は
、基
本
的
に
は
、一
字
（
字
母
〔
万
葉
仮
名
〕
に
遡
っ

て
）
は
一
音
節
に
対
応
し
た
、
一
対
一
の
対
応
関
係
を
時
代
の
共
時
態
に
亙
っ

て
持
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
語
彙
論
や
音
韻
、
語
法
等
の
考
察
に
は
、
訓
読
語

の
語
形
の
決
定
に
関
わ
っ
て
、
重
要
な
拠
り
所
と
な
る
。
一
方
、
ヲ
コ
ト
点
の

場
合
は
、
そ
の
符
号
に
対
応
し
た
音
節
が
、
何
で
あ
っ
た
の
か
が
、
共
時
的
に

不
確
定
で
あ
る
こ
と
が
否
め
な
い
。
中
田
祝
夫
博
士
は
、
ヲ
コ
ト
点
を
八
群
に

分
か
た
れ
た
が
、
そ
の
八
群
の
ヲ
コ
ト
点
に
お
い
て
、
星
点
の
体
系
が
異
な
る
。

同
じ
時
代
で
も
共
時
的
な
言
語
集
団
の
違
い
に
よ
っ
て
、
壺
の
同
一
の
位
置
に

付
さ
れ
た
星
点
の
担
う
音
節
が
異
な
る
。
即
ち
、
星
点
の
壺
に
お
け
る
位
置
的

な
示
差
が
、
言
語
集
団
集
団
に
よ
っ
て
、
別
体
系
を
形
作
る
。
そ
の
体
系
は
、

研
究
の
現
状
に
お
い
て
は
、
先
ず
、
研
究
者
に
よ
っ
て
帰
納
さ
れ
、
一
資
料
に

お
け
る
ヲ
コ
ト
点
の
全
体
系
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
帰
納
さ
れ

た
ヲ
コ
ト
点
の
そ
れ
ぞ
れ
の
符
号
が
担
う
音
節
が
、
当
時
の
該
当
資
料
に
加
点

し
た
言
語
主
体
の
言
語
認
識
を
そ
の
ま
ま
正
確
に
表
し
た
物
で
あ
る
の
か
否
か

が
、
問
題
と
な
る
。
即
ち
、
加
点
者
の
ヲ
コ
ト
点
の
認
識
を
、
現
代
の
研
究
者

の
帰
納
が
、
明
確
に
指
し
示
し
た
物
で
あ
る
と
い
う
客
観
的
保
証
が
必
要
と
な

る
の
で
あ
る
。

　

星
点
の
体
系
は
、
八
群
と
も
比
較
的
単
純
な
構
造
で
、
用
例
も
多
い
た
め
、

帰
納
さ
れ
て
充
て
ら
れ
る
音
節
の
蓋
然
性
は
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ

れ
で
も
、
一
星
点
に
二
音
節
以
上
に
該
当
す
る
ヲ
コ
ト
点
種
も
あ
る
。
線
点
や

鉤
点
、
あ
る
い
は
、
画
数
も
二
画
以
上
に
な
る
符
号
に
お
い
て
は
、
該
当
す
る
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音
節
（
語
形
）
の
認
定
が
容
易
で
は
な
い
。
こ
の
研
究
者
の
帰
納
を
、
当
時
の

言
語
実
態
と
し
て
よ
り
客
観
的
に
支
え
る
の
は
、古
聖
教
に
残
さ
れ
た
点
図
や
、

各
種
の
ヲ
コ
ト
点
図
を
集
成
し
た
点
図
集
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
問
題
は
、
古
く

よ
り
意
識
さ
れ
て
い
て
、
古
点
図
集
の
研
究
、
点
図
集
の
対
校
や
校
訂
の
作
業

が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た（

６
）。

　

築
島
裕
博
士
は
、
中
田
祝
夫
博
士
の
八
分
類
を
更
に
進
め
ら
れ
て
、
未
発
見

で
あ
っ
た
ヲ
コ
ト
点
種
を
発
見
さ
れ
、
ま
た
、
特
殊
点
と
い
う
分
類
範
疇
を
た

て
ら
れ
て
、
甲
類
と
乙
類
の
下
位
分
類
を
さ
れ
た（

７
）。

こ
こ
に
、
言
語
資
料
と
し

て
の
ヲ
コ
ト
点
が
問
題
と
な
る
の
は
、
築
島
博
士
が
、
訓
点
資
料
の
博
捜
を
基

に
、
多
く
の
点
図
集
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
ヲ
コ
ト
点
を
使
っ
た
資
料
を
見
出

さ
れ
た
こ
と
で
、
特
殊
点
は
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
が
、
八
群—

実
際
に
は
内
、

六
群—

の
ヲ
コ
ト
点
も
、点
図
集
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
体
系
の
ヲ
コ
ト
点
は
、

少
な
か
ら
ず
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
資
料
が
問
題
と
な
る
。
即
ち
、

こ
れ
ら
の
ヲ
コ
ト
点
資
料
の
ヲ
コ
ト
点
は
、
現
状
と
し
て
は
、
研
究
者
の
帰
納

に
よ
る
し
か
無
く
、
謂
わ
ば
、
現
代
研
究
者
の
主
観
性
や
解
釈
が
入
る
の
を
完

全
に
は
排
除
で
き
な
い
。
学
史
的
に
、
古
く
は
、
特
に
、
平
安
初
期
の
資
料
の

訓
読
文
に
つ
い
て
、
複
数
の
訓
読
文
が
公
に
さ
れ
て
、
各
者
各
様
に
異
同
が
存

し
、
所
謂
、
異
な
っ
た
訓
読
文
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
批
判
の
対
象
に
も
さ

れ
た（

８
）が

、
こ
の
批
判
は
、
極
め
て
後
ろ
向
き
な
研
究
態
度
と
し
か
言
い
よ
う
が

な
く
、
以
上
の
様
な
実
情
に
鑑
み
れ
ば
、
現
代
に
お
い
て
の
訓
読
文
間
の
異
同

の
存
在
は
、
当
然
と
言
え
ば
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
て
、
か
か
る
学
問
的
認

識
を
持
っ
て
、
訓
読
文
と
言
う
形
で
公
に
さ
れ
た
日
本
語
資
料
と
接
す
べ
き
で

あ
る
。
即
ち
、
訓
読
文
作
成
の
立
脚
点
に
お
い
て
既
に
、
点
図
集
所
載
の
ヲ
コ

ト
点
類
と
は
、
そ
の
訓
読
文
の
基
礎
を
支
え
る
も
の
が
希
薄
な
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
事
を
殊
更
に
取
り
上
げ
て
、
論
難
す
べ
き
こ
と
で
も
な
い
こ
と
は
、
至
極

当
然
の
こ
と
と
し
て
認
識
し
、
そ
の
見
地
か
ら
、
日
本
語
資
料
と
し
て
使
用
す

れ
ば
良
い
だ
け
の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
更
に
、
贅
言
を
添
え
れ
ば
、
利
用

す
る
側
は
、
確
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
レ
ベ
ル
の
も
の
と
、
些
か
、
躊
躇

さ
れ
る
例
と
を
峻
別
し
て
、
利
用
す
れ
ば
よ
い
だ
け
の
こ
と
で
あ
る（
９
）。

　

同
一
資
料
内
の
言
語
情
報
と
し
て
、
そ
の
価
値
は
、
仮
名
点
に
お
い
て
高
く
、

こ
れ
に
比
較
す
れ
ば
、
ヲ
コ
ト
点
の
、
言
語
情
報
と
し
て
の
信
頼
性
は
低
い
と

論
断
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
に
取
り
上
げ
る
石
山
寺
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
経
仁
和

二
年
点
本
は
、
点
図
集
に
は
登
載
の
な
い
第
一
群
点
に
よ
る
ヲ
コ
ト
点
主
体
の

資
料
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
本
資
料
の
言
語
資
料
と
し
て
の
信
頼
性
に
つ
い
て
の

資
料
的
弱
点
が
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
第
一
節
に
も
述
べ
た
如
く
、
本
資
料
に

か
わ
る
平
安
初
期
の
、
し
か
も
、
加
点
年
代
の
明
確
な
密
教
経
関
係
の
資
料
は

他
に
な
く

（
１
０
）、
他
に
代
え
が
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
右
の
、
ヲ
コ
ト
点
と
い
う
符

号
の
言
語
資
料
と
し
て
の
信
頼
性
の
低
さ
を
、
念
頭
に
置
け
ば
、
本
稿
自
体
が
、

必
然
的
に
所
詮
、
極
め
て
脆
弱
な
基
盤
に
立
っ
た
論
で
あ
る
と
認
識
・
評
価
せ

ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
ま
ず
こ
こ
に
告
白
し
て
置
く
。

　
　
　

三
、
石
山
寺
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
経
仁
和
二
年
点
の
訓
読
語

　
　
　
　
　
　
　

—

平
安
初
期
語
法
を
中
心
に—

　

次
に
は
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
、
注
目
さ
れ
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
訓
読

語
の
内
、
仁
和
二
年
点
の
助
詞
、
読
添
語
を
中
心
に
記
述
を
行
っ
て
お
く
。

　

第
一
節
に
記
述
し
た
如
く
、
仁
和
二
年
点
に
は
、
星
点
・
左
中
央
に
「
い
」
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の
音
節
が
現
れ
る
。
こ
の
ヲ
コ
ト
点
「
い
」
は
、

　

１
、
爾
（
の
）
時
（
に
）
毗
首
羯
磨
大
菩
薩
の
身
い
［
從
］
世
尊
の
心
よ
り

　
　

下
（
り
）
て
（
巻
第
二
・
仁
和
二
年
点
）

　

２
、
願
（
は
く
）
は
大
乘
を
現
證
（
し
）
た
ま
へ
た
る
い
遍
し
て
大
理
趣
を

　
　

流ツ
タ

ヘ
た
る
に
。
我
等
汝ち

尊
を
請
（
し
）
た
て
ま
つ
る
。（
巻
第
二
・
仁
和

　
　

二
年
点
）

　

３
、
金
剛
形
住
藏
い
［
於
］
心
（
の
）
中
（
に
）
觀
（
す
）
當
（
し
）　
（
巻

　
　

第
三
・
仁
和
二
年
薄
朱
点
）

　

４
、
不
動
佛
い
地
（
に
）
觸
（
せ
よ
）　
（
巻
第
三
・
仁
和
二
年
薄
朱
点
）

な
ど
と
現
れ
る
。
こ
の
副
助
詞
「
い
」
は
、
古
代
の
助
詞
と
も
称
さ
れ
る
も
の

で
、
平
安
中
期
以
降
に
は
、
特
定
の
訓
点
資
料
を
除
い
て
、
そ
の
使
用
は
衰
退

す
る
と
説
か
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
仁
和
二
年
点
に
は
そ
の
助
詞
「
い
」
が

出
現
す
る
。
第
一
節
に
帰
納
し
た
ヲ
コ
ト
点
の
星
点
の
配
列
は
、
外
周
と
中
央

は
、
西
墓
点
と
等
し
く
、
左
辺
中
央
の
星
点
は
、
副
助
詞
「
い
」
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
。

　

平
安
初
期
に
は
、一
般
に
、「
者
」
字
を
、事
物
の
用
字
と
人
物
の
用
字
と
で
、

「
モ
ノ
」と「
ヒ
ト
」と
の
読
み
分
け
る
と
説
か
れ
る
。
当
該
仁
和
二
年
点
に
は
、

　

５
、
奇
（
き
）
哉か

な 

精
進
の
甲
、
我 

固
（
き
）
に
は
堅
固
の
者ひ

と

な
り　

（
巻
第
二
・
仁
和
二
年
点
）

　

６
、
諸
の
縛
脱
た
る 

者
ひ
と
／
と 

を
有
情
の
利
の
故
に
縛
（
音
）
せ
令し

む
。

（
巻
第
二
・
仁
和
二
年
点
）

ヲ
コ
ト
点
に
従
っ
て
掲
げ
た
例
で
あ
る
が
、例
６
に
は
、こ
の
右
辺
中
央
の「
人
」

の
ヲ
コ
ト
点
と
は
別
に
、
右
辺
裾
に
「
と
」
の
加
点
が
あ
っ
て
、「
ヒ
ト
」
の

第
二
音
節
に
相
当
す
る
も
の
と
認
定
さ
れ
る
。
先
の
ヲ
コ
ト
点
の
帰
納
に
お
い

て
壺
右
辺
中
央
の
「
人
」
を
、「
ひ
と
」
と
帰
納
し
た
が
、
更
に
こ
の
例
に
依
っ

て
、「
者
」
字
に
「
ヒ
ト
」
訓
を
与
え
た
蓋
然
性
が
高
ま
ろ
う
。

　

以
上
の
例
は
、
従
来
、
平
安
初
期
の
訓
点
資
料
に
は
現
れ
る
例
で
あ
っ
て
、

平
安
時
代
も
後
半
期
に
な
る
と
用
例
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、「
者
」

な
ど
は
、「
モ
ノ
」
訓
が
普
通
と
な
る
事
象
で
あ
っ
て
、
巻
第
二
の
白
点
、
巻

第
三
の
薄
朱
点
が
、
平
安
初
期
の
訓
点
で
あ
る
事
を
裏
付
け
る
。
ま
た
、
同
資

料
中
の
平
安
後
期
宝
幢
院
点
の
訓
読
は
、「
者
」
字
に
、「
モ
ノ
」
訓
を
与
え
て

い
る
。

　

金
剛
頂
瑜
伽
経
仁
和
二
年
点
に
お
い
て
は
、
一
方
で
、
従
来
、
平
安
中
期
訓

点
資
料
に
な
っ
て
出
現
す
る
事
象
で
あ
る
と
説
か
れ
て
き
た
例

（
１
１
）が

、
既
に
仁
和

二
年
点
に
出
現
す
る
例
が
あ
る
。

　

７
、金
剛
眼
と
淨
と
等ラ

は 

无
量
壽
の
輪
壇
に
せ
よ
。（
巻
第
二
・
仁
和
二
年
点
）

孤
例
で
あ
る
が
、
当
該
資
料
に
は
多
く
な
い
片
仮
名
点
で
記
さ
れ
た
例
で
、
副

助
詞
「
ラ
」
が
出
現
す
る
。
従
来
説
か
れ
て
来
た
の
は
、
京
都
大
学
図
書
館
蔵

蘇
悉
地
羯
羅
経
延
喜
九
年
（
九
〇
九
）
点
が
最
古
の
例
で
、
こ
れ
よ
り
遡
っ
た

例
と
な
る
。
京
都
大
学
図
書
館
蔵
蘇
悉
地
羯
羅
経
に
は
、
延
喜
九
年
の
西
墓
点

の
加
点
が
あ
っ
て
、当
該
資
料
と
同
系
統
の
資
料
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

次
節
以
降
に
は
、
仁
和
二
年
点
の
助
字
と
再
読
字
の
記
述
を
行
い
、
更
に
、

平
安
後
期
宝
幢
院
点
の
訓
読
法
に
つ
い
て
も
記
述
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　

四
、
石
山
寺
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
経
仁
和
二
年
点
本
の
訓
読
語

　
　
　
　
　
　
　

—

助
字
の
訓
読
法—
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ま
ず
、
当
該
資
料
中
に
現
れ
る
助
字
の
訓
読
法
に
つ
い
て
、
記
述
を
行
っ
て

み
る
。

　

最
初
に
、「
從
」
字
の
訓
読
法
に
焦
点
を
当
て
る
。
当
該
資
料
に
お
い
て
「
從
」

字
は
、
仁
和
二
年
点
、
平
安
後
期
点
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
訓
読
さ
れ
る
。

　

８
、爾（
の
）時（
に
）毗
首
羯
磨
大
菩
薩
の
身
い［
從
］世
尊
の
心
よ
り
下（
り
）

　
　

て
一
切
如
來
の
前
の
月
輪
（
返
）
に
依
（
り
）
て　
（
巻
第
二
・
仁
和
二
年
点
）

　

９
、爾（
の
）時（
に
）毗
首
羯
磨
大
菩
薩
の
身 

世
尊
の
心（
返
）從（
り
）下（
り
）

　
　

て
一
切
如
來
の
前
の
月
輪
（
返
）
に
依
（
り
）　
（
巻
第
二
・
平
安
後
期
点
〈
右

　
　

と
同
一
箇
所
〉）

用
例
８
の
平
安
初
期
仁
和
二
年
点
で
は
、「
從
」
字
は
不
読
と
さ
れ
、格
助
詞
「
ヨ

リ
」
は
、
漢
文
の
構
文
に
お
い
て
、
下
接
し
た
語
句
に
読
添
え
ら
れ
る
。
一
方
、

時
代
が
降
っ
て
の
平
安
後
期
点
で
は
、例
９
の
よ
う
に
「
從
」
字
を
直
読
し
、「
ヨ

リ
」訓
を
与
え
て
訓
読
し
て
い
る
。
特
に
、巻
第
二
に
お
い
て「
從
」字
は
、屢
々

出
現
す
る
が
、
仁
和
二
年
点
で
は
、
下
接
語
句
に
「
ヨ
リ
」
訓
が
添
え
ら
れ
る

場
合
、
不
読
と
し
て
例
外
が
な
い
。
一
方
、
平
安
後
期
点
に
お
い
て
は
、
用
例

９
の
如
く
、「
從
」
字
の
「
ヨ
リ
」
直
読
例
が
頻
出
す
る
。

　

仁
和
二
年
点
に
お
い
て
「
從
」
字
が
直
読
さ
れ
て
、「
シ
タ
ガ
フ
」
訓
が
与

え
ら
れ
た
以
下
の
様
な
訓
読
法
も
確
認
さ
れ
る
。

　

10
、一
切
如
來
心
（
返
）
に
從
（
ひ
）
て
纔
（
に
）
出
（
て
）
已
（
る
）
に
（
巻

　
　

第
二
・
仁
和
二
年
点
）

　

11
、
彼
（
の
）
一
切
（
の
）
花
供
養
（
の
）
嚴
飾
（
返
）
に
從し

（
ひ
）
て
一
切

　
　

世
界
（
の
）
微
塵
等
の
如
來
の
身
（
返
）
を
出
し
て
（
巻
第
二
・
平
安
後
期
点
）

と
し
た
例
が
認
め
ら
れ
る
。
用
例
10
の
仁
和
二
年
点
は
、「
從
」字
を
直
読
し
て
、

「
シ
タ
ガ
フ
」
訓
を
与
え
て
い
る
。
平
安
後
期
点
の
用
例
11
で
も
、「
從
」
字
を

直
読
し
て
、「
シ
タ
ガ
フ
」
訓
が
充
当
さ
れ
た
も
の
と
思
し
い
。

　
「
從
」
字
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
例
も
認
め
ら
れ
る
。

　

12
、［
從
］
彼
の
金
剛
甲
冑
（
の
）
形
よ
り
一
切
世
界
の
微
塵
等
（
の
）
如

　
　

來
身
を
出
（
た
）
す　
（
巻
第
二
・
仁
和
二
年
点
）　

　

13
、
彼
（
の
）
金
剛
甲
冑
（
の
）
形
（
返
）
從
（
り
）［
イ
、　
［
從
］
彼
（
の
）

　
　

金
剛
甲
冑
（
の
）
形
を
］
一
切
世
界
の
微
塵
等
の
如
來
の
身
を
出
（
た
し
）

　
　

た
ま
ふ
。（
巻
第
二
・
平
安
後
期
点
〈
右
と
同
一
箇
所
〉）　

用
例
12
の
仁
和
二
年
点
は
、
先
掲
例
８
と
同
様
、
不
読
の
訓
法
を
採
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
用
例
13
の
平
安
後
期
の
朱
宝
幢
院
点
で
は
、
該
当
箇
所
に
異
読
が

併
存
す
る
例
と
認
め
ら
れ
て
、
漢
文
本
文
「
從
彼
金
剛
甲
冑
形
出
一
切
世
界
微

塵
等
如
來
身
」
の
「
形
」
字
に
は
、
ヲ
コ
ト
点
星
点
の
「
を
」
と
返
点
の
二
種

の
加
点
が
存
す
る
が
、
こ
の
二
点
を
矛
盾
無
く
訓
読
す
る
に
は
、
異
訓
の
併
記

例
で
あ
る
と
解
釈
す
る
の
が
最
も
合
理
的
で
あ
る
。
即
ち
、
平
安
後
期
点
に
お

い
て
は
、「
從
」
字
の
助
詞
「
ヨ
リ
」
の
直
読
例
と
、「
從
」
字
の
不
読
例
と
が

併
存
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
後
者
の
場
合
は
、「
從
」
字
を
不
読
字
と
し

た
訓
読
法
で
、
訓
読
の
状
況
は
全
同
で
は
な
い
が
、
平
安
初
期
の
仁
和
二
年
点

の
如
く
、「
從
」
字
を
不
読
と
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
判
断
す
る
。

　

漢
文
の
構
文
で
下
接
語
句
に
「
ヨ
リ
」
が
読
添
え
ら
れ
る
「
從
」
字
の
訓
読

に
つ
い
て
整
理
す
れ
ば
、
平
安
初
期
の
仁
和
二
年
白
点
で
は
、「
從
」
字
は
、

不
読
と
し
て
例
外
が
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
平
安
後
期
点
で
は
、「
從
」字
を「
ヨ

リ
」
と
直
読
し
た
例
が
頻
出
す
る
の
で
、
平
安
初
期
不
読
→
平
安
後
期
直
読
と

し
た
、
従
来
か
ら
説
か
れ
た
方
向
で
の
変
化
が
認
め
ら
れ
る
事
象
と
し
て
記
述
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す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
纏
め
で
万
全
の
変
化
の
状
況
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
か
と

言
え
ば
、
不
十
分
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
よ
う
。
即
ち
、
平
安
後
期
訓
読
の
実
態

は
、右
の
如
く
助
詞
「
ヨ
リ
」
を
直
読
し
た
例
が
確
か
に
圧
倒
的
で
は
あ
る
が
、

動
詞
「
シ
タ
ガ
フ
」
訓
を
充
当
し
た
も
の
、
ま
た
、
孤
例
で
は
あ
る
が
平
安
初

期
点
に
通
ず
る
「
從
」
字
不
読
の
例
が
存
し
た
可
能
性
が
あ
る
。〝
大
き
な
視

点
か
ら
の
傾
向
と
し
て
の
歴
史
の
鳥
瞰
的
把
握—

日
本
語
の
歴
史
の
方
向
性
の

イ
メ
ー
ジ—

〟
と
言
う
大
義
か
ら
す
れ
ば
、
右
の
平
安
後
期
点
に
お
け
る
不
読

例
は
、
孤
例
で
用
例
数
寡
少
な
る
が
故
に
、
例
外
と
し
て
切
り
捨
て
ら
れ
か
ね

な
い
が
、切
り
捨
て
て
し
ま
っ
て
良
い
ほ
ど
に
小
さ
な
問
題
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

鳥
瞰
的
と
も
言
う
べ
き
言
語
変
化
の
歴
史
の
大
括
り
な
概
括
で
は
、「
平
安

初
期
の
訓
読
語
（
ま
た
は
、
訓
読
法
）
は
、
当
時
の
日
本
語
と
し
て
自
然
で
あ

る
語
法
・
表
現
等
を
採
用
す
る
。
例
え
ば
、
平
安
初
期
の
訓
読
法
は
、
文
末
に

お
い
て
の
表
現
が
多
様
・
多
彩
で
、
訓
読
語
表
現
と
し
て
の
表
現
性
が
、
平
安

中
期
以
降
の
訓
読
語
に
比
べ
て
高
い
」
と
か
、「
平
安
初
期
の
訓
読
は
、
特
定

の
一
漢
字
に
対
し
て
の
対
応
和
訓
は
、
複
数
の
も
の
が
存
し
て
、
そ
れ
を
文
脈

に
よ
っ
て
使
い
分
け
、
日
本
語
と
し
て
自
然
な
表
現
を
採
る
べ
く
運
用
さ
れ
る

が
、
平
安
中
期
以
降
の
訓
読
語
に
お
い
て
は
、
特
定
の
一
漢
字
に
対
し
て
和
訓

が
限
定
さ
れ
固
定
し
て
、
平
安
初
期
の
表
現
性
に
比
べ
れ
ば
、
表
現
の
幅
が
狭

く
な
り
、
画
一
化
し
て
い
く
」
な
ど
と
纏
め
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

確
か
に
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
こ
と
は
否
定
は
し
な
い
し
、
そ
れ
で
説

明
の
出
来
る
言
語
事
象
も
多
い
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
訓
読
語
の
全
て
を
か
か

る
歴
史
的
変
化
の
イ
メ
ー
ジ
で
包
括
的
に
捉
え
切
れ
る
か
と
言
え
ば
、
本
稿
に

掲
げ
た
よ
う
な
例
外
と
言
う
べ
き
事
象
が
、
存
在
す
る
可
能
性
を
認
め
ね
ば
な

ら
な
い
。
孤
例
で
あ
る
の
で
、
確
例
の
採
取
を
第
一
の
課
題
と
し
て
後
に
委
ね

ね
ば
な
ら
な
い
が
、
今
後
の
研
究
の
進
展
の
方
向
と
し
て
は
、
一
方
的
な
流
れ

の
み
で
は
な
く
、
右
の
概
括
的
な
把
握
に
相
矛
盾
す
る
、
例
外
と
し
て
切
り
捨

て
ら
れ
て
き
た
言
語
事
象
の
存
在
を
掬
い
上
げ
、
こ
れ
を
訓
読
語
の
歴
史
の
中

で
正
統
に
位
置
づ
け
、
立
体
的
な
訓
読
の
場
の
言
語
表
現
の
歴
史
を
再
度
組
立

て
直
す
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
か
か
る
視
点
か
ら
の

研
究
の
果
た
す
と
こ
ろ
は
、
言
語
生
活
史
の
叙
述
の
組
立
て
直
し
に
他
な
ら
な

い
。

　

次
に
、「
而
」字
を
取
り
上
げ
て
み
る
。仁
和
二
年
点
に
お
い
て
は
、「
而
」字
は
、

不
読
と
さ
れ
た
と
思
し
い
例
が
夥
し
い
。

　

14
、
世
尊 

不
空
成
就
如
來
の
左
邊
の
月
輪
（
返
）
に
依
（
り
）
て
［
而
］
住

　
　

し
て
此
の
温
陀
南
を
説
か
く
（
巻
第
二
・
仁
和
二
年
点
）

の
如
く
、
加
点
が
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
が
、

　

15
、世
尊 

金
剛
摩
尼
峯
樓
閣
の
金
剛
門
の
中
の
月
輪（
返
）に
依（
り
）て
而（
し
）

　
　

て
住
し
て
（
巻
第
二
・
仁
和
二
年
点
）

の
如
く
、接
続
助
詞
「
て
」
を
「
依
」
字
に
読
み
添
え
て
い
る
か
ら
、「
而
」
字
は
、

接
続
詞
「
シ
カ
ウ
シ
テ
」
に
読
ん
だ
と
思
し
き
例
が
例
外
的
に
存
す
る
。
ま
た
、

　

16
、
四
の
線
を
（
し
）
而て

交
絡
し　

繒
綵
と
鬘
と
花
嚴
せ
よ
。（
巻
第
二
・  

　
　

仁
和
二
年
点
）

と
し
た
例
が
あ
っ
て
、「
而
」
字
は
「
て
」
と
直
読
さ
れ
た
と
思
し
い
が
、
用

例
は
多
く
な
い
。
つ
ま
り
、
仁
和
二
年
点
に
お
い
て
は
、「
而
」
字
は
不
読
が

主
で
、
纔
に
接
続
詞
・
接
続
助
詞
直
読
訓
が
認
め
ら
れ
る
。
一
方
、
平
安
後
期
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点
で
は
、

　

17
、世
尊 

金
剛
摩
尼
峯
樓
閣
の
隅
の
左
の
邊
の
月
輪（
返
）（
に
）依（
り
）て［
而
］

　
　

住
（
し
）
ぬ
。（
巻
第
二
・
平
安
後
期
点
）

と
し
た
、
仁
和
二
年
点
と
同
様
の
不
読
例
が
認
め
ら
れ
る
。
巻
第
三
（
仁
和
二

年
と
推
定
し
た
薄
朱
の
訓
点
の
密
度
が
低
く
、
仁
和
二
年
の
用
例
と
し
て
の
確

例
が
、
多
く
は
拾
え
な
い
が
、
平
安
後
期
の
宝
幢
院
点
は
、
ヲ
コ
ト
点
が
中
心

で
あ
る
が
全
巻
に
亙
っ
て
加
点
さ
れ
て
い
て
平
安
後
期
の
用
例
と
し
て
確
認
す

る
こ
と
が
出
来
る
）
に
も
、
不
読
例
が
散
見
さ
れ
る
。
仁
和
二
年
点
に
も
認
め

ら
れ
る
例
と
し
て
は
、

　

18
、世
尊 

不
動
如
來
の
曼
荼
羅
ノ
左
の
邊
の
月
輪
（
返
）
に
依
（
り
）
而て

住
す
。

（
巻
第
二
・
平
安
後
期
点
）

　

19
、
世
尊 

金
剛
摩
尼
峯
樓
閣
の
寶
眉
間
の
月
輪
（
返
）（
に
）
依
（
り
て
）
而  

　
　

し
て
［
イ
、
而
も
］
住
し
て　
（
巻
第
二
・
平
安
後
期
点
）

な
ど
、接
続
助
詞
「
テ
」
や
接
続
詞
「
シ
カ
ウ
シ
テ
」
の
用
例
も
確
認
さ
れ
る
。

仁
和
二
年
点
に
お
い
て
は
確
認
さ
れ
な
い
接
続
詞
「
シ
カ
モ
」
の
例
も
存
し
て
、

　

20
、世
尊 

不
空
成
就
如
來
の
左
邊
の
月
輪
（
返
）（
に
）依（
り
て
）而
も
住（
し
）

　
　

ぬ
。
此
（
の
）
温
陀
南
（
を
）
説
（
か
く
）。（
巻
第
二
・
平
安
後
期
点
〈
用

　
　

例
７
と
同
一
箇
所
〉）

用
例
19
の
異
読
例
な
ど
に
も
認
め
ら
れ
る
。

　

右
に
掲
げ
た
「
而
」
字
の
用
例
は
、
用
例
16
を
除
い
て
皆
、
同
様
の
構
文
で

あ
る
が
、「
而
」
字
の
訓
読
に
は
変
化
が
認
め
ら
れ
、
平
安
後
期
点
に
お
い
て

表
現
の
幅
が
増
す
。仁
和
二
年
点
と
平
安
後
期
宝
幢
院
点
の
訓
読
語
の
違
い
は
、

語
種
の
問
題
と
し
て
は
、
平
安
後
期
点
に
は
、
仁
和
二
年
点
に
現
れ
な
い
「
シ

カ
モ
」
訓
が
確
認
さ
れ
る
。
む
し
ろ
、
量
的
な
傾
向
と
し
て
、
仁
和
二
年
点

に
は
不
読
例
が
圧
倒
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
平
安
後
期
点
も
不
読
例
が
存
す

る
も
の
の
、「
而
」
字
に
加
点
さ
れ
た
例
が
大
半
を
占
め
る
の
で
あ
っ
て
、
こ

の
点
に
、
通
時
的
な
差
を
認
め
得
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
も
注
意
す
べ
き
は
、
平

安
初
期
の
訓
読
法
は
全
て
、
平
安
後
期
の
訓
読
法
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
含
ま

れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
平
安
後
期
に
お
い
て
の
方
が
、
用

法
は
豊
富
で
あ
る
。
か
か
る
変
化
は
、
時
代
の
流
れ
と
さ
れ
て
き
た
訓
読
語
の

画
一
化
、
単
純
化
で
は
、
説
明
し
き
れ
な
い
事
柄
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
語
や

文
の
接
続
関
係
を
明
示
す
る
機
能
を
持
っ
た
語
が
顕
現
し
て
い
る
事
と
捉
え
れ

ば
、
文
章
表
現
は
、
論
理
的
な
方
向
性
を
強
め
て
い
る
と
認
め
る
こ
と
が
可
能

で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、「
而
」
字
の
訓
読
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
金
剛
頂
瑜
伽
経
の
漢
文

脈
の
性
格
に
拠
っ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
が
、
逆
接
の
接
続
詞
は
出
現
し
て
い

な
い
。
こ
の
点
も
、
後
節
に
触
れ
る
が
、
訓
読
語
の
使
用
を
予
め
制
限
す
る
原

漢
文
の
あ
り
よ
う
を
考
慮
し
て
記
述
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

以
下
、
助
字
に
関
す
る
記
述
を
更
に
重
ね
る
。
続
い
て
、「
則
」
字
を
取
り

上
げ
て
み
る
。
当
該
資
料
に
お
い
て
、「
則
」
字
は
、
以
下
の
よ
う
に
訓
読
さ

れ
る
。
ヲ
コ
ト
点
に
よ
っ
て
で
は
あ
る
が
、
以
下
の
確
例
が
拾
わ
れ
る
。
文
中

に
使
用
さ
れ
た
例
で
、

　

21
、
結む（

す
）（
返
）（
ふ
）
に
由
（
り
）
て
集
（
り
）
た
て
ま
つ
り
て
則
ち
喜
（
ひ
）

　
　

た
ま
ふ
。（
巻
第
二
・
仁
和
二
年
点
）

と
あ
っ
て
、
ヲ
コ
ト
点
「
ち
」
の
加
点
が
存
す
る
。
こ
れ
以
外
は
、

　

22
、一
切
虛
空
界
（
返
）
に
量
遍
（
し
て
）
則
（
ち
）
一
切
如
來
の
羯
磨
界
（
の
）
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故
（
に
）　
（
巻
第
二
・
仁
和
二
年
点
）

の
如
く
で
あ
っ
て
、「
則
」
字
に
は
、
一
切
の
加
点
が
な
い
。
平
安
後
期
宝
幢

院
点
も
、
一
切
加
点
が
存
し
な
い
。
文
中
例
、

　

23
、
一
切
虛
空
界
（
返
）
に
量
り
遍
（
く
）
し
て
則
（
ち
）
一
切
如
來
の
羯
磨

　
　

界
の
故
に
（
巻
第
二
・
平
安
後
期
点
〈
右
と
同
一
箇
所
〉）

文
頭
で
も
、

　

24
、則
（
ち
）
一
切
如
來 
金
剛
（
の
）
名
（
を
）
以
て
金
剛
毗
首
（
返
）
と
號
（
け
）

　
（
巻
第
二
・
仁
和
二
年
点
）

　

25
、則（
ち
）一
切
如
來 

金
剛
の
名
（
返
）
を
以（
て
）金
剛
毗
首
（
返
）
と
號（
け
）

　
　

た
ま
ふ
。（
巻
第
二
・
平
安
後
期
点
〈
右
と
同
一
箇
所
〉）

と
訓
読
さ
れ
る
。
こ
の
「
則
」
字
は
、
仁
和
二
年
点
で
は
、
例
21
の
確
例
一
例

が
存
す
る
が
、巻
第
二
・
巻
第
三
を
通
じ
て
、平
安
後
期
点
に
は
、一
切
の
付
訓
・

加
点
が
な
さ
れ
な
い
字
と
扱
わ
れ
て
例
外
が
な
い
。
こ
の
「
則
」
字
の
訓
読
法

を
、結
論
的
に
は
「
ス
ナ
ハ
チ
」
の
直
読
例
と
措
定
し
た
。
但
し
、当
該
資
料
は
、

既
に
説
い
た
よ
う
に
ヲ
コ
ト
点
主
体
の
資
料
で
あ
る
。
平
安
後
期
の
宝
幢
院
点

も
、
こ
れ
に
対
応
す
る
片
仮
名
訓
点
は
、
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
則
」
字

に
つ
い
て
は
、
平
安
後
期
の
宝
幢
院
点
も
、
ヲ
コ
ト
点
の
加
点
す
ら
な
い
状
況

で
あ
る
。
か
か
る
状
況
を
如
何
に
解
釈
す
る
か
に
は
、
数
通
り
の
解
釈
が
可
能

で
、
些
か
の
主
観
的
な
も
の
が
入
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
予
め
断
っ
て
お
く

が
、
資
料
全
体
を
通
じ
て
仁
和
二
年
点
に
孤
例
で
あ
る
、
ヲ
コ
ト
点
「
ち
」
の

加
点
が
あ
る
こ
と
を
以
て
、「
則
」
字
直
読
と
し
て
扱
っ
た
。
以
下
は
贅
言
に

属
し
よ
う
が
、
積
極
的
に
不
読
で
あ
る
こ
と
を
示
す
記
号
・
符
号
類
は
一
切
存

し
な
い
。
こ
の
直
読
の
扱
い
に
、
孤
例
の
み
が
直
読
で
あ
っ
て
わ
ざ
わ
ざ
そ
の

事
を
示
す
た
め
の
唯
一
の
加
点
で
あ
る
と
か
等
そ
の
他
、
反
論
は
種
々
予
測
さ

れ
る
所
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
右
に
も
述
べ
た
如
く
、

仁
和
二
年
点
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
平
安
後
期
点
に
お
い
て
も
、
加
点
上
の
扱

い
は
概
し
て
同
等
で
あ
る
と
言
う
事
実
で
あ
る
。一
般
に
、仏
書
に
お
け
る「
則
」

字
の
直
読
例
は
、
平
安
後
期
の
他
資
料
に
は
、
普
通
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き

る
事
象
で
あ
る

（
１
２
）。

消
極
的
に
で
は
あ
る
が
、
平
安
初
期
と
平
安
後
期
の
訓
読
法

が
同
一
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
判
断
す
る
。
因
み
に
、「
即
」
字
は
、
両

点
と
も
加
点
の
確
例
が
な
い
。

　

さ
て
、
本
節
で
は
助
字
の
訓
読
法
を
中
心
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
例

え
ば
、
漢
文
に
お
け
る
文
末
の
助
字
は
、
漢
文
の
文
章
表
現
に
お
い
て
モ
ダ
リ

テ
ィ
を
支
配
す
る
場
合
が
多
い
。
そ
の
表
現
の
有
り
様
を
、
日
本
語
表
現
と
し

て
如
何
に
訓
読
す
る
か
と
言
う
課
題
に
対
応
し
て
、
訓
読
語
の
変
化
、
あ
る
い

は
、
幅
が
規
定
さ
れ
よ
う
。
原
漢
文
の
文
末
表
現
の
多
様
さ
に
対
応
し
て
、
訓

読
語
の
表
現
も
多
様
さ
を
見
せ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
金
剛
頂
瑜
伽
経

の
場
合
の
原
漢
文
に
は
、
出
現
を
見
な
い
文
末
助
字
が
存
し
て
、
他
と
比
較
で

き
な
い
場
合
が
存
す
る
。
例
え
ば
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
（
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究
会
（SAT

）、http://21dzk.l.u-
tokyo.ac.jp/SAT/　

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
六
日
現
在
検
索
）
の 

「
金
剛

頂
一
切
如
來
眞
實
攝
大
乘
現
證
大
教
王
經 (0865, 

不
空
譯)

」
に
つ
い
て
、

「
也
」
字
の
検
索
を
行
う
と
20
例
の
ヒ
ッ
ト
が
有
る
が
、Footnote

に
５
例
、

残
り
の
15
例
は
、
い
ず
れ
も
陀
羅
尼
中
の
用
字
で
あ
っ
て
、
そ
も
そ
も
漢
文

本
文
に
は
出
現
し
な
い
。「
焉
」「
矣
」
は
、
漢
字
自
体
が
存
し
な
い
。「
乎
」

は
、Footnote
に
１
例
の
み
、「
歟
」
も
出
現
が
な
い
。「
之
」
は
、
11
例
の
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ヒ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
連
体
の
助
字
と
し
て
７
例
、
反
切
の
用
字
と
し
て
１
例
、

Footnote

に
１
例 

、
文
末
助
字
「
之
」
と
し
て
は
、
２
例
の
ヒ
ッ
ト
が
あ
る
。

石
山
寺
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
経
巻
第
三
に
存
す
る
も
の
で
、
仁
和
二
年
薄
朱
点
で
は

訓
読
が
確
認
で
き
な
い
が
、
平
安
後
期
宝
幢
院
点
で
は
、

　

26
、
係
（
返
）
を
加
（
へ
）
て
用
（
ゐ
）、
之
を
呼
（
ふ
）
應
し
。（
巻
第
三
・

平
安
後
期
点
）

　

27
、
彼
（
の
）
所
樂
（
返
）
に
隨
（
ひ
）
て
之
を
説
（
く
）
應
（
し
）。

（
巻
第
三
・
平
安
後
期
点
）

と
、
共
に
代
名
詞
訓
を
与
え
る
。「
耳
」
も
文
末
に
は
現
れ
な
い
し
、「
而
已
」

の
連
文
な
ど
も
出
現
し
な
い
。

　

一
般
に
、
顕
教
系
の
資
料
を
中
心
と
し
て
形
作
ら
れ
て
き
た
平
安
初
期
訓
点

資
料
の
文
末
表
現
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
後
世
画
一
化
す
る
文
末
に
対
し
て
、
読
添

語
も
豊
富
で
、
多
彩
で
あ
る
と
説
か
れ
て
き
て
い
る
が
、
本
稿
で
対
象
と
す
る

金
剛
頂
瑜
伽
経
で
は
、
そ
も
そ
も
、
右
に
例
示
し
た
如
く
、
原
漢
文
の
文
末
表

現
が
単
純
で
、
こ
れ
と
対
応
す
る
か
の
如
く
、
平
安
初
期
訓
点
資
料
に
特
徴
的

と
言
わ
れ
る
文
末
表
現
の
豊
か
さ
が
追
認
で
き
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
仁
和

二
年
点
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
時
代
を
隔
て
た
平
安
後
期
点
に
お
い
て
も
、
訓

読
の
質
に
さ
ほ
ど
の
変
化
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

即
ち
、
原
漢
文
の
訓
読
語
表
現
に
対
す
る
支
配
と
い
う
視
点
で
の
検
討
が
、

今
後
必
要
と
さ
れ
よ
う
。

　
　
　

五
、
金
剛
頂
瑜
伽
経
仁
和
二
年
点
本
の
再
読
字

　

石
山
寺
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
経
仁
和
二
年
点
本
は
、
巻
第
二
と
第
三
の
二
巻
が
伝

え
ら
れ
て
い
る
が
、
金
剛
頂
瑜
伽
経
の
原
漢
文
自
体
が
、
事
相
に
関
す
る
記
事

が
中
心
で
、
方
書
的
で
、
曲
折
の
多
い
文
章
で
は
な
い
こ
と
の
一
端
は
前
節
に

触
れ
た
。
以
下
、
代
表
的
な
、
所
謂
、
再
読
字
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
み
る
。

前
節
に
も
使
っ
た
大
正
新
脩
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の 

「
金
剛
頂
一

切
如
來
眞
實
攝
大
乘
現
證
大
教
王
經 (0865, 

不
空
譯)

」
に
つ
い
て
、
所
謂
、

代
表
的
な
再
読
字
を
検
索
し
て
み
る
と
、「
宜
」
字
は
、
検
索
数
は
０
で
あ
る
。

「
將
」
は
、
検
索
数
１
例
で
あ
る
が
、 Footnote

に
現
れ
る
。「
須
」
は
、
検

索
数
２
で
あ
る
が
、「
須
彌
盧
頂
金
剛
摩
尼
寶
峯
樓
閣
」
と
「
刹
那
攞
嚩
須
臾
頃
」

と
現
れ
て
、訓
読
語
の
副
詞
と
か
助
動
詞
が
当
た
る
用
字
で
は
な
い
。「
且
」は
、

検
索
数
１
で
、「
次
當
且
先
以
四
禮
。」
と
現
れ
る
。「
未
」
は
二
例
。「
未
曾
有
」

と
「
未
知
」
と
し
て
現
れ
る
。「
猶
」
は
、
検
索
数
５
で
あ
る
が
、Footnote

に
二
例
、「
猶
如
胡
麻
」（
二
例
）
と
「
猶
如
遍
修
功
用
」
と
あ
っ
て
、
本
文
中

三
例
が
連
文
「
猶
如
」
と
し
て
出
現
す
る
。

　
「
當
」
字
は
、
28
例
が
ヒ
ッ
ト
す
る
。
こ
の
内
の
一
例
は
、Footnote

に
現

れ
る
。
訓
読
語
で
は
、
実
動
詞
と
し
て
ニ
格
を
取
る
と
思
わ
れ
る
例
、「
即
前

金
剛
合
掌
當
心
以
頂
著
地
」
や
「
先
當
金
剛
縛
摧
拍
自
心
誦
心
眞
言
曰
」
の
如

く
の
動
詞
と
し
て
の
用
字
が
四
例
が
あ
る
。「
應
」
は
、
検
索
数
67
が
現
れ
る
。

二
例
がFootnote

に
出
現
す
る
。

　

右
の
検
索
結
果
は
、
不
空
訳
の
「
金
剛
頂
一
切
如
來
眞
實
攝
大
乘
現
證
大
教

王
經
」
の
用
字
を
視
点
と
し
て
み
る
と
、
漢
文
の
文
体
の
有
り
様
に
関
す
る
問

題
が
存
す
る
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
。
原
漢
文
を
基
に
訓
読
さ
れ
る
訳
で
あ
る
か

ら
、
訓
読
語
の
基
底
的
な
前
提
と
し
て
の
制
約
と
し
て
、
ま
ず
、
漢
文
が
あ
る
。

こ
の
漢
文
の
文
体
（
用
字
）
が
問
題
で
、「
金
剛
頂
一
切
如
來
眞
實
攝
大
乘
現
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證
大
教
王
經
」
に
は
、「
當
」「
應
」
両
字
は
、
右
に
掲
げ
た
用
例
数
が
使
用
さ

れ
て
い
る
が
、
一
方
、「
宜
」「
將
」「
須
」「
且
」「
未
」「
猶
（
当
該
字
の
再
読

訓
法
の
成
立
は
時
代
が
降
る
と
説
か
れ
て
い
る
）」
字
に
関
し
て
は
、
殆
ど
出

現
し
な
い
。
こ
れ
ら
出
現
の
多
寡
は
、
再
読
字
の
成
立
事
情
と
し
て
考
え
ら
れ

る
状
況
に
、
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
再
読
字
の
成
立
は
、
平

安
中
期
（
十
世
紀
）
か
ら
で
あ
る
と
説
か
れ
て
き
た

（
１
３
）。

そ
も
そ
も
再
読
字
の
成

立
は
、
平
安
初
期
に
お
け
る
「
當
」「
應
」
や
、「
將
」「
未
」
な
ど
が
、
副
詞

訓
か
ま
た
は
、
サ
変
動
詞
、
助
動
詞
訓
を
与
え
ら
れ
て
、
文
中
で
単
読
さ
れ
て

い
た
も
の
が
、
副
詞
と
文
末
と
の
呼
応
関
係
が
定
型
化
し
た
た
め
、
一
字
に
対

し
て
の
二
度
読
み
が
定
着
し
た
と
し
た
過
程
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
定
型

化
す
る
た
め
に
は
、
多
出
し
て
、
し
か
も
、
時
間
と
共
に
文
末
の
表
現
が
狭
め

ら
れ
、
形
式
が
単
純
に
成
っ
て
い
く
過
程
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
再
読
字
の
成
立

は
、
本
質
的
に
は
一
字
に
対
し
て
の
加
点
上
の
表
記
の
問
題—

読
み
下
し
文
を

読
み
上
げ
ら
れ
る
場
合
は
、
再
読
か
否
か
は
、
講
説
な
ど
耳
で
聞
い
て
い
て
は

確
定
で
き
な
い—

と
、
文
章
と
し
て
の
漢
文
訓
読
表
現
の
文
末
の
単
純
化
の
問

題
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
が
、
再
読
字
に
相
当
す
る
用
字
の
用
例
が
乏
し
い

原
漢
文
に
対
す
る
訓
読
と
言
う
言
語
環
境
下
で
は
、
再
読
は
生
じ
難
い
こ
と
に

な
る
。
即
ち
、
定
型
化

0

0

0

す
る
だ
け
の
使
用
実
例
の
量
が
必
要
と
な
る
事
柄
で
、

「
當
」
や
「
應
」
字
を
措
い
て
、
他
の
字
に
関
し
て
は
、
不
空
訳
の
「
金
剛
頂

一
切
如
來
眞
實
攝
大
乘
現
證
大
教
王
經
」
の
如
き
漢
文
体
を
有
す
る
資
料
を
母

体
と
し
て
は
、
再
読
の
訓
読
法
は
生
じ
に
く
い
こ
と
と
な
ろ
う
。
論
述
が
前
後

す
る
が
、
増
し
て
、
次
節
に
記
述
し
た
如
く
、
当
該
資
料
で
あ
る
金
剛
頂
瑜
伽

経
仁
和
二
年
点
に
お
い
て
は
、
用
例
の
存
す
る
「
應
」
字
は
、
助
動
詞
「
ベ
シ
」

の
単
読
と
見
て
例
外
が
な
い
し
、「
當
」
字
は
、単
字
の
場
合
は
助
動
詞
「
ベ
シ
」

訓
で
例
外
が
な
く
、（
平
安
後
期
点
の
状
況
か
ら
は
「
應
當
」「
當
應
」
の
共
起

の
例
に
お
い
て
は
副
詞
訓
「
マ
サ
ニ
」
を
採
っ
て
例
外
が
な
く
）
整
然
と
読
ま

れ
て
混
乱
が
な
い
。

　

以
下
、
同
様
の
分
析
を
、
二
三
の
密
教
関
係
書
を
取
り
上
げ
て
行
っ
て
み
る
。

同
じ
く
不
空
の
訳
に
か
か
る
事
相
書
で
あ
る
儀
軌
を
取
り
上
げ
て
み
る
。「
金

剛
頂
蓮
華
部
心
念
誦
儀
軌
」(0873, 

不
空
譯)

で
は
、「
當
」
字
は
21
例
存
す
る
。

「
應
」
は
52
例
が
ヒ
ッ
ト
す
る
。
一
方
で
、「
宜
」
は
０
例
、「
將
」
も
０
例
、「
且
」

も
０
例
、「
猶
」
も
用
例
が
ヒ
ッ
ト
し
な
い
。「
須
」
で
は
、
１
例
の
ヒ
ッ
ト
が

あ
る
が
、「
次
想
須
彌
盧
」
と
あ
る
用
例
で
、
副
詞
や
助
動
詞
訓
に
当
た
る
も

の
で
は
な
い
。「
未
」
は
３
例
が
出
現
し
て
、
副
詞
訓
、
あ
る
い
は
、
助
動
詞

訓
の
該
当
用
字
で
あ
る
。

　

同
じ
く
不
空
の
訳
で
あ
る
「
金
剛
手
光
明
潅
頂
經
最
勝
立
印
聖
無
動
尊
大
威

怒
王
念
誦
儀
軌
」(1199, 

不
空
譯)

で
は
、「
當
」
が
５
例
、「
應
」
が
８
例
の

ヒ
ッ
ト
が
あ
る
が
、「
宜
」
は
０
例
、「
且
」
も
０
例
、「
猶
」
に
は
５
例
の
ヒ
ッ

ト
が
あ
る
が
、
内
１
例
はFootnote

で
、
他
４
例
は
「
水
火
倶
散
開
猶
如
蓮

華
葉
」の
如
く
、「
猶
如
」と
し
て
現
れ
る
。「
將
」は
１
例
が
ヒ
ッ
ト
す
る
が
、「
亦

皆
能
將
來
」
と
あ
っ
て
、
訓
読
語
で
は
複
合
動
詞
訓
が
充
当
さ
れ
る
と
も
理
解

さ
れ
る
。「
須
」は
３
例
が
ヒ
ッ
ト
す
る
。
１
例
は「
便
即
須
割
取
執
之
」と
あ
っ

て
動
詞
に
前
置
さ
れ
る
が
、
そ
の
他
の
２
例
は
、「
若
所
須
宮
觀 

皆
悉
能
成
辦
」

な
ど
と
あ
っ
て
、
動
詞
訓
が
充
当
さ
れ
る
と
思
し
き
用
字
で
あ
る
。「
未
」
は
、

２
例
の
ヒ
ッ
ト
が
あ
っ
て
、
動
詞
に
前
置
さ
れ
る
構
文
で
現
れ
る
。
出
現
す
る

用
例
の
全
体
が
数
量
的
に
多
く
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
「
當
」「
應
」
字
に
は
、
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用
例
が
あ
る
も
の
の
、「
須
」「
未
」
に
、
動
詞
に
前
置
し
た
副
詞
訓
ま
た
は
助

動
詞
訓
充
当
例
が
纔
に
確
認
さ
れ
る
以
外
は
、
漢
文
本
文
に
現
れ
な
い
。

　

法
全
の
手
に
な
る
「
大
毗
盧
遮
那
成
佛
神
變
加
持
經
蓮
華
胎
藏
悲
生
曼
荼
羅

廣
大
成
就
儀
軌
供
養
方
便
會
」(0852, 

法
全
撰)

で
は
、「
當
」
字
は
、
動
詞

も
含
む
が
54
例
ヒ
ッ
ト
す
る
。「
應
」
も
32
例
を
数
え
る
。
ま
た
、「
未
」
字
は
、

12
例
が
出
現
す
る
。「
猶
」
は
、
26
例
ヒ
ッ
ト
す
る
が
、
内
、「
猶
如
」「
猶
若
」

とFootnote

を
除
け
ば
、
13
例
存
在
す
る
。
一
方
、「
宜
」
は
３
例
の
ヒ
ッ
ト

が
あ
る
が
、
１
例
は
、Footnote
で
、
の
こ
り
２
例
は
陀
羅
尼
中
の
反
切
上

字
と
し
て
現
れ
る
。「
將
」
は
２
例
が
ヒ
ッ
ト
す
る
が
、
い
ず
れ
も
「
金
剛
將

菩
薩
」
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。「
須
」
は
２
例
有
っ
て
共
に
「
目
連
須
菩
提
迦

葉
舍
利
弗
」
と
し
た
固
有
名
詞
中
で
使
わ
れ
る
。
同
じ
く
儀
軌
で
あ
っ
て
も
、

不
空
訳
の
儀
軌
類
と
出
現
状
況
に
差
が
あ
る
が
、「
宜
」以
下
の
字
に
つ
い
て
は
、

再
読
構
文
で
の
使
用
が
な
い
。

　
「
大
毗
盧
遮
那
成
佛
神
變
加
持
經
」(0848, 

善
無
畏　

一
行
譯)

は
、
善
無

為
、
一
行
訳
の
書
で
あ
る
が
、
こ
の
書
で
は
、「
當
」
が
326
例
、「
應
」
は
239
例

ヒ
ッ
ト
す
る
。「
未
」
字
は
、
32
例
の
ヒ
ッ
ト
が
確
認
さ
れ
る
。「
猶
」
は
55
例

の
ヒ
ッ
ト
が
あ
る
が
、「
猶
如
」
の
出
現
も
少
な
く
な
い
。「
宜
」
は
全
５
例
が

ヒ
ッ
ト
す
る
が
、
１
例
はFootnote

に
現
れ
、
１
例
は
「
如
是
等
好
相 

宜
應

諦
分
別
」
の
よ
う
に
「
宜
應
」
の
文
字
列
で
出
現
す
る
。
１
例
は
、Footnote

に
対
応
す
る
箇
所
で
「
非
是
所
宜
」
と
あ
る
が
、
連
用
修
飾
を
果
た
し
て
い
る

用
字
で
は
な
い
。
更
に
１
例
は
、
陀
羅
尼
中
に
あ
っ
て
、
割
書
で
反
切
を
表
記

し
た
「
宜
以
反
」
と
現
れ
る
。
残
り
の
３
例
中
２
例
は
「
善
觀
時
宜
所
當
作
」

と
あ
り
、
１
例
は
「
依
於
地
分
所
宜
處
」
と
あ
っ
て
、
同
様
で
あ
る
。
即
ち
、

「
宜
」の
再
読
に
該
当
す
る
用
字
は
な
い
。「
將
」は
０
例
、「
須
」は
３
例
の
ヒ
ッ

ト
中
２
例
は
「
須
彌
」、
１
例
は
「
次
説
漫
荼
羅
所
須
次
第
」
と
あ
っ
て
、
動

詞
の
用
字
で
る
と
み
と
め
ら
れ
、
再
読
さ
れ
る
用
字
で
の
使
用
が
な
い
。「
且
」

は
０
例
で
あ
る
。

　

同
じ
く
密
教
経
典
で
あ
る
輸
波
迦
羅
訳
の
「
蘇
悉
地
羯
囉
經
」 (0893, 

輸
波

迦
羅
譯)

を
例
に
取
れ
ば
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。「
當
」
字
は
579
例
が
ヒ
ッ

ト
す
る
。「
應
」
字
は
、
1258
例
の
ヒ
ッ
ト
が
あ
る
。「
將
」
字
は
、
33
例
が
存
し

て
い
る
。「
須
」
は
362
例
、「
未
」
字
は
51
例
、「
猶
」
は31

例
が
ヒ
ッ
ト
し

て
、
連
用
修
飾
に
立
つ
用
例
が
拾
え
る
。
一
方
、
副
詞
訓
が
与
え
ら
れ
る
条
件

に
な
い
、
あ
る
い
は
、
連
用
修
飾
に
立
つ
構
文
が
極
め
て
少
な
い
の
は
、
次
の

二
字
で
あ
る
。「
宜
」
字
は
14
例
ヒ
ッ
ト
す
る
が
、Footnote

に
２
例
、「
宜
當
」

の
連
文
が
３
例
、
反
切
注
の
用
字
が
３
例
で
あ
り
、
残
り
の
用
例
は
、
連
用
修

飾
に
立
つ
例
で
は
な
く
、
述
語
に
相
当
し
て
い
る
と
思
し
い
。「
且
」
は
４
例

の
ヒ
ッ
ト
中
、
３
例
が
「
且
如
諸
天
之
中
亦
有
貧
者
」
の
用
例
で
、
１
例
の
み

が
「
初
且
誦
其
眞
言
」
と
あ
っ
て
、
連
用
修
飾
に
立
つ
。

　

一
行
の
筆
記
に
な
る
「
大
毗
盧
遮
那
成
佛
經
疏
」(1796, 

一
行
記)

の
場
合

は
、「
當
」
は
1439
例
で
、「
應
」
は
709
例
存
す
る
。
こ
の
二
字
に
比
べ
れ
ば
、
用

例
数
は
少
な
い
も
の
の
、「
宜
」
は
43
例
の
ヒ
ッ
ト
が
あ
り
、「
將
」
は
96
例
、「
須
」

は
179
例
、「
且
」
は
53
例
、「
未
」
は
379
例
、「
猶
」
は
459
例
の
ヒ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

右
に
は
、
金
剛
頂
瑜
伽
経
を
中
心
に
、
数
点
の
密
教
経
典
に
お
け
る
、
所
謂
、

再
読
字
の
出
現
、
用
字
を
確
認
し
て
き
た
が
、
諸
書
に
お
い
て
の
状
況
は
様
々

で
あ
る
と
結
論
で
き
よ
う
。
傾
向
的
に
は
、事
相
書
で
あ
る
方
書
の
儀
軌
類
は
、

「
當
」「
應
」
字
の
出
現
が
確
認
さ
れ
る
も
の
の
、取
り
上
げ
た
「
宜
」「
將
」「
須
」
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「
且
」「
未
」「
猶
」
の
出
現
は
稀
で
あ
る
。
や
は
り
方
書
的
側
面
を
持
つ
金
剛

頂
瑜
伽
経
、
大
日
経
も
、
通
ず
る
傾
向
が
見
て
取
れ
る
が
、
方
書
的
文
章
を
含

む
蘇
悉
地
羯
羅
経
は
、
こ
れ
と
は
異
な
っ
た
様
相
を
示
し
て
い
る
。

　

大
日
経
疏
に
お
い
て
は
、
右
に
取
り
上
げ
た
各
字
の
用
例
の
多
寡
は
あ
る
も

の
の
、
連
用
修
飾
の
用
字
が
纏
ま
っ
て
確
認
さ
れ
る
。

　

以
上
の
記
述
を
通
じ
て
、
密
教
経
典
と
い
う
範
疇
で
、
再
読
字
の
問
題
を
対

象
に
検
討
を
加
え
よ
う
と
す
る
場
合
、
諸
種
の
問
題
が
浮
か
び
上
が
っ
た
も
の

と
判
断
す
る
。
再
読
字
の
出
現
の
状
況
は
、
ま
ず
、
記
載
さ
れ
た
内
容
に
よ
っ

て
左
右
さ
れ
る
点
が
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
方
書
（
供
養
の
作
法
書
）
で
あ
る

儀
軌
に
は
、
処
方
の
た
め
の
義
務
や
命
令
の
必
然
性
を
指
示
・
表
現
す
る
用
字

と
認
め
ら
れ
る
「
當
」「
應
」
な
ど
が
多
用
さ
れ
る
の
に
は
、
必
然
性
が
有
る

よ
う
に
認
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
右
に
加
え
て
、
原
漢
文
の
、
漢
訳
者
の
文
体
的
な
個
性
の
問
題
も
絡

ん
で
こ
よ
う
。
従
来
は
、
こ
う
し
た
原
漢
文
の
用
字
の
問
題
を
措
い
て
論
じ
て

き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
資
料
を
一
つ
の
言
語
事
象
の
完
結
体
と
見
れ
ば
、

資
料
間
に
お
け
る
差
異
を
念
頭
に
置
い
て
言
語
事
象
の
処
理
を
考
え
ね
ば
な
ら

な
い
。
即
ち
、
儀
軌
類
を
取
り
上
げ
て
再
読
字
の
問
題
を
論
じ
よ
う
と
す
る
場

合
、「
當
」
や
「
應
」
に
つ
い
て
の
用
例
は
、
求
め
や
す
い
故
に
、
論
述
の
対

象
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
一
方
で
、
右
に
取
り
上
げ
た
「
宜
」

以
下
の
諸
字
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
用
例
そ
の
も
の
が
求
め
が
た
い
、
あ
る

い
は
、
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
再
読
の
訓
読
法
が
存
し
た
か
否
か
は
、

不
明
と
し
て
保
留
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
理
屈
と
な
る
。

　

再
読
字
に
つ
い
て
は
、
反
論
も
あ
る

（
１
４
）が
、
平
安
中
期
初
頭
以
降
の
資
料
に
色

濃
く
出
現
す
る
と
認
め
ら
れ
る
（
１
５
）。
従
来
の
論
述
が
、
平
安
初
期
を
一
共
時
態
と

し
て
扱
い
、平
安
中
期
も
一
共
時
態
と
扱
っ
て
通
時
的
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、

平
安
初
期
（
ま
た
平
安
中
期
）
の
共
時
的
状
況
、
即
ち
、
位
相
と
し
て
複
数
の

言
語
集
団
が
併
存
し
た
と
見
る
所
か
ら
出
発
す
れ
ば
、
時
代
の
共
時
態
の
如
何

な
る
部
分
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
、
極
論
す
れ
ば
誰
か
ら
発
生
し
た
の
か
と
言

う
課
題
が
設
定
で
き
る
。
再
読
訓
法
の
成
立
母
体
を
、
い
か
な
る
共
時
的
言
語

集
団
で
あ
る
と
考
え
る
か
の
糸
口
は
、
あ
る
い
は
、
日
常
的
に
事
例
と
し
て
多

く
の
、
所
謂
、
再
読
字
構
文
に
接
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
求
め
る
こ
と
が
出
来
る

と
す
れ
ば
、
原
漢
文
の
分
析
は
、
推
論
を
立
て
る
一
つ
の
方
法
と
な
り
う
る
か

も
知
れ
な
い
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
措
く
こ
と
と
す
る
。

　

言
語
変
化
の
恒
で
あ
る
が
、
変
化
の
原
拠
が
、
言
語
表
現
の
混
乱
に
有
る
場

合
が
あ
る
。
用
例
の
多
出
と
共
に
、
漢
文
脈
上
の
同
一
の
「
當
」「
應
」
字
が
、

時
に
は
助
動
詞
訓
を
採
り
、
時
に
は
副
詞
訓
を
採
っ
て
混
乱
が
存
す
る
故
に
再

読
が
定
着
し
た
と
言
っ
た
経
緯
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
平
安
初
期
に
お
い
て
同
一

漢
文
に
複
数
の
訓
読
が
併
記
さ
れ
る
と
か
、
幼
少
時
の
訓
読
語
の
学
習
、
習
得

時
の
混
乱
で
あ
る
と
か
を
想
定
す
れ
ば
事
態
の
成
立
が
理
解
さ
れ
易
い
で
あ
ろ

う
。
稿
者
の
耳
底
に
は
、
か
か
る
想
定
は
、
空
想
で
し
か
な
い
と
の
批
判
が
聞

こ
え
て
く
る
が
、
要
す
る
に
即
ち
、
定
型
化

0

0

0

す
る
だ
け
の
用
例
の
量
が
必
要
と

な
る
事
柄
で
、
漢
字
一
字
に
、
二
度
の
読
み
が
定
着
す
る
に
は
、
そ
れ
だ
け
の

言
語
変
化
を
起
こ
す
べ
き
、
量
的
な
力0

が
必
要
で
あ
ろ
う
。
金
剛
頂
瑜
伽
経
仁

和
二
年
点
の
如
き
、
用
例
自
体
が
少
量
で
あ
る
と
か
、
ま
た
、
整
然
と
し
た
訓

読
法
が
実
行
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
共
時
的
な
言
語
集
団
、
言
語
資
料
に
お
い
て

は
再
読
字
の
成
立
へ
の
力
学
は
存
在
し
な
い
と
断
じ
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
更
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に
、
付
け
加
え
て
誤
解
の
無
い
よ
う
に
と
考
え
る
が
、
以
上
の
論
述
は
、
平
安

初
期
の
天
台
宗

0

0

0

と
い
う
共
時
態
に
お
い
て
の
再
読
字
の
成
立
を
否
定
す
る
訳
で

は
無
い
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。
即
ち
、
平
安
初
期
天
台
宗
に
お
い
て
、
諸
種
の

言
語
集
団
が
措
定
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
当
然
、
華
厳
経
や
法
華
経
を
中
心
と

す
る
顕
経
系
の
集
団
も
、
密
教
系
の
集
団
も
、
浄
土
系
や
天
台
禅
系
の
集
団
も
、

あ
る
い
は
修
験
道
関
係
も
存
し
た
訳
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
点
に
意
を
注
い
で

お
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
　

六
、
石
山
寺
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
経
仁
和
二
年
点
本
の
再
読
字
の
訓
読

　

以
下
に
は
、
前
節
の
検
討
か
ら
、
石
山
寺
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
経
仁
和
二
年
点
本

の
、
所
謂
、
再
読
字
に
つ
い
て
、
仁
和
二
年
点
の
状
況
を
、「
當
」「
應
」
字
を

取
り
上
げ
て
記
述
・
検
討
す
る
。

　

石
山
寺
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
経
仁
和
二
年
点
の
巻
第
二
の
白
点
、
巻
第
三
薄
朱
点

は
、
本
文
の
私
読
を
基
に
、
第
一
節
に
お
い
て
帰
納
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
仮

名
点
の
加
点
は
、
ご
く
稀
で
あ
る
。
ヲ
コ
ト
点
を
中
心
と
し
て
の
記
述
と
な
る

の
は
助
字
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
再
読
字
「
當
」
は
、
仁
和
二
年
点
の
訓
読

に
お
い
て
、
以
下
の
通
り
に
現
れ
る
。

　

28
、
次
に
我
れ
遍
く
説
く
當
し　
（
巻
第
二
・
仁
和
二
年
点
）　

　

29
、
次
（
に
）
且
（
く
）
先
（
つ
）
四
礼
を
以
て
一
切
如
來
を
礼
（
す
）
當

　
　

し
（
巻
第
三
・
仁
和
二
年
薄
朱
点
）

右
の
ご
と
く
「
當
」
字
が
単
独
で
あ
る
場
合
、
助
動
詞
「
ベ
シ
」
に
単
読
さ
れ

て
例
外
が
な
い
。
平
安
後
期
宝
幢
院
点
に
お
い
て
も
同
様
で
、

　

30
、印
（
返
）
に
住
し
て
則
（
ち
）
起
し
て
［
於
］
諸
︱

方
を
顧
︱

視
す
當
し
。（
巻

　
　

第
二
・
平
安
後
期
点
）

　

31
、
觀
（
し
）
已
（
り
）
て
［
於
］
地
（
返
）
に
住
し
て
則
（
ち
）
伏
藏
を
見

　
　
（
る
）
當
し
。（
巻
第
三
・
平
安
後
期
点
）

と
あ
っ
て
、
助
動
詞
「
ベ
シ
」
の
単
読
で
あ
る
。
平
安
後
期
点
に
お
い
て
の
訓

読
法
は
、
平
安
初
期
仁
和
二
年
点
と
等
し
い
。
仁
和
二
年
点
で
は
確
認
さ
れ
な

い
が
、平
安
後
期
点
で
、「
當
」
字
に
、副
詞
訓
「
マ
サ
ニ
」
が
出
現
す
る
の
は
、

「
應
」
字
と
共
起
す
る
場
合
で
、
巻
第
三
に
は
、

　

32
、當
に
自
身
と
觀（
す
）應
し
。〈
應
當
觀
自
身
〉　
（
巻
第
三
・
平
安
後
期
点
）

　

33
、
汝
常
に
當
に
而
（
し
）
て
受
持
す
應
し
。〈
汝
應
等
而
受
持
〉

（
巻
第
三
・
平
安
後
期
点
）

と
あ
っ
て
、「
當
」
字
は
、
副
詞
訓
単
読
で
読
ま
れ
て
い
る
。

　
「
應
」
字
は
、
再
読
訓
法
の
成
立
が
、「
當
」
な
ど
よ
り
は
、
遅
れ
る
と
説
か

れ
る
再
読
字
で
あ
る

（
１
６
）が
、
こ
の
「
應
」
字
も
、
平
安
初
期
仁
和
二
年
点
に
お
い

て
も
、
ま
た
、
平
安
後
期
宝
幢
院
点
に
お
い
て
も
単
読
で
、
助
動
詞
「
ベ
シ
」

訓
が
与
え
ら
れ
て
例
外
が
な
い
。
仁
和
二
年
点
で
は
、

　

34
、
教
（
返
）
の
如
く
［
於
］
曼
荼
羅
の
中
に
安
坐
す
應
し
。（
巻
第
二
・
仁

　
　

和
二
年
点
）

　

35
、
此
（
の
）
金
剛
界
大
曼
荼
羅
（
に
）
入
（
る
）
應
し　

（
巻
第
三
・
仁
和
二
年
薄
朱
点
）

の
如
く
出
現
し
、
平
安
後
期
宝
幢
院
点
に
お
い
て
も
、
右
の
例
と
同
一
箇
所
で
、

単
読
で
「
ベ
シ
」
訓
が
与
え
ら
れ
、
ま
た
、

　

36
、
思
惟
し
て
加
持
す
應
し
。（
巻
第
二
・
平
安
後
期
点
）

　

37
、
善
く
思
惟
を
作
し
て
大
印
を
し
て
成
就
（
せ
）
令
む
應
し
。
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（
巻
第
三
・
平
安
後
期
点
）

と
あ
っ
て
、
仁
和
二
年
点
と
同
一
で
あ
る
こ
と
に
矛
盾
が
な
い
。

　

こ
こ
に
、
平
安
初
期
の
訓
読
法
と
平
安
後
期
の
訓
読
法
が
同
一
で
あ
る
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
。
か
か
る
状
況
が
、
平
安
後
期
の
天
台
宗
山
門
派
に
お
い
て
厳

然
と
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
明
確
に
意
識
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
平
安
後

期
天
台
宗
山
門
派
の
訓
読
語
に
は
、
事
象
と
し
て
、
一
般
に
認
め
ら
れ
る
平
安

後
期
的
な
訓
読
法
を
採
ら
ず
、
平
安
初
期
と
同
様
の
訓
読
法
を
保
守
し
た
言
語

活
動
が
厳
然
と
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
、明
確
に
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
　

七
、
本
稿
の
検
討
に
見
え
る
漢
文
訓
読
語
史
の
問
題
点

　

本
稿
に
お
い
て
は
、
石
山
寺
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
経
仁
和
二
年
点
本
に
存
す
る
、

平
安
初
期
仁
和
二
年
加
点
と
認
め
ら
れ
る
天
台
宗
関
係
の
第
一
群
点
と
平
安
後

半
期
（
平
安
後
期
）
に
加
点
さ
れ
た
宝
幢
院
点
の
訓
読
法
の
比
較
を
行
っ
て
来

た
。
そ
の
結
果
、
以
下
の
事
が
認
め
ら
れ
た
。

　

一
、
副
助
詞
「
イ
」
や
「
者
」
字
の
訓
に
関
し
て
、
金
剛
頂
瑜
伽
経
仁
和
二

　
　

年
点
に
は
、
平
安
初
期
語
法
が
確
認
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
事
象
に
つ
い
て
は
、

　
　

平
安
後
期
点
に
お
い
て
、
平
安
後
半
期
的
な
訓
読
事
象
に
変
化
し
た
例
が

　
　

認
め
ら
れ
る
。

　

一
、平
安
中
期
以
降
、漢
文
訓
読
語
に
出
現
す
る
と
さ
れ
る
副
助
詞
「
ら
」
が
、

　
　

平
安
初
期
の
他
資
料
に
先
行
し
て
仁
和
二
年
点
に
出
現
し
て
い
る
。

　

一
、
助
字
の
訓
法
を
検
討
す
る
と
、
平
安
初
期
仁
和
二
年
点
に
お
い
て
不
読

　
　

傾
向
に
あ
っ
た
「
從
」
字
の
訓
読
は
、
平
安
後
期
点
に
お
い
て
直
読
さ
れ

　
　

る
こ
と
が
殆
ど
で
あ
る
よ
う
に
変
化
す
る
が
、
不
読
用
法
も
残
し
て
い
た

　
　

可
能
性
が
あ
る
。

　

一
、「
則
」
字
の
訓
読
は
、
仁
和
二
年
点
と
平
安
後
期
点
に
お
い
て
同
一
の

　
　

扱
い
を
さ
れ
て
直
読
さ
れ
て
い
る
。

　

一
、「
而
」
字
の
訓
読
は
、仁
和
二
年
点
に
お
い
て
不
読
の
用
例
が
目
立
つ
が
、

　
　

平
安
後
期
点
に
お
い
て
は
直
読
例
が
多
く
な
り
、
与
え
ら
れ
た
訓
も
平
安

　
　

後
期
点
に
お
い
て
語
種
が
多
い
。

　

一
、
所
謂
、
再
読
字
の
訓
読
法
は
、「
當
」「
應
」
字
に
つ
い
て
、
平
安
初
期

　
　

仁
和
二
年
点
は
単
独
、
平
安
後
期
点
も
単
独
と
同
一
で
再
読
し
な
い
。

　

さ
て
、
右
の
記
述
の
評
価
を
、
日
本
語
史
の
観
点
か
ら
与
え
る
と
す
る
と
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

　

日
本
語
史
（
国
語
史
）
の
研
究
は
、
第
一
義
的
に
は
、
特
定
の
あ
る
言
語
事

象
が
、
い
つ
、
ど
う
い
う
共
時
的
言
語
環
境
下
（
ど
う
い
う
言
語
集
団
、
あ
る

い
は
、
個
人
に
お
い
て
）
で
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
の
記
述
研
究
を
出

発
点
と
す
る
。
更
に
、
帰
納
的
方
法
を
用
い
て
行
っ
た
記
述
研
究
が
明
ら
か
に

し
た—

飽
く
ま
で
、
思
索
の
出
発
点
で
あ
る—

事
柄
を
、
法
則
と
し
て
の
言
語

変
化
と
捉
え
て
、
そ
の
法
則
性
の
実
態
を
解
明
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
以
上
の

基
礎
学
と
し
て
の
研
究
か
ら
の
進
展
は
、
変
化
の
力
学

0

0

0

0

0

へ
の
抽
象
化
、
即
ち
、

如
何
な
る
言
語
的
な
力
、
あ
る
い
は
、
言
語
外
的
な
力
に
依
っ
て
日
本
語
が
変

化
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
か
の
解
明
に
進
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
人
間

0

0

学0

と
し
て
の
日
本
語
史
の
学
問
の
深
化
の
方
向
を
模
索
す
れ
ば
、
そ
こ
に
過
去

の
人
間
の
思
考
活
動
の
実
質
を
描
き
出
し
て
、「
人
間
存
在
の
本
質
と
は
何
か
」

と
言
う
哲
学
的
課
題
へ
の
答
え
に
繋
が
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
愚
考
す
る
。

　

日
本
語
史
研
究
の
潮
流
の
一
つ
と
し
て
、
記
述
的
研
究
に
重
き
を
置
く
、
あ
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る
い
は
、
右
に
掲
げ
た
言
語
変
化
の
力
学
へ
の
言
及
以
下
の
事
柄
は
、「
帰
納

的
実
証
性
」
に
希
薄
な
、
謂
わ
ば
、
観
念
論—

実
証
性
の
な
い
解
釈

0

0—

で
あ
っ

て
、
こ
れ
に
踏
み
込
む
事
は
、
人
文
科
学

0

0

と
し
て
は
、
不
適
当
な
も
の
、
科
学

か
ら
は
逸
脱
す
る
も
の
だ
と
の
厳
評
を
下
す
研
究
者
の
流
れ
が
あ
る
。
こ
う
し

た
学
問
的
価
値
観
を
否
定
す
る
つ
も
り
は
毛
頭
な
い
。
日
本
語
史
研
究
が
、
こ

の
厳
密
な
る
態
度
に
よ
る
記
述
研
究
よ
り
発
す
べ
き
事
は
、
右
に
説
い
た
だ
け

で
十
分
の
理
解
が
得
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

　

た
だ
、
こ
う
し
た
厳
密
な
る
帰
納
的
記
述
主
義
の
狙
う
と
こ
ろ
は
、《
言
語

変
化

0

0

》
で
あ
る
。
即
ち
、
変
化
し
た
こ
と
ヘ
の
み
の
関
心
と
な
り
か
ね
な
い
。

同
じ
視
点
、
方
法
に
よ
る
日
本
語
の
歴
史
の
帰
納
的
記
述
主
義
に
お
い
て
、
従

来
説
か
れ
て
き
た
実
態
的
な
歴
史
的
イ
メ
ー
ジ
を
否
定
し
、
先
行
研
究
を
乗
り

越
え
た
新
し
い
研
究
の
展
開
を
目
指
そ
う
と
す
れ
ば
、
帰
納
的
記
述
主
義
の
枠

内
で
の
研
究
に
お
い
て
は
、
第
一
に
は
、
日
本
語
史
料
の
密
度
を
増
す
事
で
あ

ろ
う
。
あ
る
共
時
態
の
日
本
語
史
料
を
博
捜
し
て
、
従
来
説
か
れ
て
い
た
変
化

の
時
代
を
引
き
上
げ
る
と
か
の
方
向
で
あ
る
。
こ
う
し
た
研
究
の
方
向
で
の
新

説
は
、
そ
の
構
築
が
可
能
で
あ
ろ
う
が
、—

以
下
は
感
想
に
過
ぎ
な
い
が—

ど

れ
だ
け
の
日
本
語
史
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
書
き
換
え
ら
れ
る
か
は
、
心
許
な
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
帰
納
的
記
述
絶
対
の
硬
直
し
た
見
方
が
、「
日
本
語
史
研

究
は
、
従
来
の
研
究
に
加
え
て
、
今
後
や
る
べ
き
事
が
、
果
た
し
て
ま
だ
、
残
っ

て
い
る
の
か
」
と
し
た
、
不
当
な
発
言
に
繋
が
る
。

　

右
の
第
一
点
目
の
批
判
か
ら
、
同
じ
方
法
に
立
ち
、
論
説
の
立
脚
点
の
点
検

無
し
に
、
方
法
論
の
開
拓
に
心
を
注
が
ぬ
ま
ま
で
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
研
究
を

目
指
そ
う
と
す
れ
ば
、
新
し
い
日
本
語
史
料
群
の
発
掘
と
言
う
方
向
に
必
然
的

に
向
か
う
事
と
な
る
。

　

右
の
二
つ
の
視
角
は
、
帰
納
的
実
証
法
を
金
科
玉
条
に
し
て
、
そ
れ
か
ら
の

方
法
論
的
な
進
展
深
化
を
考
慮
し
な
い
、
あ
る
い
は
、〝
無
批
判
な
切
り
捨
て

思
考
〟
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
か
か
る
研
究
者
の
思
考
は
、
水
平
的
に
拡
張

す
る
方
向
し
か
持
た
な
い
。
つ
ま
り
、
資
料
を
悉
皆
調
査
す
る
と
言
う
、
非
現

実
的
な
理
想
を
求
め
る
教
条
主
義
で
あ
る
と
断
ぜ
ら
れ
る
。
研
究
の
現
状
を
鑑

み
れ
ば
、
平
安
時
代
の
一
期
、
例
え
ば
、
平
安
後
期
、
ほ
ぼ
十
一
世
紀
の
百
年

間
で
も
よ
い
が
、
現
存
す
る
日
本
語
資
料
を—

訓
点
資
料
と
言
う
資
料
分
野
だ

け
で
も
良
い—

個
人
の
学
問
的
良
心
と
責
任
に
お
い
て
生
存
中
に
調
査
し
尽
く

す
事
は
、
ま
ず
、
不
可
能
で
あ
る
。

　

も
う
少
し
、
研
究
の
本
質
的
な
問
題
と
し
て
考
え
て
み
よ
う
。
右
の
如
く
の

帰
納
的
記
述
研
究
の
み
に
、
日
本
語
史
の
学
問
の
真
の
存
在
を
認
め
て
、
究
極

の
研
究
目
的
が
言
語
事
象
の
変
化
の
年
代
の
解
明
だ
け
を
目
的
と
す
る
が
如
き

は
、
な
ぜ
人
文

0

0

科
学—

即
、
人
間
学—

の
枠
組
み
に
お
い
て
行
わ
ね
ば
な
ら
ぬ

の
で
あ
ろ
う
か
。
稿
者
の
謂
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
か
か
る
帰
納
的
記
述
研

究
は
、
事
象
事
実
の
解
明
と
し
て
日
本
語
史
研
究
に
は
、
出
発
点
と
し
て
必
須

の
要
素
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
の
み
に
収
束
す
る
も
の
で
は
な
く
、
人
間
学
と
し

て
の
日
本
語
史
学
の
達
成
に
、
研
究
者
は
、
垂
直
的
深
化
思
考
を
も
っ
て
臨
み
、

更
に
、
人
間
探
究
に
進
む
べ
き
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
か
か
る
深
化
の

方
向
性
の
意
識
を
持
た
ぬ
研
究
は
、「
謂
わ
ば
、
即
物
的
な
研
究
で
あ
る
と
か
、

人
間
学
と
し
て
は
不
十
分
な
る
研
究
で
あ
る
」
と
の
批
判
に
応
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
は
、
日
本
語
史
の
法
則
性
を
求
め
る
研
究
に
つ
い
て
で
あ
る
。
右
の
意

― 18 ―

改稿版（2010年4月27日付）



識
に
比
べ
れ
ば
、
遥
か
に
抽
象
度
の
高
い
研
究
で
あ
ろ
う
。
右
の
記
述
研
究
を

元
と
し
て
、
変
化
の
シ
ス
テ
ム
を
解
明
す
る
如
き
の
研
究
で
あ
る
。
こ
こ
に
説

く
ま
で
も
な
い
が
、「
唇
音
退
化
」
の
法
則
は
、
本
質
的
部
分
で
の
人
間
の
性

向
な
ど
の
理
解
が
描
き
出
さ
れ
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
向
き
が
あ
る
。
ま

た
、
例
え
ば
、
動
詞
活
用
の
研
究
は
、
江
戸
時
代
に
ほ
ぼ
完
成
を
見
た
非
常
に

シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
研
究
と
し
て
、学
史
上
評
価
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

近
代
以
降
に
は
、
こ
の
動
詞
活
用
の
歴
史
的
変
化
・
変
遷
が
問
題
と
さ
れ
て
き

た
。
シ
ス
テ
ム
と
し
て
如
何
に
変
化
を
し
て
き
た
か
の
問
題
は
、
長
じ
た
人
間

の
無
意
識
に
存
す
る
文
法
シ
ス
テ
ム
の
解
明
で
あ
っ
て
、
言
語
活
動
の
前
提
と

な
る
事
象
の
解
明
で
あ
る
。
ま
た
、
五
十
音
図
な
ど
も
、
一
般
に
は
、
日
本
語

の
清
音
音
節
に
お
け
る—

音
韻
あ
る
い
は—
文
字
の
体
系
表
で
、
こ
れ
も
シ
ス

テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
日
本
語
を
理
解
す
る
無
意
識
で
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
研
究
は
、
人
間
の
認
識
の
問
題
を
射
程
と
し
た
も
の
で
、
遥
か
に
人

間
存
在
に
寄
り
添
っ
た
研
究
と
し
て
評
価
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

語
彙
論
や
意
味
論
研
究
な
ど
は
、
も
っ
と
直
接
的
に
、
人
間
認
識
、
例
え
ば
、

外
界
の
分
節
に
関
す
る
解
明
で
あ
る
と
か
、
直
接
、
人
間
存
在
に
関
す
る
研
究

に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
。

　

先
に
批
判
し
た
帰
納
的
記
述
研
究
だ
け
の
段
階
を
研
究
の
全
て
と
し
て
、
こ

れ
よ
り
出
る
事
を
許
さ
な
い
日
本
語
史
の
旧
態
然
と
し
た
学
問
観
に
お
い
て
、

学
問
の
至
上
命
題
で
あ
る
、「
複
雑
な
る
実
態
を
整
理
し
て
、
よ
り
単
純
な
る

0

0

0

0

像0

（
イ
メ
ー
ジ
）
で
把
握
し
よ
う
」
と
指
向
す
れ
ば
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
日
本

0

0

語
の
変
化

0

0

0

0

だ
け
に
目
が
向
き
が
ち
と
な
る
。
つ
ま
り
、
あ
る
事
象
が
、
い
つ
変

化
し
た
か
、
い
つ
生
ま
れ
た
か
の
、
所
謂
、
変
化
の
事
実
だ
と
解
釈
し
、
思
い

込
ん
で
い
る
事
柄
の
記
述
で
あ
る
。
資
料
の
博
捜
に
依
っ
て
得
ら
れ
た
事
象
の

記
述
研
究
は
、
研
究
者
の
認
知
す
る
限
り
に
お
い
て
の
最
古
例
で
あ
っ
て
、
即
、

言
語
変
化
の
事
実
と
ス
ラ
イ
ド
し
て
簡
単
に
認
め
ら
れ
る
事
柄
で
は
な
く
、
研

究
上
操
作
に
依
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
実
証
の
限
り
で
あ
る
と
い
う
反
省
を
持
た

ね
ば
な
ら
な
い
。
が
、
も
っ
と
大
き
な
問
題
は
、
今
も
、
ま
た
過
去
も
、
人
間

の
営
為
と
し
て
の
言
語
の
変
化
は
、
従
来
の
研
究
の
成
果
即
、
何
年
何
月
の
某

資
料
に
、
新
し
い
変
化
語
形
が
現
れ
る
と
か
の
事
実
的
記
述
に
基
づ
い
て
、
さ

ら
に
発
展
し
た
と
こ
ろ
で
、
文
化
史
的
言
語
生
活
史
の
視
点
に
よ
る
腑
分
け
が

必
要
で
あ
り
、
そ
う
し
た
方
向
に
踏
み
出
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
日
本
語

の
変
化
は
、
現
在
も
過
去
も
、
新
た
な
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
表
現
へ
の
移
行
に

働
く
力
と
、
保
守
的
と
も
言
え
る
言
語
規
範
を
守
ろ
う
と
す
る
力
と
の
綱
引
き

に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
人
間
の
営
為
と
し
て
の
日
本
語
史
を
描
こ
う
と

す
れ
ば
、
こ
の
両
方
の
力
関
係
を
、
当
時
の
言
語
生
活
に
即
し
て
、
具
体
的
に

位
置
づ
け
、
評
価
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

右
に
記
述
し
て
き
た
石
山
寺
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
経
仁
和
二
年
点
本
に
お
け
る
二

種
の
訓
点
の
訓
読
法
の
比
較
は
、平
安
後
期
加
点
と
思
し
き
訓
読
法
に
お
い
て
、

変
化
形
と
認
め
ら
れ
る
事
象
も
、
確
か
に
存
在
し
て
、
通
時
的
変
化
が
跡
付
け

ら
れ
る
事
象
が
あ
る
の
も
確
か
で
あ
る
。
副
助
詞「
イ
」、「
者
」字
の「
ヒ
ト
」訓
、

「
從
」
字
の
不
読
、
直
読
の
用
例
量
の
変
化
の
問
題
は
、
正
に
、
変
化
を
如
実

に
示
し
た
例
で
あ
る
。
し
か
し
、「
則
」
字
、「
當
」
字
、「
應
」
字
に
つ
い
て
は
、

訓
読
法
の
変
化
が
確
定
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
、
変
化
し
て
い
な
い
事
象
で
あ

る
。
即
ち
、
か
か
る
言
語
事
象
は
、
平
安
初
期
仁
和
二
年
点
と
、
平
安
後
期
宝

幢
院
点
の
訓
読
法
は
、
変
化
が
な
い
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
一
般
に
、
所
謂
再
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読
字
の
再
読
訓
、
再
読
表
記
の
事
象
は
、
平
安
中
期
に
変
化
が
起
こ
り
、
以
下
、

一
般
的
に
な
る
と
認
め
ら
れ
て
き
た
言
語
事
象
で
あ
る
。
当
該
資
料
は
、
天
台

宗
関
係
の
平
安
後
期
の
資
料
に
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
集
団
の
中
に
、
平
安
初
期

の
訓
読
と
変
わ
り
な
い
訓
読
が
、
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
事
実
と
し
て
存
在
し

た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
、
変
化
し
た
新
し
い
訓
読
法
を
用
い
な

い
密
教
関
係
資
料
群
が
、
平
安
後
期
の
天
台
宗
内
に
厳
然
と
存
在
し
て
い
る
事

実
に
目
を
向
け
る
べ
き
で
あ
る
し
、
更
に
は
、
か
か
る
実
態
の
持
つ
日
本
語
史

的
な
意
義
を
、
言
語
生
活
史
の
中
で
説
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
抽
象
化
し
た
歴
史
的
記
述
に
お
い
て
斯
か
る
実
態
を
考
慮
し
な
い
と

す
れ
ば
、
例
え
ば
、
当
該
資
料
の
平
安
後
期
点
の
現
象
が
、
例
外
的
な
も
の
で

あ
る
と
の
解
釈
が
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
場
合
、
何
故
例
外
と
し
て

切
り
捨
て
る
の
か
と
言
う
事
の
説
明
を
、
実
証
的
方
法
で
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

平
安
初
期
の
事
象
を
、
平
安
後
半
期
に
天
台
宗
で
行
っ
て
い
る
の
は
事
実
で

あ
っ
て
、
こ
の
事
実
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
、
問
題
と
さ
れ
て
き
た

（
１
７
）平
安
初
期
の

訓
読
の
移
点
の
問
題
と
も
関
係
し
よ
う
。
平
安
後
期
に
理
解
言
語
の
レ
ベ
ル
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
実
際
に
、
平
安
初
期
の
言
語
事
象
が
出
現
し
て
い
る
の
は
、

紛
れ
も
無
い
事
で
あ
っ
て
、
や
は
り
、
共
時
的
に
平
安
後
期
に
並
存
し
た
と
み

る
べ
き
で
あ
る
。

　

当
該
資
料
の
如
き
場
合
は
、
平
安
後
半
期
の
天
台
宗
山
門
派
と
言
う
共
時
的

言
語
集
団
に
お
い
て
、
所
謂
、
古
い
訓
読
法
が
並
存
し
た
例
で
あ
っ
て
、
天
台

宗
山
門
派
も
、
更
に
、
小
さ
な
共
時
的
言
語
集
団
を
設
定
し
て
腑
分
け
す
る
な

ど
の
方
向
で
、
か
か
る
資
料
の
言
語
実
態
を
抱
え
込
ん
で
の
立
体
的
言
語
生
活

0

0

0

0

0

0

0

を
描
き
直
す
必
要
が
あ
る
。
即
ち
、
平
安
後
半
期
の
天
台
宗
山
門
派
に
は
、
所

謂
、
新
旧
の
言
語
事
象
が
並
存
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
事
実
を
言
語
生

活
史
の
一
部
と
し
て
、
文
化
史
、
あ
る
い
は
、
宗
教
史
の
視
点
を
加
味
し
な
が

ら
、
当
時
の
天
台
宗
山
門
派
に
お
け
る
言
語
意
識
史
の
問
題
と
し
て
捉
え
直
す

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
研
究
者
に
は
、
こ
れ
ら
の
視
点

か
ら
、
新
旧
の
言
語
事
象
の
並
存—

変
わ
ろ
う
と
す
る
言
語
の
力
学
と
引
き
と

ど
め
よ
う
と
す
る
規
範
的
意
識
の
相
克—

を
叙
述
せ
ね
ば
な
ら
な
い
義
務
が
生

じ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

　

そ
の
問
題
は
、
共
時
態
を
細
分
化
し
て
、
宗
教
史
学
等
と
の
融
合
的
発
想
に

依
っ
て
説
明
さ
れ
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
し
、
更
に
、
究
極
的
に
は
、
言
語
主

体
と
し
て
の
個
体
の
文
体
の
問
題
に
帰
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
特
に
、
言
語
の

個
体
史—

一
言
語
主
体
の
個
体
と
し
て
の
言
語
の
歴
史—

の
観
点
は
、
い
ま
ま

で
、
希
薄
で
あ
っ
た
と
評
価
せ
ざ
る
を
得
な
い
視
角
で
あ
っ
て
、
今
後
の
大
き

な
課
題
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
大
局
的
な
言
語
変
化
に
つ
い
て
は
、
日
本
語
史
と

し
て
描
か
れ
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
歴
史
の
中
に
、
言
語
を
実
際
に
担
い
、
運

用
し
た
個
人
が
あ
っ
て
、
そ
の
個
人
に
も
習
得
（
漢
文
訓
読
の
教
育
の
場
）
か

ら
運
用
（
言
語
の
表
現
活
動
の
場
）
に
至
る
日
本
語
の
遍
歴
が
あ
る
わ
け
で
あ

る
か
ら
、
両
視
点
を
取
り
入
れ
た
上
で
の
、
立
体
的
歴
史
を
描
く
必
要
が
あ
る

訳
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
石
山
寺
蔵
金
剛
頂
瑜
伽
経

仁
和
二
年
点
本
に
お
け
る
平
安
後
期
宝
幢
院
点
の
言
語
事
象
が
、
平
安
初
期
の

も
の
に
通
ず
る
と
言
う
事
実
は
、
蔑
ろ
に
さ
れ
る
べ
き
様
な
小
さ
な
問
題
で
は

な
い
こ
と
が
明
白
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

お
わ
り
に
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聊
か
理
の
勝
っ
た
論
行
と
な
っ
た
反
省
は
あ
る
も
の
の
、
現
在
の
史
料
発
掘

状
況
か
ら
は
非
常
に
稀
少
で
あ
る
平
安
初
期
の
密
教
経
典
の
加
点
を
軸
に
考
え

て
き
た
。
右
に
取
り
上
げ
記
述
し
た
事
象
の
重
要
性
は
、
十
二
分
に
理
解
さ
れ

た
も
の
と
判
断
す
る
。
今
後
の
研
究
の
進
む
べ
き
方
向
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ

た
も
の
で
あ
る
が
、
十
二
分
に
論
じ
尽
く
し
て
い
る
と
は
到
底
思
え
な
い
し
、

抽
象
的
で
あ
る
と
い
う
誹
り
も
あ
ろ
う
。
実
践
を
行
い
つ
つ
、
本
稿
に
説
い
た

方
向
性
の
修
正
を
目
指
し
た
く
、
今
後
の
課
題
と
す
る
。

　

な
お
、
本
稿
は
試
論
の
域
を
出
た
も
の
で
は
無
い
と
の
自
覚
が
あ
る
と
こ
ろ

で
、
特
に
、
新
進
の
研
究
者
諸
兄
の
批
判
を
切
に
願
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
多

く
の
反
論
を
、
期
待
を
込
め
て
念
じ
て
い
る
。

　
　
　
　

注

　

１
、
築
島
裕
『
平
安
時
代
訓
點
本
論
考　

研
究
篇
』（
平
成
八
年
五
月
、
汲
古
書
院
）
第

　
　
　

一
部
第
二
章
。

　
　
　

同
『
平
安
時
代
訓
点
本
論
考
ヲ
コ
ト
点
図

仮
名
字
体
表
』（
昭
和
六
十
一
年
十
月
、
汲
古
書
院
）
の　

　
　
　

五
三
八
・
五
三
九
頁
に
、
本
稿
に
取
り
上
げ
た
金
剛
頂
瑜
伽
経
仁
和
二
年
点
所
用
の

　
　
　

片
仮
名
字
体
表
と
ヲ
コ
ト
点
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
築
島
裕
博
士
は
、『
石

　
　
　

山
寺
の
研
究　

一
切
経
篇
』（
昭
和
五
十
三
年
三
月
、法
蔵
館
）に
お
け
る
研
究
篇「
石

　
　
　

山
寺
経
蔵
の
古
訓
点
本
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
当
該
資
料
の
略
説
と
ヲ
コ
ト
点
図
を

　
　
　

掲
げ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
本
稿
に
お
い
て
、
稿
者
が
帰
納
し
た
ヲ
コ
ト
点
図
と
は
、

　
　
　

出
入
り
が
存
す
る
。

　

２
、
築
島
裕
『
平
安
時
代
訓
點
本
論
考　

研
究
篇
』（
平
成
八
年
五
月
、
汲
古
書
院
）、
第

　
　
　

三
部
第
五
章
。

　

３
、
築
島
裕
『
平
安
時
代
語
新
論
』（
昭
和
四
十
四
年
六
月
、
東
京
大
学
出
版
会
）
第
二

　
　
　

編
第
一
章
。

　

４
、
石
山
寺
蔵
金
剛
界
儀
軌
寛
平
元
年
点
に
し
て
も
、
石
山
寺
蔵
金
剛
界
儀
軌
天
永
三
年

　
　
　

点
本
に
し
て
も
、
平
安
初
期
の
訓
読
を
伝
え
る
加
点
箇
所
は
、
陀
羅
尼
部
分
に
偏
っ

　
　
　

て
い
る
。
金
剛
界
儀
軌
の
漢
文
部
分
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
一

　
　
　

考
を
要
す
る
所
で
あ
る
。

　

５
、
中
田
祝
夫
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究　

総
論
篇
』（
昭
和
二
十
九
年
五
月
、
大
日

　
　
　

本
雄
弁
会
講
談
社
）。

　
　
　

注
２
文
献
。

　

６
、
中
田
祝
夫
・
注
５
文
献
。

　
　
　

同
編
『
古
本
点
図
集
二
種
』（
私
家
版
）

　
　
　

築
島
裕
編
『
点
図
集
（
稿
本
）』（
昭
和
四
十
四
年
六
月
、
私
家
版
）

　
　
　

注
２
文
献
。

　

７
、
注
２
文
献
。

　

８
、
例
え
ば
、
箕
面
学
園
蔵
の
妙
法
蓮
華
経
方
便
品
天
長
五
年
（
八
二
八
）
頃
点
は
、

　
　
　

築
島
裕
・
小
林
芳
規
「
故
山
田
嘉
造
氏
蔵
妙
法
蓮
華
経
方
便
品
釈
文
」（『
訓
点
語
と

　
　
　

訓
点
資
料
』
第
七
輯
、
昭
和
三
十
一
年
八
月
）

　
　
　

大
坪
併
治
「
山
田
本　

妙
法
蓮
華
経
方
便
品
第
二
試
読
」（
同
右
）

　
　
　

同
一
輯
の
学
術
雑
誌
掲
へ
の
載
例
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

９
、
訓
読
文
の
異
同
は
、
訓
点
の
帰
納
結
果
の
異
同
の
み
な
ら
ず
、
該
当
資
料
の
訓
点
自

　
　
　

体
の
判
読
、
即
ち
、
仮
名
符
号
の
存
在
そ
の
も
の
の
認
知
、
認
識
の
問
題
が
あ
る
。

　
　
　

こ
の
客
観
物
と
し
て
の
訓
点
の
認
知
、
認
識
は
、
現
在
の
学
問
水
準
と
し
て
は
、
研

　
　
　

究
者
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
が
実
状
で
あ
る
が
、
そ
の
仮
名
や
ヲ
コ
ト
点
な

　
　
　

ど
の
符
号
類
の
物
理
的
な
分
析
は
、
今
後
、
理
化
学
的
手
法
に
委
ね
て
客
観
性
を
増

　
　
　

す
べ
き
事
柄
で
あ
っ
て
、
研
究
者
の
解
釈
を
基
底
と
す
る
ヲ
コ
ト
点
の
体
系
の
帰
納

　
　
　

の
問
題
と
は
、
レ
ベ
ル
を
異
に
す
る
即
物
的
な
分
析
研
究
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

10
、
平
安
初
期
の
密
教
教
典
の
加
点
資
料
は
、
大
毗
盧
遮
那
成
仏
経
平
安
初
期
点
（
高

　
　
　

野
山
大
学
蔵
、
特
殊
点
甲
類
）、
大
毗
盧
遮
那
成
仏
経
平
安
初
期
点
（
高
野
山
大

　
　
　

学
、
第
二
群
点
）、
が
知
ら
れ
る
が
、
奥
書
が
無
く
、
稿
者
未
調
査
で
あ
る
。

　

11
、
小
林
芳
規
「
訓
点
語
法
史
に
お
け
る
副
助
詞
『
ら
』」（『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
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三
十
年
十
一
月
号
）。

　

12
、
小
林
芳
規
『
平  

安  

鎌  

倉 

時
代
に
於
け
る

漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』（
昭
和
四
十
二
年
三
月
、
東
京

　
　
　

大
学
出
版
会
）
序
章
第
三
節
に
は
、「
則
」
字
の
訓
読
法
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
記
述

　
　
　

さ
れ
て
い
る
が
、「「［
則
］（
不
読
）」「
ト
［
及
］
ト
」「
不ヌ

」「
者ヒ
ト

」
は
何
れ
も
古
い

　
　
　

訓
法
で
あ
る
。
此
に
対
し
て
「
則
ス
ナ
ハ
チ」「

及オ
ヨ
ビ」「

不ザ
ル

」「
者モ
ノ

（
人
物
）」
は
後
出
の
新
訓
法

　
　
　

で
あ
る
。」（
一
二
二
頁
）
と
記
し
て
お
ら
れ
る
。「
則
」
字
に
は
、
本
稿
に
取
り
上

　
　
　

げ
た
金
剛
頂
瑜
伽
経
仁
和
二
年
点
に
直
読
の
確
例
が
あ
る
の
は
本
文
中
に
示
し
た
。

　
　
　
「
者
」
字
に
つ
い
て
は
、
第
二
節
に
触
れ
て
い
る
。「
及
」
字
は
、
訓
点
の
厚
い
巻
第

　
　
　

二
に
は
存
在
せ
ず
、
巻
第
三
に
は
出
現
す
る
が
、
仁
和
二
年
点
の
訓
読
法
が
確
定
で

　
　
　

き
な
い
。「
不
」
字
は
、
巻
第
二
に
15
例
出
現
し
、
助
動
詞
連
体
形
と
思
し
き
例
は

　
　
　

な
く
、
終
止
形
１
例
で
あ
る
。
巻
第
三
に
は
、「
不
」
字
は
、
11
例
出
現
す
る
が
、　

　
　
　

仁
和
二
年
薄
朱
点
の
語
形
は
確
定
で
き
な
い
。

　

13
、
小
林
芳
規
「
漢
文
訓
読
史
上
の
一
問
題—
再
読
字
の
成
立
に
つ
い
て—

」（『
国
語

　
　
　

学
』
第
十
六
輯
、
昭
和
三
十
八
年
十
二
月
）。

　

14
、
大
坪
併
治
「
平
安
初
期
の
仏
典
に
お
け
る
再
読
字
の
成
立
に
つ
い
て
」（『
訓
点
語
と

　
　
　

訓
点
資
料
』
第
一
二
〇
輯
、
平
成
二
十
年
三
月
）。

　

15
、
注
13
文
献
。

　

16
、
注
13
文
献
。

　

17
、
中
田
祝
夫
・
注
５
文
献
。

　
　
　

注
２
文
献
、
第
三
部
第
二
章
。

　
　
　

例
え
ば
、
立
本
寺
本
妙
法
蓮
華
経
に
お
け
る
明
詮
の
訓
点
の
識
別
は
、
奥
書
と
移
点

　
　
　

に
使
用
さ
れ
た
色
彩
に
よ
っ
て
区
別
で
き
る
も
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
資
料
の
複
数

　
　
　

の
訓
点
が
更
に
一
筆
で
移
点
さ
れ
る
如
き
事
態
を
想
定
す
れ
ば
、
平
安
後
期
に
お
い

　
　
　

て
平
安
初
期
的
言
語
事
象
が
識
別
さ
れ
ず
に
埋
没
し
た
資
料
と
な
る
。
ま
た
、
平
安

　
　
　

後
期
に
お
い
て
、
平
安
初
期
の
明
詮
の
訓
点
が
言
語
行
為
に
お
い
て
生
き
て
い
た
こ

　
　
　

と
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。

　
［
付
記
］
本
稿
に
取
り
上
げ
た
金
剛
頂
瑜
伽
経
仁
和
二
年
点
本
の
調
査
閲
覧
に
つ
い
て
は
、

　
　

石
山
寺
御
当
局
な
ら
び
に
石
山
寺
文
化
財
綜
合
調
査
団
各
位
の
ご
高
配
、
ご
温
情
に　

　
　

与
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。
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